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１章　恋心の甘いまどろみ



　十二月になって、季節は秋から冬へと移ろいだ。

　とはいえ魔界は地下にあるから、地上の気温にはさほど左右されない。

　季節感が薄くて夏は涼しく、冬は暖かい。

　地上では日を追うごとに寒さが厳しくなっているが、魔界に降りると沖縄にやってきたような気持ちになれる。魔界というより、天国の心地だった。

　まさか魔界がこんなに過ごしやすいとは思わなかった。

　魔界なのにな。



　――春はる明あきは眠りながら、寒い、と思った。

　だから自分の身体の上に乗っかっていた『温かい何か』に抱きついた。

　温かくてすごく柔らかくて甘い匂においがして、抱きつくと「うにゅ」と声がした。

　あんまり抱き心地がいいから、そのまま頬ほおずりをした。ふにふにと柔らかくて、絹のような肌触りもする。「うへへ……」と声がした。

　何だこれ？　と不思議に思いながら――春はる明あきはようやく目覚めた。

　春明はベッドの上に仰向けで眠りこんでいた。布団も着ていない。

　学校から帰ってきて、寒さから解放された喜びのままつい眠ってしまったらしい。

　しかし最初は地上との気温差で暖かく感じていたが、次第に寒くなり始めたわけだ。

　季節の変わり目に風邪を引くような、気温差の罠わな。

「春明、やっと起きたー、えへへー」

　そんな春明に『肉布団』みたいな感じで、詩し絵えが乗っかっていた。春明が抱きついていたものの正体はそれだ。……あろうことか春明は、寝ぼけて頬ほおずりなんてしてしまった。

「おまえ何やってんだ!?」

　慌ててほっぺたを離す。

「春明の様子を見にきたら、寝ながら寒そうに震えてたから」

　良いやつじゃねえか。

　しまった、文句が言えない。

　抱きついてくる彼女から、ふわりと甘い匂においが漂ってくる。口の中でからまる最高級のチョコレートみたいに甘く、頭を夢うつつにしてしまう匂い――彼女の『血』の匂いだ。

　このクセになるような甘い匂いをかぐと、春明の理性はテレテレになってしまう。

　……しかしこの匂いに流されて、バカップルになるわけにはいかない。

　阿あ部べ春明は、吸血鬼『月つき宮みや詩絵』の眷けん属ぞくだ。ひょんなことから魔界に迷いこんでしまい、うっかり死にかけて、詩絵から血を与えられて九死に一生を得てそうなった。

　吸血鬼から血を与えられた人間は、その吸血鬼の眷属となってしまう。

　そして吸血鬼と、吸血鬼の血を与えられた眷属は、惹ひかれあい、互いに相思相愛になってしまう。これはわかたれた血がひとつに戻ろうとすることが原因らしい。

　しかも詩絵という吸血鬼のお姫さまは、寂しがりの上に甘えん坊だから、春明とべったべたのバカップルになろうとやたらめったらじゃれついてくるのだ。

　だが春明はただの人間ではなかった。高校生にして自称『陰おん陽みよう師じ』の春明は、嘘うそのエキスパートだ。

　嘘に敏感な春明は、血が原因で成立する嘘の恋愛を拒こばんだ。

　……だけど今となっては、お互いの気持ちのどこからどこまでが血によるものか、さっぱりわからない。

　血はただのキッカケにすぎなかったのかもしれない。自分と詩絵の関係は、すでに嘘の恋愛だなんて呼べるほど薄っぺらじゃないかもしれない……。

　――しかし春明が素直に詩絵とバカップルになれない理由は、それだけではない。

「おい春明、学校から帰ってくるなり眠りこんでないで、いいかげん起きたらどうだ？」

　不意打ちに部屋のドアが開き、かおるが顔を出した。

　マジメな性格をした黒髪の委員長。

　彼女は部屋の様子――ベッドの上で抱き合う春明と詩絵を見て、見る見るうちに顔を赤らめた。

「邪魔してすまない！　続きをどうぞっ」

　勢いよくドアが閉められて、ダダダダッと大慌てに逃げていく。

「待て、かおるっ！　誤解だ、いかがわしいことなんてしてない!!」

「春はる明あき、続きしようよー」

「離れろっ！　今それ以上くっつかれると頭がバカになるっ！」

　詩し絵えに頬ほおずりされるのをひっぺがえしながら、春明は叫んだ。

　もともと春明は、クラスの委員長、かおるのことがちょっぴり気になっていた。

　しかし詩絵から血を与えられて、春明の気持ちはメチャクチャに混乱してしまっていた。

　……今の自分は詩絵とかおる、どっちの方が好きなのだろう？

　自分で自分の気持ちがよくわからず、春明はどちらに対しても積極的になれずにいる。



「いいか、詩絵。俺おれたちは別に恋人同士でも何でもない。恋人同士でないなら、それをわきまえた距離感をとらなければいけない」

　ベッドの上で座って向かい合い、春明は詩絵に説いた。

　血の力で相思相愛になってしまう効力は、春明の身体に詩絵の血が馴な染じんで完全な吸血鬼になると消えるらしい。

　そのときこそ、二人の関係が本物かどうか試されるときだ。

　だから春明は、そのときまで詩絵とはバカップルにならないと心に決めていた。

　詩絵は不満げにむにゅーっと唇を尖とがらせた。

「恋人じゃないから、恋人っぽいことはしちゃダメってこと？」

「そうです。日本の男女は慎み深いんです」

　春明はそう言ったが、詩絵はそれを無視して飛びかかった。

　春明の首に抱きつき、避ける間もなく頬にむちゅっと唇を押しつける。

　そのぬくもりに、春明は悲鳴をあげた。

「い、言ってるそばからなんばしよっとか!?」

　思わず九州っぽい言葉づかいになってしまった。

「ほっぺにチュウは恋人同士じゃなくてもしていいはずだよ……欧米的に考えて」

「ここは日本だ！」

「日本じゃないよ、魔界なのだ。春明は魔界のルールに従わなきゃダメなのだ。えっへん」

　詩絵はおっぱいが小さいくせに偉そうに胸を張る。彼女はここら一帯のお姫さまだ。

「唇じゃなければセーフだよ。……次は首ー」

「ひゃあっ」

　とつぜん首筋を吸い付かれて、思わず変な声が出た。

　あ、でも吸血鬼っぽい！　出会ってから初めて詩絵が吸血鬼っぽい姿を見せた気がする！　……このまま血を吸われそうで怖いけど。

「首筋もだめ！」

「じゃあどこにチュウすればいいの？　ちくび？」

「どこにもしちゃダメ！　初めてのチュウは禁止ナリ！」

　何な故ぜかコロスケ口調になってしまった。

「じゃあ春はる明あきの方からしてよ」

「どうしてそうなる!?」

「ほらっ」

　ずいっと詩し絵えがほっぺたをこちらに向けてくる。

　柔らかそうで、思わず触りたくなるほっぺただ。

　キスしてみたい……思わずバカップル的な思考が湧わき上がってきて、春明は慌てて首を振った。ちょっと待て、何を考えている俺おれは。……甘い血の匂においが漂ってくる。

　詩絵自身の愛らしさも相まって、春明は魅了されずにいられない。

　春明は詩絵のほっぺたを指でつついた。キスではないが詩絵はそれでも嬉うれしいらしく、「えへへへへ」と目を細めた。ボディタッチされるのが大好きなのだ。

　……前々から思っていたが、詩絵のほっぺたは滑らかで柔らかく、異常なほどさわり心地が良い。つつきだしたらやめられない、止まらない。

「ひゃあ～」乱暴に指を押し当てたが、それでも嬉しそうに詩絵が声をもらした。多少強引なぐらいでも嬉しいのだ。春明は思わず、詩絵のほっぺたで遊ぶのに夢中になった。

　二人は甘い匂いに包まれて、二人だけの世界に入りこんだ。

　だから春明は、ノックの音を聞き逃した――今回のかおるはノックをしたのだけれど。

「入るぞ、春明。メイドさんが、夕食が出来たって……」

　かおるが顔をのぞかせる。すかさず春明は冷静になった――二人の男女が密着して、互いにニヤニヤしながら、ほっぺたをぐりぐりしたりしている。

　うわあ、すごいバカップルがここにいる。誰だれだこれ。……俺だよ！。

　そんな姿を、かおるに見られてしまった……！

「は、春明……その、あんまりイチャイチャするのはどうかと思う！」

　かおるはそう言って、ダダダダッと駆け去ってしまった。

「待て、かおるっ！　誤解だ、いかがわしいことなんてしてない!!」

「春明、続きしようよー」

「離れろっ！　今それ以上くっつかれると頭がバカになるっ！」



　　　×　×



　白しら峰みねかおるは恋愛感情がよくわからない。

　普通じゃない人生を送っていたため恋をしたことが無く、恋愛マンガや恋愛小説も読まない。そもそも友達が少なく、家族も小さいころに失ったので、他人を好きになること自体が滅多に無かった。

　そんな中で、唯一の友達である阿あ部べ春はる明あきは、明確にはっきりと好きだった。

　それが恋愛感情なのかよくわからない彼女は、春明を『特別な友達』とした。

　春明は大好きだ。

　しかし恋愛対象ではけっして無いのである（と自分で思っている）。

　だけど……春明と詩し絵えがイチャイチャしているのを見ると、胸がざわっとして、悲しいような悔しいような気持ちになるのは何な故ぜだろう？



　春明が詩絵の眷けん属ぞくになることで起きた一連の事件から半月ほどが経過して、春明やかおるにとってもすっかり魔界での暮らしが日常になった。

　春明とかおるはもともと学生寮に住んでいた。しかし春明は詩絵の眷属になったため、かおるは魔物たちが悪事を働いていないか監視するため、詩絵の城に住み始めた。

　かおるは魔物ハンターだったが、春明の説得に応じて休職中なのだった。

　この三人と、詩絵のメイドさんとで食卓を囲むのも、今や日常的な風景だ。

　――食事中にも、かおるはいつも悲しいような悔しいような気持ちにかられる。

　春明と詩絵の食事は騒々しい。詩絵は毎度のように「あーん」「間接キスー」「口移ししようよー」などという騒ぎをする。

　春明はときおりかおると目を合わせて恥じらうようなそぶりを見せるが、しかし積極的な詩絵によってすぐ彼女のペースに持っていかれるのだ。

　騒ぎに交じられないかおるは、ポツンとする他ほかない。

　春明もなんだかんだで楽しそうなのだ。

　わ、私だって春明の特別な友達なのに……。

　大人おとなしく料理をつつきながら、かおるは不可解な気持ちで胸が潰つぶれそうになるのだった。

　――そんなかおるの面持ちを、メイドさんは面白そうな目で覗のぞきこんでいた。



「うえっへっへ、白しら峰みねの旦だん那な、ちょいと耳寄りな情報があるでゲスよ」

　食事を終えて部屋に戻ろうとするかおるに、メイドさんが怪しい口調ですり寄って来た。

「私は旦那じゃないですけど……」

「どうやら詩絵さまと春明さまの仲の良さが、だいぶ気になってるご様子ゲスね」

「ま、まぁ……気になるといえば気になるけれど、その……」

「実はあの二人でゲスけどね……最近は遠慮してるけど、旦那が来る前にはこんなことやあんなことまでしちゃってるんでゲスよ」

　メイドさんがかおるに顔を近づけて、ゴニョゴニョと『その事実』を耳打ちした。

　衝撃的な事実に、かおるは顔をカーッと赤くした。

「二人はそんなことをするほどまでに仲が良いのですか!?」

「それはもう……ほとんど新婚夫婦といった感じで……旦那が来てからはむしろ遠慮してるぐらいでゲスよ」

「ううう……私だって春はる明あきの特別な友達なのに……」

「旦だん那なも春明さまとはずいぶん仲が良いみたいですけど、しかし、負けっぱなしでいいんでゲスか？　うえっへっへっへ……」

「な、仲の良さに勝ち負けなんてあるんですか？」

「そりゃあるでゲしょう。男にとって、本当に特別な相手はこの世に一人だけでゲス！」

　力強い断言に、かおるは「ガーン！」と衝撃を受けた。

「……そのまま負けっぱなしでいいんでゲスか？　そのままでは『特別な友達』って立場も失うかもでゲスよ。うえっへっへっへっへ……」

　怪しい笑いを残してメイドさんは去っていく。

　その姿はさながら人を悪の道に煽あおり立てる悪魔のようだ。

　かおるは「ど、どどどどうしよう……」とオロオロしたが、

　――やがてひとつの決意を胸に燃やした。



　　　×　×



　風ふ呂ろに入る順番は、女の子たちより春明の方が先だった。

　これは詩し絵えが春明を誘惑するために風呂に乱入しようとしていたころの名残だ。

　今では詩絵も乱入を控えるようになったが、順番はそのまま習慣になっている。

　とりあえず当然のマナーとして、春明は湯船に入る前にしっかり体を洗うことにしていた。……スポンジで体をこすっていると、控えめなノック音がした。

　ノック音？　春明は硬直した。詩絵だったら、絶対にノックなんてしない。

　この城の同居人で、マジメにノックしそうな奴やつは、かおるぐらいのものだ。

　しかしかおるが風呂に乱入なんて、まさかそんなことあるわけがない。

　――だが春明の思考は、次の一瞬に裏切られた。

「春明、入るぞ」声とともに、風ふ呂ろ場ばの戸が開く。

　まさかと思って振り向くと、出入り口にかおるが立っていた。

　全裸だった。身体を隠しつつ、かおるは恥じらっていた。

「なんで!?」

　慌てて顔を背けながら、問いただす。それでも一瞬だけ見えてしまった肌色の残像が、春明の頭にこびりついて心臓を早はや鐘がねのようにした。

「だ、だって、月つき宮みやさんも裸で春明の背中を流したっていうから……」

　かおるは消え入るような声で答えた。しかしコホンと咳せき払ばらいをして、

「春明と月宮さんは別につきあっているわけじゃないんだろう。だったら、春明との仲の良さで、私は負けるわけにはいかない！」

　落ち着きを取り戻してから、力強く言った。

「こ、こんなことで対抗心を燃やさなくても……」

　動揺する春はる明あきの背後で、かおるがしゃがみこむ気配がする。かおるが裸で、自分のすぐ後ろにいる。その事実に、春明はとにかく口から心臓が飛び出しそうになる。

「大丈夫だ……私は春明の特別な友達なんだから、これぐらい全然恥ずかしいことじゃない……」

　自分に言い聞かせるように、つぶやく。

　友達だから恥ずかしくないなんて、そんなノリが許されるのは幼稚園までじゃないだろうか……。美人で生き真面目まじめな委員長は、しかし詩し絵えに対抗し出すと変な方向に暴走してしまうようだ。

「よし、背中を洗うぞ」

　宣言してからスポンジで背中をこすりだした。優しく丁寧で、気持ちいい。

「春明の背中、ゴツゴツしてるな……。私の身体と違う感じで、おかしな気分だ」

　うっとりとした声色で、そんなことを言う。

「何を当たり前なことを……」

　春明はつい、一瞬だけ見えてしまったかおるの裸体を思い出してしまった。

　形の良い胸も、腰や太モモも、どこもかしこも柔らかそうだった。

　そりゃあ自分の身体とは違うに決まっている。彼女は女の子なのだ……。

「よし、洗い終わったぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　恐ろしくドキドキしたが、わりとあっという間に洗い終わった。

　なんだ、大したことないじゃないか。

　しょせん背中を洗うだけのことだ。変に緊張して損したぜ。

　よし、終わったなら俺おれの理性が保たれているうちにさっさと出て行ってくれ！

「次は前を洗うからな」

「……何!?」

　予想外の一言。そして春はる明あきの脇わきから、するするとかおるの白い手が伸びてきた。

　後ろから春明を抱きつくようにして、春明の胸のあたりを洗おうとする。

　――春明の背中にツンとした感触がした。

　今、何が触れた!?

「かおる!?　普通こういうときって背中を流したら終わりだろう!?」

「それだと月つき宮みやさんと何も変わらないじゃないか！　それに、背中を洗ってしかし前を洗わないなんて、そんなのは中途半端で画が竜りよう点てん晴せいに欠ける……！」

　画竜点晴に欠けるなんて言われても！

　かおるが腕を動かすたびに、ツンとした感触が右に左に背中をなぞる。

　耳元で、かおるの吐息が焼けるように熱い。彼女もかなりドキドキしているらしい。

　というよりむしろ……少し興奮してる？

「ううう……恥ずかしい……」

　恥じらいが極まったように声をもらした。だったらやめればいいのに……。

　このままだと俺は……。

　スポンジを持ったかおるの右手が、春明の身体の左肩に伸びる。遠い位置を洗おうとして、かおるの身体がさらに密着した。

　――ツンと触れるだけだったかおるのそれが、ふにゅっと一気につぶれた。春明の腕を洗おうとして、その先端の部分や、柔らかな感触が、さらにむにむにと押しつけられる。

　ボリューム感が詩し絵えとは違う!?

　しかもダイレクトすぎる！

「……何も問題ない……特別な友達なんだから……」

　自分に催眠術をかけるように、かおるがつぶやいている。

　いや問題あるだろう。問題ありすぎるだろ！

　これじゃあ体を洗ってもらうより、背中におっぱいをこすりつけてもらっているようなものだ！　十二分にいかがわしいじゃないか!!

「それじゃあ、次は……」

　腕を洗い終えたスポンジが、もはやされるがままな春明の、下の方に降りていく。

　……ってちょっと待て！　そこはまずい!!

　今のそこは本当にまずい!!

　俺のジョニーはすでに第二形態に進化しているというのに！

　――そんな緊張感あふれる状況の中、ガラガラっと風ふ呂ろ場ばの戸が開いた。

「春はる明あきっ！　久しぶりにご主人さまが眷けん属ぞくの背中を流しに来たのだ！」

　とつぜんの乱入者に、春明とかおるはピタリと動きを停止させた。

　詩し絵えは――以前みたいに無理をして誘惑するのをやめたからだろう、裸ではなく紅くれない学園のスクール水着に身を包んでいた。

　浴場が欲情のるつぼとなっているこの状況に、詩絵はピシリと凍りついた。

「は、春明なにやってるのーっ!?」

　詩絵は大声で叫んだ。それから深呼吸をする。

　深呼吸は、詩絵が勇気を奮うときの合図だ。

　そして彼女も一気に水着を脱ぎ捨ててしまった。

　春明は悲鳴をあげた。狭い風呂場に全裸の女の子がさらに増えた！　しかも怒ってる！

　もはやスケベ心を膨ふくらませている場合ではない。早くこの場から脱出しなければ！

　かおるは詩絵の乱入に驚いて、動きを止めている。

　春明はその隙すきにシャワーをひっつかみ、全身の泡を洗い流した。

　そして嘘うそを叫んだ。

「実は俺おれ、ちょっと熱っぽいんだ！　だからシャワーだけで済ませないと!!」

「ちょ、ちょっと春明っ!?」

　詩絵の横を素早くすり抜けて、あらゆる意味で危険な風呂場から一気に抜け出す。

　慌てた詩絵の声が聞こえてきたが、彼女は脱衣所までは追ってこなかった。

　その代わりに風呂場の中で、口論する声が聞こえ始めた――修羅場？

　脱衣所には詩絵の服と下着が脱ぎ散らかされている。かおるの脱いだものはカゴの中に几き帳ちよう面めんに入れられている。詩絵の下着はレースなど装飾が多いもので、かおるのものは健康的でスポーティーなタイプだ。

　いつも春明が先に風呂に入れられるから、それらを見たのは初めてだ。

　強烈に心を引かれたが、今はそれどころではない。

　慌てて服を着て、自分の部屋に逃げ出した。



　　　×　×



　ちょうどそのころ犬いぬ飼かい一いち子こ――通称『ワン子こさん』は家で勉強していた。

　魔界には無数に岩山が隆りゆう起きしていて、魔物たちはその中身をくりぬいて居きよ住じゆう空くう間かんとしている。ワン子さんはその家に、家族みんなで暮らしていた。

　彼女の部屋には勉強机や本棚、ベッドが置かれ、電灯で照らされている。人間の部屋となんら変わりはない。たまに停電するが、不自由はまったくない。

　机で本を読むワン子さんのかたわらで、ベッドには遊びに来た富ふ良ら野の笑え美み――通称『フラちゃん』が寝転んでマンガを読んでいた。

　この二人は魔界から紅くれない学園に通う留学生だ。人間社会の文化や科学を学び、魔界にそれを伝えることを使命としている。二人とも人間の姿をしているが、それぞれ人狼ワーウルフとフランケンシュタインだ。

　ワン子こさんの今の目標は魔界にインターネットを開通させることで、そのための本を紅学園の図書館から借りて読んでいた。

　現実的に考えると、地上から魔界まで物理的に回線をつなげることは不可能だろう。ワン子さんは携帯電話の電波や無線ＬＡＮといった技術に可能性を見みい出だしていた。

　――しかし集中ができない。文字がちっとも頭に入らない。

　どうにも気になって、仕方が無いことがある。

　つい先日、阿あ部べ春はる明あきに『今度みんなで遊びに行こう』と誘われたときのことだ。

　遊びに誘われるなんて、初めてのことだ。何だかドキドキしてしまう。

　しかもその話をしたとき、詩し絵えさまとのことでつい弱音を吐いてしまった。

　彼に泣き顔も見せてしまった。

　そんな自分を、彼は慰なぐさめてくれた。……そのときのことを思い返すと、情けなくて、恥ずかしくて、だけど妙に嬉うれしいような複雑な気持ちになる。

　他人に自分の弱いところを見せるとこんな気持ちになるなんて、知らなかった。

「……フラちゃん、勉強しても頭に入らないよ。私バカになっちゃったのかな……」

　メガネっ子のワン子さんは、深刻な顔つきで頭を抱えた。

　これに似た症状を、フラちゃんに読ませてもらったマンガで読んだことがある。

　そう、すなわち――恋の病。

「も、もしかして私って……」

「ワン子さんきっと阿部くんが好きになっちゃったんだよ～。てゅふふふっ」

　いつも笑顔を絶やさないフラちゃんは、寝転がった姿勢でマンガを読みながら笑った。

「フ、フラちゃんもそう思う!?」

　いや、それは無い。ワン子さんは自分で否定してから、ぶんぶんと首を振る。

　恋なんてあり得ない。

　だってちょっとほめられて慰められただけで、コロっと相手のことが好きになってしまうなんて……自分はそんなに卑ひ屈くつで軽い女じゃない。

　それに阿部くんは、詩絵さまの眷けん属ぞくだ。そして自分は魔物の中で階級が低いとされる人狼……。今や階級制度は無くなったとはいえ、立場の違いというものがある。

　立場の違い、身分の差。うむむ……。

　不意にワン子さんの胸に、やりきれない思いがわきあがってきた。

　思わず窓に駆け寄り、外に向かって「がうーっ！」と遠とお吠ぼえした。

　その後、父親から、「うるせーっ！　誇り高き人狼が野生動物みたいなことするんじゃねーっ！」と叱しかられた。



　　　×　×



　……眠れない。二人分のぬくもりに包まれて、春はる明あきはそう思った。

　今、春明の部屋のベッドには三人が並んで横たわっている。

　風ふ呂ろの騒動のあと、詩し絵えとかおるは二人して春明といっしょに寝ると言い出したのだ。

　詩絵は何かに抱きついていないと眠れないというアホな体質なのでもともといっしょに寝ていたが、そこにかおるまで加わってしまった。

　春明の右腕を詩絵がぎゅっと抱きしめて、左腕をかおるが遠慮がちに抱いている。

　詩絵はあっという間に寝息を立てた。……春明は何となく不公平な気持ちになった。

　おまえももっと緊張しろ、このド天然娘。

「春明、まだ起きてるか？」

　かおるが小声でたずねてきた。

「起きてるけど」

「春明……私、何だかドキドキして眠れない……」

「そうだな、俺おれも寝れない」

「春明もドキドキしてるのか？」

「そりゃするだろ」

　この状況で平然としていられる男なんているもんか。

「そ、そうか……春明もドキドキしてるのか。それは、何だか嬉うれしいな」

　……う、嬉しいなんて言われても……。

「よし、私は寝るぞ、春明。おやすみ」

　ぎゅっと抱きつく力を強めて、かおるがそう宣言した。……かおるが抱きついてくる感触は、否いや応おうにも風呂での裸を思い返させてしまい、春明を余計に眠れなくする。

「……うん、おやすみ」

　春明がかおるに返事をすると、眠っている詩絵が対抗するように「うにゅー」と寝言をもらしながら春明の肩口に顔をこすりつけてきた。



　――三人で過ごす日常は、こんな風ふうに過ぎていた。血のせいで、自分の気持ちがよくわからない。そんなオブラートに包まれて、三人の関係は甘いまどろみに停てい滞たいしている。



　　　×　×



　魔界から学校に通う留学生たちは『ゲート』と呼ばれる長い階段を通って紅くれない学園へと通っている。ゲートには魔法がかかっていて、関係者以外には認識不可能だ。

　学園側から普通の生徒たちが見ても、壁があるように見えるのだ。

　この幻覚の壁は見えるだけでなく、触れると感触もする。

　このゲートは降りる分には苦労しないが、バカみたいに長いからのぼるのは大変だ。

　春はる明あきは登校する際にはいつも詩し絵えに運んでもらっていた。彼女は吸血鬼だから、背中から羽を生やして一気に飛び越えることができるのだ。

　しかし今では春明だけでなく、かおるも運ばなければならなくなった。

　二人をまとめて運ぶには、ちょっとした工夫が必要となる。

　まず春明がかおるの腰を抱く。この際、二人はちょっぴり照れることになる。

　次に、かおるの腰を抱いた春明を、詩絵が「ふんぬっ」と持ち上げる。

　詩絵は見た目こそ華きや奢しやだが、吸血鬼だからそこそこ力持ちだ。

　そうして二人分の重量を持ち上げながら、詩絵は懸けん命めいに羽をピコピコ動かしてゲートの階段を飛び越える。

「なんだかこうして抱えてると、かおるぬいぐるみみたいで可愛かわいいな。俺おれの所有物って感じがする」

　春明はポロリと言ってみた。

「な、何!?　所有物!?」

　かおるはテンパり、じたばたと暴れて、春明は危うく彼女を取り落としそうになった。

「春明っ！　何セクハラ発言してるのっ!!」

「いや、初めてゲートをのぼるとき詩絵に言われた言葉をそのまま真ま似ねしただけだけど」

「……そういえば、そんなこと言った気がするのだ。よく憶おぼえてたね」

「春明っ！」かおるは怒って声を荒げた。「嘘うそをつくのはいいけど、変な冗談を言うのはやめてくれ！　わ、私がか、かかかか可愛いだなんてっ!!」

「いや、そこは別に間違ってる部分じゃな……うげげげっ！」

　セリフの途中で、詩絵に思いっきり抱きしめられて、腹を圧迫された。ベアハッグ。

「ううう……」と、かおるは頭から湯気を出しそうなぐらい赤くなった。

　ちょっと妙だな、と春明は思う。

　前までかおるは、こういう言葉には余裕のあるリアクションを返していたのに。

　何か心情の変化でもあったのかもしれない……。

「二人はのん気だけど、ぼくは重労働なのだ……」

　精せい一いつ杯ぱいに羽をピコピコピコーっと羽ばたかせて、詩絵は二人を抱えて飛んでいく。

　――そんな様子を、メイドさんが見送った。

「……何だか詩絵さまの力が、成長してる感じがしますねえ……」

　二人分を持ち上げて飛ぶ詩絵を見上げて、メイドさんは首をかしげた。



　ゲートの階段は高校校舎の一階の階段裏に続いている。この出入り口が魔法で隠されていて、普通の人には壁で埋まっているように見えるのだ。

　ゲートから飛び出した三人は、そのまま教室へと向かった。

「月つき宮みやさん、もう少し離れた方がいいんじゃ……」

　詩し絵えは学校についても、春はる明あきの腕に抱きついて離れない。

「離れなくてもいいもん。ぼくは周りの目なんて気にしないのだ」

「俺おれは気にするんだけど……」

　……もうだいぶ手遅れだけどな。

　春明にぎゅーっと密着して「ん～」と詩絵はじゃれつく。甘い匂においがして、春明の気持ちも思わずゆるんでしまう。まあいっか……とつい思ってしまう。

「……風紀を乱してると思う、二人とも」

　かおるにぼそっと言われて、春明は我に返った。しまった、また流されかけていた。

　そもそも考えてみれば、詩絵は意地を張るのをやめて、留学生としての立場を受け入れたのだ。だったら何も、春明ひとりだけにベッタリすることは無い。

　もっと色んな人と仲良くするべきだし、学校の風紀にももっと従うべきだ。

　腕に抱きつく詩絵を見下ろして、春明は心に決めた。

「詩絵を『俺離れ』させないといけないな……」

　きょとんと詩絵は首をかしげた。

「肉離れ？」

　ちげえ。

「春明……肉離れをさせないといけないだなんて、残酷なことを言うな。症状がひどいと筋肉が断裂して手術が必要なことだってあるんだぞ。いくら吸血鬼で傷を再生できるからって、相当痛いはずだ。……ううう、想像してしまった。ブチって」

「勘違いしたまま深刻に考えるな！」

　しかもさりげなくブチっとか言って周囲にも想像させようとするな！

「……は、春明、ぼくの筋肉ひきちぎってブチってさせるつもりなの……？」

「しないよ！　するわけないだろ、そんな猟奇的なこと」

　よし……今日から『詩絵さまの友達百人できるかな？計画』スタートだ。

　手始めは、同じ留学生のワン子こさんやフラちゃんか？　留学生としての姿勢の対立からわだかまりがあった詩絵と二人だけど、今ならもっと仲良くなれるだろう。

　いや、それよりも同じ城に住んでいるかおると仲良くさせる方が先決か。

　それにかおるは人間だ。人間の世界で生きる以上、詩絵はもっと人間と親しんだ方が良い。よし、まずはかおると仲良くさせることが優先だな。

　しかしこちらばかり向いている詩絵の視線を、少しでもかおるに向けさせるにはどうすればいいだろう？

　教室に入ると、ワン子さんとフラちゃんがすでにやってきていた。他ほかに生徒の姿は無い。魔物たちはゲートを通る瞬間をできるだけ見られないように早めに登校しているのだ。

　詩絵とかおるもそれぞれの席に向かい、春明から離れていった。

「あの、阿あ部べくん、ちょっといいですか……？」

　春明が一人になるタイミングを見計らったように、ワン子さんがやってきた。

「……前に言っていたみんなで遊びに行くというのはどうなったんでしょうか？　いつ、どこに遊びに行くのか、とか」

　ちょっと不安そうに、そんなことをたずねてきた。

「……いえ別に全然楽しみというわけじゃありませんが！　私は忙しいから、事前に決めておいてもらいたいだけでっ!!」

　それから急に慌てたように声を荒げる。ちょっと挙動不審なワン子こさんだ。

　……みんなで遊びに行く、か。

「それだ！」

　春はる明あきは思わず手を叩たたいた。ワン子さんは「え？」と目を丸くした。

　こうなることを見越してワン子さんと約束したわけじゃないけど、詩し絵えの友達作りにおあつらえ向きじゃないか。かおるだけでなく、ワン子さんたちとも仲良くなれるし。

「あのっ。どうしたんですか？　何か思いついたんですか？」

　ワン子さんをそっちのけで考えを膨ふくらませていると、ぐいっと袖そでを引っ張られた。

「……何を思いついたか知らないけれど、私の頭、撫でてもいいですよ」

「へ？」

「いつも撫でたがっていたじゃないですか！　よくわからないけど、私は今、ナイスな発言をしたんでしょう。だったら、特別に頭を撫でてもいいです」

　ワン子さんは得意満面にさぁ撫でろと頭を向けてくる。

「ありがとう、ワン子さん。ナイス発言」

　よくわからないが、ワン子さんの頭を撫でられるチャンスらしい。

　春明は感謝をこめて、彼女の頭をなでなでした。

「もっと強く撫でてもいいです、物足りないですっ」

　頭からポンっと犬耳を出して、ワン子さんは春明の胸にすり寄ってくる。

　春明は少し乱暴じゃないかというぐらい強く頭を撫でた。

「ふふふ♪」春明の胸にしがみついて、ワン子さんはまったりとした声をもらした。

　ワン子さんは頭を撫でられるのが本能的に好きなのだ。

　乱暴に撫でれば撫でるほど、ワン子さんは嬉うれしそうに春明の胸にじゃれついてくる。

　これは……妙な満足感があるな。日ごろの態度がツンデレっぽいだけに特に……。

「ワン子さ～ん。まだ誰だれもいないからいいけど学校で耳やシッポだしちゃダメだよ～」

「あうっ!?」

　フラちゃんに注意されて、ワン子さんは我に返ってしまった。

「……ふぅ。ちょっと頭を撫でさせるのを許したぐらいで、調子に乗らないでくださいね」

　身を引いてから熱のこもったため息をつきつつ、そんなことを言う。

　もしかしたら、自分は思っているよりもワン子さんから嫌われていないのかもしれない。

　いや、むしろけっこう好かれてる……？　本当にツンデレ？

「ワン子さんが都合の良い日にちっていつ？」

「え、私の予定に合わせてくれるんですか!?」

「いや、俺おれとか詩し絵えはどうせ暇人だから、ワン子こさんとフラちゃんの方が忙しいと思って」

「私はいつでも大丈夫です！」

「え？　さっきスケジュールがどうこうって言ってたのに……痛た！」

　ぎゅっとワン子さんが腕をつねってくる。

「今月だけたまたま予定が空いてるだけです！　……フラちゃんは日曜日なら、バイト入れてないと思います」

「日曜日なら大丈夫だよ～」

　会話に聞き耳を立てていたらしいフラちゃんが、両手を振った。

　それじゃあ今週末の日曜日に決定してよさそうだ。

　かおるは日曜日には教会へ礼拝に行くかもしれないけれど、午前中の早い時間に終わると聞いたことがある。クリスチャンとはいえ、日曜日に遊べないわけではないのだ。

　詩絵もきっと喜ぶだろう。

　行き先は遊園地とかでいいだろうか。ふふふ……人間たちが遊びのためにどれほどのテクノロジーを駆使しているか、彼女たちに教えてやろうじゃないか。

　なんだか純粋に、すごく楽しみになってきたぞ。

　……しかし女の子四人に男が自分一人だけって、ちょっとしたハーレム状態だな。



　帰りのショートホームルームが終わった瞬間、「うおおおおおおっ」と野太い雄お叫たけびをあげて、クラスメイトの男子が春はる明あきの席に駆け寄ってきた。

　……なんか男の声を久しぶりに聞いた気分がするな。

　彼はホームベースに向かうランナーみたいな勢いでダッシュし、春明の机にヘッドスライディングするみたいに飛びこんだ。はしゃぎすぎだった。

「おまえは……お祖じ父いさんが何回も死ぬことに定評がある飯いい島じまくんじゃないか！　どうした、血相を変えて」

　やたらとお祖父さんが危き篤とくになったと嘘うそをついて掃除をサボる厄介な男なのだ。

　飯島くんは机に飛びこんだ姿勢から、ガバっと顔を上げた。

「フフフ……これぐらいエキサイティングしないと、最近のおまえとは話す機会を作れないからな」

　あー、なるほど。四六時中、詩絵がべったりくっついてるからな。

　今も詩絵は、ホームルームが終わるなりすぐに春明のところに行こうとしたのに見知らぬ男に先を越され、「ううう、それはぼくんだぞ」とこちらをにらんでいる。

「俺の春明が、なんだか遠くに行っちまったみたいだよ」

　飯島くんはしょんぼりと肩を落とした。

「ホモくさいこと言うなよ、友達じゃないか」

　誰だれがおまえのものだよ。勘弁してくれ。それなら詩絵の眷けん属ぞくの方が何倍もマシだ。

「あんな女のどこがいいのよ！　俺おれとは中学からのつきあいじゃない!!」

「ホモを通り越してオカマになるなよ！　すげえ見苦しい……。それで、何の用だよ」

「用がないと春はる明あきに話しかけちゃいけないっていうの!?　冷たい人！　バカ!!　あ……いやちょっと待って、ちゃんと聞かせたい話があるんだってば」

　体育会系のゴツ男にクネクネされて、春明はあまりの気色の悪さに思わず詩し絵えのところに向かおうとしたが、慌てて引きとめられた。……聞かせたい用事？

「中学のころの同級生に、恋こい塚づかっていたじゃない。ほら、絵を描くのが好きで、おまえとちょっと仲が良かった奴やつ」

　意外な名前が出て来て、春明はギクリとした。

　恋塚希のぞみ。中学生のころに好きだった女の子。初恋の相手とも言えるかもしれない。

　そこそこ仲が良かったのだが、とある事件をキッカケに疎そ遠えんになった。

　今では高校も別になってしまって関係が途と絶だえている。

「あいつがさ、美術雑誌の特集に載のってるんだよ」

「……へ？　美術雑誌？」

　彼女は絵を描くのが好きな女の子だった。しかし実際にはヘタで、なのにそれを個性と言い張って現実逃避していた――自己欺ぎ瞞まん。

　陰おん陽みよう師じを目指し始めたばかりの春明は、その現実逃避をやめさせようとした。

　しかしその行動は純粋に彼女のことを思ってのことではなく、当時から心理学について勉強しはじめていた春明には、その知識を披ひ露ろうしたいという心理が入り交じっていた。

　だから無責任で思いやりに欠けることを言ってしまった。

『そういうのは自己欺瞞という心理なんだよ』などとドヤ顔で言っている自分を思い出すと、今の春明は本気で死にたくなる。死ね、中学時代の俺死ね。

　彼女は傷ついて、それ以来マトモに話してくれなくなった。

　その彼女が……美術雑誌に載っている？

　飯いい島じまくんはカバンから雑誌を取り出して、折り目をつけたページを開いた。

「ほら、これ。『次代を担う若き新鋭たち』なんて特集で、高校生とか大学生とかを特集してるんだよ。そんでここの、このページ……主要な学生コンクールを全制覇した天才だって。すげえなー。しかもかなり美人だってんでちょっとしたアイドルあつかい。ほら、ここの写真。『可愛かわいすぎる学生画家』なんてキャッチコピーがついてやんの」

　……中学のころは地味な文化系タイプだったんだけどな。

　女性ファッション雑誌さながらのモデル系美女がそこにいた。誰だれだおまえ。

　ものすごく美人だが、頭から飛び出した特徴的なアホ毛が昔の面影をしのばせる。

　確かに彼女だ。疎遠になっている間に、こんな風ふうに成功していたのか……。

　胸の奥から安あん堵ど感かんが湧わき上がってきた。

　……自分は嫌われてしまったけれど、彼女は成功したのだ。

　彼女が成功したのは、自分が自己欺瞞をやめさせたおかげかもしれない。そんな風に考えるのはムシがいいだろうか？

　それで自分のしたことが許されるとは思わないけれど。

　だけど自分のした行動は、悪いだけじゃなくて、良い側面もあったんだ。きっと。

　……それに絵が好きだった彼女が絵の世界で成功していることが、純粋に嬉うれしい。

「この話を伝えたくてさー。おまえ仲良さそうだったから。中学のころはもっと野暮ったかったのに一気に垢あか抜ぬけたよなー。すげえ美人になってやんの。もっと仲良くしとけば良かったなぁ……。まぁ、でも……今のおまえには関係ないか」

　急に飯いい島じまくんが苦笑した。と思ったら、ぐいっと服の袖そでをつかまれて、振り向くと詩し絵えがいた。上目遣いに春はる明あきを見上げて、不満げに口を尖とがらせている。

「春明ー、早く帰ろうよー」

　それから詩絵は、「むーっ」と飯島くんをにらみつけた。

「な、なによ泥棒ネコ！　ハルくんは俺おれのものなんだからっ！」

　にらむ詩絵に、わけのわからないことを言う飯島くん。なんでまたオカマ口調なんだよ。

　飯島くんと詩絵が、自分をめぐってバチバチと火花を散らす。

　この二人だったら、悪いけど迷わず詩絵をとるぞ。

　飯島くんもわざわざこの話を知らせに来てくれたり、根は良い奴やつだけどな。

「ところで飯島」

　さらにかおるまでやってきた。

「前にお祖じ父いさんが死んだと嘘うそをついて私に掃除を押しつけた件について、ちょっと話があるんだが……」

「おっとお祖父さんが俺を呼んでいる気がする！　家に帰らなければ！　春明、じゃあなっ！　いい夢みろよ!!」

　飯島くんは誤ご魔ま化かすように言って、逃げだした。

　その後ろ姿を、かおるは満足そうに見送った。……もしかして、追い払ったのか？

　かおるはこちらを振り向いて、こほんと咳せき払ばらい。

「春明……同性愛はいけない。非生産的だ。主は言った、産めよ増やせよ地に満ちよと」

「何を心配してんの!?」

　万が一飯島くんが真性のオカマだったとしても俺はそんな愛は受け入れねえよ！

「産め、増やせ……つまりかおる、春明と交尾したいってこと？」

「こ、交尾!?　わ、私はそんなつもりじゃ」

　詩絵がにらむと、かおるは顔を赤くしてキョドった。

　にらみ合う吸血鬼と委員長。

　……そして「あいつら交尾とか言ってるぞ……」とヒソヒソする周囲のクラスメイト。

「おまえら教室で変な話すんな！」

　春明は慌てて二人を廊下に引っ張って行った。



　週末にみんなで遊びに行こうという話を聞かせると、詩し絵えとかおるは二人して表情を輝かせた。もしかすると、かおるも遊園地に行ったことがないのかもしれない。

　詩絵が春はる明あきの腕を引っ張って、これからもう一度洋服を買いに行きたいとねだった。

「春明、ぼくあのとき買ったワンピース着て行く！　でももっと他ほかにも買って、うんとオシャレして行きたい！」

　ものすごく女の子っぽいことを言い出した。

「あ……そうか、オシャレか。なるほど。春明、私もジャージしか持ってないから、いっしょに買いに行きたい」

　詩絵の提案に、かおるも女子力が足りない感じに賛同した。

「外で見かけるときいつもジャージだと思ってたけど……他に服をもってなかったのか」

「ジャージは動きやすくていいぞ！」

　かおるは恥ずかしそうに熱弁してから「……私も服屋についていく」と、春明の手を握った。

　そのまま魔界に帰宅せず、街に向かうことで意見がまとまった。

　ゲートへ向かわず校舎を出る。……まだ学校の敷地内なのに、右腕を詩絵に抱きつかれ、左手でかおると手をつないでいる。はたから見るとどう見えるだろう。

　二人とも機嫌が良いらしく、詩絵はいつも以上にぎゅうぎゅう抱きついてくるし、かおるも手をつなぎつつ控えめに身を寄せてくる。

　――そうして春明たちがイチャイチャと校門をくぐろうとしたときだった。

「待ちなさい、そこの春明！　ここで会ったが百年目!!」

　やけに芝居がかった大声がした。

「え、俺おれ？」

　下校中の喧けん騒そうの中だったから、とっさに声の主が特定できずキョロキョロする。

「春明、百年目とか言っていたぞ。誰だれかに恨まれているのか？」

　かおるがジト目を向けてくる。

「何をバカなことを。陰おん陽みよう師じを目指す俺が誰かから恨まれるなんてあるわけないじゃないか。広くて浅い交友関係には自信があるぞ、俺は」

「……春明って、自分で気づかないうちに恨みを買ってそうなのだ」

　詩絵まで呆あきれたような口調でこちらを疑ってくる。そんなことないと思うけどなぁ。

「相変わらず嘘うそをつきまくってるみたいね、春明」

　春明は今度こそ声の発生源を特定した。

　校門の先で、女の子がこちらをにらんでいる。

　第一印象は――『芸能人？』だった。

　背が高くスマートで、制服姿にもかかわらず垢あか抜ぬけたオーラがあったからだ。

　しかし他よ所その学校の制服だ。オシャレな感じのブレザー。……何者だろう。

　彼女は何な故ぜかやたらとクネクネ腰を揺らして『モデル歩き』をしながら、こちらにやってきた。不自然なクネクネ感だったが、ものすごく美人だからモデルっぽさが違和感なく似合っている。……と思ったら、途中でつまづいてコケそうになった。

　間近で見るとやっぱり美人だ。詩し絵えやかおると違って、薄化粧をしている。人工的に演出された華やかさがあって、それが芸能人っぽさに繋つながっている。

　この顔は、つい最近どこかで見たような気がする……。

　薄く染められた髪は長くさらさらだが――全体の印象とは不釣合いに、寝癖みたいな髪の束がピョコンと飛び出している。

　……あれ？　このアホ毛にも見覚えがあるぞ。

「……まさかおまえは！」

「どうやら覚えてくれていたようね」

「は、春はる明あき、誰だれなのだこいつ!?」

　正体不明の人物を前にして、詩絵が不安そうに春明にしがみついた。

「フフフ、私は……！」

　彼女は詩絵の問いに答えようとして――しかしもったいぶるように言葉を止めた。

　詩絵がゴクリと息を飲んだ。

　女はそして、自分の美しさを誇示するように前髪をかきあげた。

　それは思わず息をのむほどセクシーな動作だったが、やけに大げさな動きだったために長い髪の毛が舞い上がって通行人の顔にかかった。天下の往来である。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女は「すみませんすみません」と通行人に必死に謝りだした。

「……春はる明あき、誰だれなのだ、こいつ」

「もしかして……希のぞみか？」

「そう私は恋こい塚づか希！　……春明の初恋の相手よ！」

　彼女はサッとモデルのようにターンをしてから、体をのけぞってキメポーズをとった。

「春明の初恋の相手よ!!」

　二回言った（しかもキメポーズをとりながら）。

　確かに初恋の相手だけど……こんな性格だったっけ。

　性格というか、こんな変な動きをする子だったっけ。

　いや、どうして彼女がここに？

　彼女はバレエダンサー、あるいはイナバウアーみたいな優雅なキメポーズをキメていたが「あいたっ、腰が」とうめいてうずくまった。腰に負担がかかるらしい。

「初恋の……」「相手……？」

　詩し絵えとかおるが目をパチクリさせる。

「そう、私は春明の、初恋の相手！」

　さらにもう一回言いやがった。

　そして再びモデルターンをしようとして――途中で足をくじいてコケた。尻しり餅もちをつきながら「足首いたいっ、お尻と腰も、いろんなところがいたいっ！」ともがく。

　どうして合間合間にモデルっぽい動きやキメポーズを挟むんだ？

　そして失敗するんだ？　……昔からドン臭いところがある奴やつだったけど。

「うわぁ……なんかめんどくさそうな奴なのだ……」

　詩絵がドン引きしていた。

「どうしてこんなところに……」

「それはもちろん、あなたに会うために」

　彼女はよたよたと立ち上がってから、右斜め45度の角度で言った。

「積もる話があるから、喫茶店にでも行かない？」

「積もる話？」

「そう、真冬の新にい潟がたの積雪量のように、積もりに積もっている話よ」

　言いながら、希は頭のアホ毛をぐいぐいと押さえた――しかし押さえてもすぐにピョコンと立ち上がる。気にしているらしい。

「春明、初恋の人ってどういうこと!?　もしかしてあのとき話してくれた人？　中学時代に振られたっていう絵が下へ手たっぴな……」

「私、春明のこと振ってなんていない。そもそも振られる以前に告白されてないし。ちょっと疎そ遠えんになってただけよ。それに下手っぴでもない！」

「それで、疎遠になってた奴が今さら何の用なのっ!?」

　詩絵が目め尻じりを吊つり上げて怒鳴った。一方でかおるは……なんか硬直していた。

　そういえば、詩し絵えには希のぞみのことを話したことがあるけど、かおるには話をしていない。

「そういうあなたたちは春はる明あきの何なの？　……よく見ると二人ともけっこう……いや、かなり……可愛かわいいじゃない。むぅ……まぁ、あなたたちはいいわ。私が用があるのは春明。そう、あくまで春明」

　彼女は再び髪の毛をかきあげた。今度は誰だれにも迷惑をかけずに成功した。

　それからビシっと春明に指をさして命令した。

「春明、あなた私の恋人……いいえ、奴隷になりなさい！」

「こ、恋人!?　……じゃなくて奴隷!?」

「肉便器と言い換えてもいいわ」

「恋人がスタートとは思えないぐらいひどい言葉になってる!?」

「とにかく立ち話なんてしたくない。喫茶店に行きましょう、ほら、その両手のお荷物は置いてよ」

　両手がふさがっている春明の首を、グイっと引っ張ってくる。

「うげっ……そこは引っ張るところじゃない！」

　荷物あつかいされた詩絵が、「うぎーっ！」と抗議の声をあげる。

「春明はぼくと買い物に行くの！　これから！」

「そんなのいつでもいいじゃない。春明は私に、責任をとらなきゃダメなんだから」

「げほっごほ……責任をとらなきゃ、だって？」

　首を絞められて咳せきこんでから、春明はオウム返しにたずねた。

「そう、私を変えた、責任よ」

　希は芝居がかった口調で言った。

　仮面を被かぶっているみたいで、その真意は春明にも汲くみ取れない。

　――ただその言葉は、春明の心の深いところに、まっすぐと突き刺さった。

「私、あなたのこと恨んでるんだから」

　自分はかつて、彼女に現実逃避をやめさせた。

　彼女はそれに深く傷ついて――そして変化した。

　……今、彼女はどんな人間になっているのだろう。

　飯いい島じまくんの美術雑誌を見て、きっと成功したのだと都合よく思いこんでいたけれど。

　他人の心に踏みこむには責任感が必要だ。彼女はその責任を、自分に求めている。

「……ごめん、詩絵、かおる。買い物は今度にして欲しい」

　春明はそっと詩絵とかおるから両手を離した。「えーっ!?」と詩絵が悲鳴をあげた。

「どうやらこれは……陰おん陽みよう師じとして避けちゃいけないことみたいだ」

　春明はカッコつけた風ふうに言ったが、希は白い目を向けてきた。

「春明、今も陰陽師ってキャラでやってるのね」

　キャ、キャラづくりとかじゃないわ！

「……買い物、行きたかったのに」

　詩し絵えは悲しげにうつむいてしまった。吸血鬼と眷けん属ぞくの『共感覚』で、詩絵の悲しみが春はる明あきにも伝わってくる。二人は感覚の一部を共有していた。

　後で、絶対にフォローしてやらないと……。

「春明、私には何がなんだかさっぱりわからないんだが……」

「ごめん、後で説明する」

　困惑した目を向けてくるかおるに、春明は一言謝った。

「それじゃあ行きましょ」

　そう言って希のぞみは春明の腕を引いて、駅前へと向かう。春明はそれに従った。

　――詩絵とかおるは、ポツリとそれを見送った。



「希、なんだか雰囲気変わったな」

「綺き麗れいになったでしょ？」

　それには異論がない……んだが……。

「あいたっ」

　喫茶店へと歩きながら、彼女は何度もつまずいてコケそうになっていた。原因は明らかで、意味もなくモデル歩きをしているせいだ。

「……普通に歩いたら？」

「これが私の普通よっ！　別に無理なんてしてないし、あなたに美人に見られたいなんてちっとも思ってないんだから!!　……あう！　足首いたた……」

　言ってるそばからまたコケそうになって、彼女は足を引きずりだした。

「絵の実力と美び貌ぼうにめぐまれた私だけど……運動神経はあまり良くないのよね」

　そういう問題じゃない。春明は彼女の手をそっとふりほどいて、肩を差し出した。

「肩、つかまれよ」

　希はしばらくきょとんと春明を見返してから、

「フフン、早くも奴隷として自覚し始めたみたいね」

　そう笑った。春明の肩につかまりながら、言った。

「言っておくけど、私はあなたを恨んでるんだからね」



　喫茶店で春明はアップルジュースを頼んだが、希はコーヒーを頼んだ。

「ブラックなのか、カッコイイな」

「砂糖とかミルクとかはカロリーが怖……あ、いやなんでもない、私、ブラックが好きなのよね、カッコイイデキる女だから……って苦っ！　ブラック苦っ!!」

　何も入れずに一口飲んで、彼女は悲鳴をあげた。一人でコントみたいなことになってる……。アップルジュース超美う味まい。

「それで、けっきょく話っていうのは何なんだよ」

「熱っ！　ああもう、苦いし熱いしなんなのよこの飲み物……ん？　ああ、話ね。話というのはもちろん、この私のことよ。今、私がどうなっているのか知ってる？」

「雑誌で特集されてるのは見たけど。『可愛かわいすぎる学生画家』とかなんとか」

「ふぅん、春はる明あきが美術雑誌なんて読むなんてね。まぁあれを読んだんなら話は早いわ。そう、私は恋こい塚づか希のぞみ。いくつものコンクールを総ナメし、マスコミからも『美少女すぎる画家の卵』として注目される、画が壇だんの若きアイドル！」

　激しい身振り手振り、さらにはキメポーズをまじえながら言う。

「あ、バカ。そんな無駄な動きをすると……」

「わきゃっ!?」

　案あんの定じよう、希の手がコーヒーカップに当たりひっくり返しそうになった。

　ドジをやらかす予感があった春明は、慌ててカップを支えてやる。危機一髪だ。

　大人おとなしい性格が派手に変わっても、ドジなのは変わらないな……。

　春明の献けん身しんに、希は満足げに目を細めた。

「私みたいなアイドル的存在の奴隷になれるなんて、最高だと思わない？」

「思わないよ、奴隷なんて。誰だれが主人だって普通は嫌がるだろ」

　まぁ……今の自分は奴隷じゃなくて眷けん属ぞくだけど。

「だって春明ってヘタレじゃない。ヘタレってことはマゾでしょ。だったらアイドルみたいになった私に屈服して奴隷になればいいのよ」

「なんでそうなる!?　俺おれはマゾじゃないし、それほどヘタレ……でもない……はず」

　ヘタレにかんしては、詩し絵えに散々言われたせいで強く否定できなかった。

「……春明はヘタレよ。……私のこと好きだったくせに告白してくれなかったもん」

「え？　なんだって？」

　希がごにょごにょと言ったが、小声すぎて春明の耳には届かない。

「……何でもない。まぁとにかく、私がこんな栄光をつかみとったのは99％私自身の努力だけど、１％ぐらいのキッカケはあなたが与えたものだわ。だからあなたは、カッコ良く成長した私の成果を見届ける責任があるの！　というのか見せたいの！　ほれ見ろ！」

　今のところ、カッコ良く成長というよりも、ひたすら変な人に成長したように見えるけど……。

　昔好きだった身としては、悲しいやらおかしいやら、複雑な気持ちだ。

　彼女はバンと挑戦状を叩たたき付けるように、紙きれをテーブルに叩きつけた。なんだ？

「……招待状？　えーっと、『学生風景画展』？」

「そう、私がこないだ最優秀賞をとったコンクール。そこで入賞作品が展示されるの。これに来れば私のすごさが実感できるってわけ。当然来るわよね」

「これ、ちゃんとした美術館じゃないか。市民館とかじゃなくて美術館のスペースを使うってすごいな。相当ハイレベルってことか。日時は……ってええ!?　日曜日!?」

「もちろん、暇してるわよね」

「ちょっと待て、何で展示会なのに一日限定なんだよ。普通もっと長い期間やるもんだろ。よりにもよって、俺おれ、この日は遊園地に行くんだ」

「いくらハイレベルったって学生のコンクールがそんなに長期間スペースとれないわよ。学校も仕事もない日曜日に、家族みんなで来てくださいってことでしょ。……遊園地？　遊園地なんていつでもいいじゃない」

「まぁ、そうだけど……来週に延期するか」

　みんなの予定も、その次の日曜日でも大丈夫そうだったし。

「あなたに絵を見てもらえないと、私は本当の私に戻れないの。心の底から絵が好きって思えないの。あなたは私から、そういう気持ちを奪ったのよ。来てよ。絶対に来て」

　テーブルから身を乗り出して、切実な声で訴えた。

　……自分は無責任な言葉で、彼女から『絵を描くのが楽しいと思える気持ち』を奪い、卑ひ屈くつにさせてしまったのだ。

　自分が彼女の絵を認めて、彼女の名誉が回復されれば――彼女は本来の気持ちを取り戻せるのかもしれない。

　それが、自分の責任なのかもしれない。

「それに、春はる明あきだって私の絵が見たいでしょ？　今の私がどんな絵を描いてるか、気になるでしょ？　ならないなんて言わせない」

　正直、ものすごく気になった。だけど……詩し絵え、悲しむだろうなぁ。

　後でフォローしなくちゃって思ってたのに、フォローどころかよけいに悲しませることになってしまうなんて。

「それじゃあ日曜日の十二時に駅前で待ち合わせましょ。ランチでも食べてから、ゆっくり絵を鑑かん賞しようするってことで」

　昼食まで食べるのか……まるでデートじゃないか。

　内心で春明がそう思っていると、希のぞみはそれを見透かしたように笑った。

「デート、楽しみにしてるわね」

　再会してから初めて見た笑顔だった。



　　　×　×



「というわけで、遊園地は延期させて欲しい」

　夕食の席で、春明は詩絵とかおるに頭を下げた。

　嘘うそをでっちあげて誤ご魔ま化かそうという考えも浮かんだが――しかし自分のために相手を騙だますというのは、陰おん陽みよう師じではなく詐欺師のやり口だ。

　ここは正直に言っておこう。

　二人とも事情を話せばきっと理解してくれるはずだ……たぶん。

「……春明はもう、その女のこと何とも思ってないの？」

　詩絵が不満げに問いただしてきた。

「女の子として好きかどうかってことなら、何とも思ってないよ。ただ自分の昔の行動の結果、彼女がどうなったのかが気になるだけだ」

「焼けぼっくいに火がついちゃったりしない？」

「しないよ」

　自分の恋愛感情は、詩し絵えとかおるの間ですでに相当ややこしいことになっている。

　これ以上ややこしくしたいとは思わない。

「わ、私は春はる明あきが誰だれを好きになっても、別に気にしないが！」

　かおるはパクパクムシャムシャと食べるペースを速くしながら言った。

「……延期になるのは、待ち遠しくて悲しいな」

　詩絵は「う～」と不満げにうなったが、それ以上は何も言わなかった。

　それきり食卓の話題は途と絶だえた。

　春明は少しだけ急いで食事を終えると、気まずい空気から逃げるように自室に戻った。



「かおるっ！」

　春明がいなくなったとたん、詩絵は大声をあげて席から立ち上がった。

「ぼくたちはもはやいがみ合っている場合じゃないのだ！　とつじょ現れた強大な敵に対して、今こそ手と手を取り合って協力すべきとき!!」

「わーお、少年マンガみたいですね」

　メイドさんが他ひ人と事ごとのように拍手した。

「私たちはいがみ合っていたのか……？」

　詩絵の勢いに怯おびえながら、かおるは首をかしげた。

「協力、というのは？」

「春明を、あの初恋の女とやらに渡すわけにはいかないのだ！」

　詩絵はダン！とテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。

「そんなこと言われても、私は春明のことを……恋愛対象として好きなわけじゃないし」

　口こう角かく泡あわを飛ばす勢いの詩絵に対して、かおるはモジモジとした。

「嘘うそだドンドコドーン！」

　詩絵は「嘘だそんなことー！」と言おうとしたが、興奮しすぎて滑かつ舌ぜつが悪かった。

「しかし……具体的に何をするつもりなんだ？」

「妨害……」

　詩絵は暗い声でつぶやいた。ニヤリと可愛かわいらしい唇を邪悪に吊つり上げる。

　不安と嫉しつ妬とが、純粋な少女をダークサイドに引きずり落としていた。

「妨害をして、春明が嫌われるようにしむけてやるのだっ！　まずは……春明がデートのときに着るであろう勝負服にマジックペンで落書きをほどこして、ぼくのデザイナーズブランドにしてやるのだ!!」

「それは、普通に春明すごく怒ると思うぞ。……着るときに気づいて別の服を着るだろうから、意味無いと思うし」

「デート当日の朝、寝ている間に春はる明あきの顔に赤と白でペイントしてマスオナルドのマスコットキャラにメイクしてやるのだ!!」

「そんな春明、見たくない。……それに、朝起きて洗顔するときに気づいて洗い落とすだろうから、意味無いと思うし」

「春明の朝食に大量のニンニクを入れて、カバンの中にくさやを……」

「こら、悪いことしちゃ、ダメだ」

　かおるはつい委員長ぶって、ペチっと詩し絵えの頭を叩たたいた。

　素直な詩絵は「ううう」と瞳ひとみに涙を浮かべた。

「悪いことはやっちゃダメってわかってるけど、だったらどうすればいいのおおおっ!?」

　詩絵は食卓の椅い子すから転げ落ちて、ゴロゴロと転げ回った。その様子を見下ろしてため息をつきながら……しかしかおるの心にも、不安感が広がっていく。

　……本当に、月つき宮みやさんの言うとおり春明があの人とつき合い出したらどうしよう？

　自分には関係のないことだ。なのに、胸がそわそわとして落ち着かなくなる。

　もしも春明があの人とつき合い出したら……春明は自分に対していつもの春明のままでいてくれるだろうか？　自分のことなどどうでもよくなりはしないだろうか？

　ぞわりとかおるは震えた。

　不安だ。心配だ。デート当日……こっそり二人の後をつけてみようか？

　組織で訓練を受けたかおるは、春明に気づかれないように尾行をするぐらいお手のものだ。そして月宮さんがやろうとしたみみっちい妨害ではなく、もっと直接的で効果のある妨害だってできる……いやちょっと待て。かおるは我に返って、首をぶんぶんと振った。

　何を考えてるんだ、私は。他人に悪いことをしちゃダメだと言っておいて、自分がストーキングなんてしてどうする！

　しかし……気になる。自分には関係のないことのはずなのに！

　かおるは椅子に座ったまま「ううう……」とうめいてモジモジした。

　詩絵も床を転がりながら「うううーっ！」とうめいてモジモジした。

　メイドさんはその様子を見守りながら「若いっていいですねえ」とババくさいことを思いながら味み噌そ汁しるをすすった。

「どうでもいいけど、とっとと食べてくださいよ」



　　　×　×



　別に自分は希のぞみに対して、特別な気持ちは抱いていない。

　詩絵たちに後ろめたいことなんて、何も思っていない。

　そう思いながら、春明はＴシャツにお気に入りのジャケットを羽織り、少し高めの店で買ったジーパンを履はいて待ち合わせ場所に向かった。

　しかし家を出る際に、詩し絵えに「やっぱりその格好なんだ」と白い目で見られてしまった。あいつ、俺おれの勝負服を把握していやがるのか!?

　外は晴れていたが、空気が透明な感じでひときわ寒かった。なんとなく希のぞみは待ち合わせ時間より早く到着していそうな気がして、春はる明あきは急いで駅前に向かった。

　――到着すると、まだ待ち合わせの三十分前にもかかわらず、彼女はすでにいた。

　彼女は遠目に見ても、周囲と違うオーラを放っていた。

　肩が露出したシャツに透けるほど薄いカーディガンを羽織っている。恐ろしいことに下半身は細い脚を見せびらかすようなショートパンツ。……もう冬だぞ？　何この露出度。

　大して日差しが強いわけでもないのに、セレブがかけるようなバカでかいサングラスをかけて、彼女はキメポーズで春明を待っていた。壁に片手をついて、ウエストが細くくびれて見えるよう腰を不自然にひねっている。

　体の曲線美が強調された、グラビアのように美しいポーズ。

　……準備万端すぎだった。

　その不自然なポーズをキープして、春明を迎えるつもりだったらしい。

　しかしどれだけ長い時間こんな薄着で待っていたのだろう。手足が小刻みに震え、アゴをガチガチとさせていた。完全に台無しだった。

　……どうしてこんなに無理をしてまで、カッコつけようとするのだろう。

「ごめん、待った？」

「春明っ!?」

　希はこちらに気がつくと弾んだ声をあげた。それから「ふふん」と笑ってようやくポーズを崩し、カッコイイ仕草でサングラスを外す。……何のためにかけてたんだ？

「別に待ってなんていないわ。私みたいな女が、男のために待つわけないでしょう？」

　いや、まだ待ち合わせの三十分前だけどな。

　……もちろんつっこまないけど。

　たらりと、希の鼻から液体が垂れた。寒さのあまりにこぼれ落ちた――乙女おとめの鼻水。

「……」

　うわぁ……と思いながら、春明はハンカチを差し出した。

　余計なことを言うと噛かみつかれそうな気がしたので、無言だ。

「拭ふくものぐらい、自分で持ってるわよ……」

　顔を赤らめて、希は高価そうなハンドバッグからポケットティッシュを取り出した。

「それで、今日はこの私をどこにエスコートしてくれるのかしら!?」

　恥ずかしい液体を拭き終えると、希は誤ご魔ま化かすような大声を出した。

「え、俺がエスコートするのか？」

　強引に誘われたから、てっきりこちらは何も考えなくていいものと思っていた。

「だって私、デートなんてしたことないから知らないし……じゃなくて！　わ、私みたいな美人とデートできるのに男がエスコートしないなんてあり得ないじゃない！」

「えーっとマスオナルド、とか……？」

　希のぞみはさっと髪の毛をかきあげた。

「冗談でしょ？」

　うーむ、手の掛かる奴やつだ……。詩し絵えは大喜びだったのに。

「イタリア料理でパスタのランチ、とか」

　女の子はパスタが好きというイメージがある。

　サラダとデザートつきのランチコースとか、そういうの。たぶん間違いじゃないはず。

「ふふん、なるほど……デートっぽい気がするわ。それじゃあ、連れてって」

　そう言うと……口調とは裏腹にぎこちない手つきで、春はる明あきの手を握ってきた。

　春明はびっくりして、希の顔をまじまじと見てしまった。

「なによ！　ご主人さまが奴隷の手を握っちゃおかしいっての!?」

　おかしくね？　と思ったが春明はつっこめない。

　――それから目当ての店に向かうが、ついてくる希はいちいちモデル歩きだった。

　……そんなアホな歩き方したらまた足をくじくぞ。

　無理するなよ、と言っても逆効果なんだろうな。

　世の中には無理をするなと言われて安心するタイプと、しないタイプがいる。

「希さ、本当に綺き麗れいになったよな。あらためて人ゴミの中で見たら、びっくりした」

「えっ!?」

　希は一瞬驚いた風ふうにして、オロオロと春明を見て、それから自分の体を見回して、それからまた余裕の表情をつくろって笑った。

「まあねーっ！　特に綺麗に見える努力なんてしてないんだけど！　ぜんぜんしてないんだけどね！　まあねー！　うふふふふ、まいっちゃう！　全然努力なんてしてないんだけどねーっ！　まいっちゃーうっ!!」

　浮かれまくって矢継ぎ早に妙なことを口ばしってから、希は「すーはーっ」と自分を落ち着かせるように深呼吸した。

「春明はそんな私の奴隷になれるんだから、光栄に思わないとっ」

　そう言って笑うと、彼女は無意識にモデル歩きをやめて、普通に歩き始めた。自然体を取り戻したという風だ。……無理をする必要なんて全然ない。

　もっと早くほめてあげれば良かったな。

　見違えるぐらいに綺麗になったのは、お世辞じゃなくて事実なんだから。



　　　×　×



「うにゅー……春明がニヤニヤしてるのを感じるのだ。そしてこの味わいは……パスタ。女の子が喜ぶオシャレ食パスタを食べているのだ。……ぼくは駄メイドが作る焼きうどんなのに。……うどん……乙女おとめのランチにうどんって何さ……」

「私はうどん、好きだが……」

「うどんだって美味しいですよ、文句言わずに食べてくださいよう」

　同時刻――魔界では詩し絵えとかおるとメイドさんが昼食を囲んでいた。詩絵とかおるの表情には、そこはかとなく哀愁が漂っている。カツオ節の利いた風味豊かな焼きうどんは必ずしもパスタに劣るとは言えないが、しかしオシャレ感はあまり無かった。

「どうして春はる明あきがパスタを食べてるってわかるんだ？」

　詩絵の言葉に、かおるは不思議そうにたずねる。

「吸血鬼と眷けん属ぞくは、感覚をちょっとだけ共有してるのだ。普段は感じないけど、うむむっと集中すれば……これは……アルデンテ！　小粋なゆで加減!!」

「そんな能力があるのか……うらやましいな」

「はっ、思いついた！　この共感覚があれば今からでも春明を追っかけて邪魔できる！」

　焼きうどんを食べずに立ち上がろうとする詩絵を、かおるは慌てて止めた。

「そういうのは春明がかわいそうだ、プライバシーは守ってやらないと……」

「そうですよ、まずは焼きうどんを完食しましょう」

「いや、焼きうどんはこの際あんまり関係ないですけど……」

　まだまだ詩絵やメイドさんには遠慮を感じて、全力でつっこめないかおるだった。

「ヤダーっ！　メイドと焼きうどんより春明とアルデンテの方がいいのだーっ！　おのれーっ、あのアホ毛ナルシストめーっ!!」

　アホ毛ナルシストという言葉の響きに、かおるは思わず吹き出した。



　　　×　×



　アホ毛ナルシストという言葉がとつじょ頭に浮かんで、春明は思わずパスタを「ぶほっ」と噴き出した。

「ちょっと春明、デート中になにやってるのよ、サイテー」

「ご、ごめん……急に頭の中に変な言葉が浮かんできて……ぷぷっ、ごめん、そんなに頭を揺らして怒らないでくれ」

「ちょっとなにがおかしいのよ……不安になるじゃない」

　希のぞみがプンプンと怒り、それによってアホ毛がゆらゆら動くと、春明は思わず顔を伏せて笑いに耐えた。詩絵のやつ、共感覚でとんでもないギャグを飛ばしてきやがって……。

　これはもしや妨害工作のつもりなのか。不意打ちすぎる……。

　ふと、希が頻ひん繁ぱんに足を組み替え始めたことに春明は気がついた。頻繁な足の組み替えは、緊張を感じてストレッチをして血流をよくしようという無意識の行動だ。

　緊張していたらしい。しかも春明が笑いだしたものだから、よけいに緊張が強まったのかもしれない。詩絵のテレパシーのせいとはいえ、少し責任を感じる。

　緊張をほぐしてやらないと……。パスタを食べ終えてから、春明は座ったまま軽く首を回したり、肩を上下させたりとストレッチをした。

「何やってんの？」

「食後のストレッチ。気持ちいいし健康にいいぞ」

　春はる明あき自身も希のぞみとのデートに緊張していたので、気持ちがいいのは本当だ。

　健康にどれだけ良いかは知らないけれど。

「ふぅん……いきなりデート中に首をぐるんぐるんさせる男の人って……」

　ブツブツ言いつつも、気持ちよさそうな春明に釣られて、希も軽く首を回し始めた。

「……まぁ、気持ちいいわね。これって健康にもいいの？　美容には？　消化器系に効いたりする？　便秘とかにはどう？」

　便秘に効くかどうかも知らないけれど。



　イタリア料理店を出ると、春明と希はいよいよ美術館に向かった。

　歩きながら希は、およそ三十秒に一回ぐらいのペースで、

「言っておくけど私の絵マジやばいから」

「感動して泣かないでよね」

「でも一応ハンカチ用意しておいて」

「モンドセレクション金賞」

「この絵のおかげでガンが治りましたという声も」

　などなど、自賛の言葉を連呼した。……けっこう不安らしい。

　駅前近くにある市立美術館にやってくると、チラホラと同年代っぽい姿が目立ち始めた。

彼らも『学生風景画展』の入賞作品を見に来た学生なのだろう。

　希が「はいこれ」とチケットを渡してきた。美術館に入るのって、初めてだ。

　美術館は『建物も含めてアートです』と言わんばかりにオシャレな建物だった。

　ガラス張りの建物内に入り、喫茶コーナーや土産の販売所を素通りして、受付でチケットを手渡し、いよいよ薄暗い展示場に入る。

　名のある芸術家の作品が展示されているコーナーもあったが、希はそっちには目もくれず、『企画展示・学生たちの青き風景ランドスケープ』と題されたコーナーへと春明の手を引いていった。

　入賞作すべてが展示されているということで、けっこうな数の絵が飾られているようだ。

　コーナーを見回して、春明は目をみはった。

　学生の絵というから水彩画をイメージしていたが、油彩画の方が多い。

「……油絵って、水彩よりもいかにも本格的って感じがするよな」

「別に水彩が油彩に劣るわけじゃないわよ。ただ油彩は絵の具が高いから学校の授業とかじゃ使われないだけ。今どき油絵が描けたから偉いなんて誰だれも思ってないっての」

　静せい謐ひつな雰囲気の中、身なりの良い大人おとなやマジメそうな学生がじっくりと絵を鑑かん賞しようしている。絵の良し悪しなんて全然わからない春明は、場違いな気持ちになった。

　だけどこれらの絵をすべて同年代の人が描いたと思うと、普通の絵画を見るよりむしろ圧倒されるものがある。

　……どれも「すごいな」と素直に思った。風景画というテーマだが、珍しい風景を描いたり、構図を工夫したりと、芸が多彩で面白い。

「こっち。一番良い賞をとった私の絵は、一番奥よ」

　希のぞみは他ほかの絵にはまったく興味がない様子で、春はる明あきを順路の先へぐいぐい引っ張った。

　……その先に、他の絵よりも広いスペースが与えられて、希の絵は展示されていた。

　えらくシンプルな構図で、ありふれた、学校の校舎を描いた絵だ。

　しかしどこかでこの絵を見たことがあるようなデジャブを感じた。

　すぐに気がついた――この校舎は、自分と希が通った中学校の校舎だ。

　自分はこの絵を覚えている。中学時代の美術で、学校内を写生したことがあった。そのときに希が描いた絵と、構図もモチーフもまったく同じだ。

　しかし描いてるものは同じでも、あのときの絵とは明らかに違う。

　信じられないぐらい精密に風景の形を描けている。まるで写真みたいだ。しかし筆遣いは荒々しく、油絵具の粘度が伝わってくるほどだ。その筆遣いが絵に感情を与えていて、ただの風景なのに得体の知れない迫力と詩情がある。

　色使いはキラキラと輝いていた。朝の校舎を描いたのだろうか。画面には明るい光が満ちている――これから始まる一日に、希望が満ちているのを予感させるような。

　いや、これは『自分は失った自信を取り戻したぞ』と宣言している絵なのかもしれない。

　その証拠に――タイトルには『克服』と書かれていた。

　あたりの人たちが「綺き麗れいな絵だけど、タイトルはどういう意味なんだろう？」「卒業じゃなくて克服なの？」と口々に不思議がっている。……このタイトルの意味は、自分にしかわからないだろう。審査員にだって伝わっていないに違いない。

　春明は呆あきれてしまった。他の絵に比べて、なんて自己中な絵だろう。

　にもかかわらず、題材や構図に工夫した他の作品を力ずくでねじ伏せて、誰だれが見てもこの絵が一番すごいと思わせてしまう筆力に満ちている。

「すげえ」魂が抜け落ちるような、声が出た。

「つまんない感想。……でも春明の表情を見ただけで、満足しちゃった。ふふふ、あなた今、私の絵に屈服してたわ」

　希は瞳ひとみを閉じて、ゆったりとため息をついた。

「ずっと春明を見返してやりたくて絵を描き続けてきた。ずっと自分が情けなくて仕方なかった。どれだけ周りに認められて、賞を取るようになっても、情けなさが消えなかった。それに春明と再会するまでにダイエットしておこうとか色々……ってそっちの努力は関係ない。ええと、とにかく……ようやくこれで、春明を屈服させて、私は『絵が好きじゃない』って嘘うそをつかないですむわ」

「絵が嫌いな奴やつに、こんな絵が描けるわけないだろ。そんなの素人にだってわかる」

　希は胸を突かれたような顔をして、目をパチクリさせた。

　その目が見る見るうちに濡ぬれだして、希のぞみは慌てて腕で乱暴にぬぐった。

「あれ、なんで……なんか涙出てきちゃった、私……。くそぉ、カッコ悪いな……」

　来て良かった、と春はる明あきは思った。

　未完のまま放置されていた何かが、終わった気がした。

「……私、やっと絵が上う手まくなれたんだ。今なら堂々と言える。……私、絵を描くのが好き。この一言を、数年間ずっと言えなかった。言おうとしたら、春明に下へ手たって言われたのを思い出して身震いが止まらなかった。だけど言いたくて仕方なかった！　私、絵を描くのが好き！　こんな最優秀賞なんかより、私、ずっと春明に認められたかった……」



「ランチ食べて絵を見て……それだけだと、やっぱりあっという間ね」

　美術館から出ると、希が言った。絵を見せ終えてスッキリしたんじゃないかと思ったが、その横顔は心なしか寂しそうだ。

　彼女の足はすぐに止まってしまった。

「ねえ、春明……私の奴隷になってよ。私に屈服しなさいよ」

「もう俺おれは希に十分屈服したよ。希の絵に。だから奴隷になんてしなくてもいいじゃないか。奴隷なんて……」

　笑い飛ばそうとした春明を、希は「そうじゃなくて！」とさえぎった。

「だって、春明は私のこと好きだったんでしょ!?　その、ただの奴隷じゃなくて……彼氏に限りなく近い奴隷でいいから！　私の、彼氏に限りなく近い奴隷になってよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぎゅっと春はる明あきの両手を握りしめて、言葉とは裏腹に、懇こん願がんするみたいな口調で言った。

　希のぞみはどういうつもりなんだろう。

　……もう一度、初恋の人と関係を作り直せるということだろうか。

　もう終わったものと思いこんでいた関係。

　久しぶりに再会した彼女は、昔とはまた違った魅力にあふれていた。だけど――

「ごめん、俺おれ、今、好きな奴やつがいるんだ」

　――希は初恋の人だけど、今の自分が好きな人とは違う。

「だから、彼氏に限りなく近い奴隷には、なれないよ」

　嘘うそばかりつく陰おん陽みよう師じは、根っこのところで誠実で、潔癖でなければいけない。

「……あう」

　希が情けないような声をもらすと、その目からぽろりと涙がこぼれた。

　……奴隷なんて言い方をするからわかりづらいけれど、彼女だってふざけて言っているわけじゃない、涙でそれを思い知る。そして彼女は今も――昔と同じで涙もろい。

「そ、そうなんだ……。好きな人がいるんじゃ、誤解されちゃうし、ダメだよね。も、もしかして今日も、迷惑だった？　無理に誘ってごめんね……」

　これまでの勢いが嘘みたいに、しゅんとしおらしくなってしまった。

　昔の大人おとなしかった彼女に戻った感じがした。

　……でも仕方がない。詩し絵えとかおるの方が、大事だ。あの二人が自分の優先順位の一番上にいるのは、どうしたって揺るがない。揺るがせるわけにはいかない。

「私……遅かったのかな……」

　希は小声でつぶやいた。その声の弱々しさが、トゲのように胸に刺さった。

　春明が黙っていると、希はぐいっと涙を拭ふいてから、気丈に笑った。

「でも……ねえ、好きな人ってあのときいっしょにいた子のどっちかだよね。どっちなの？」

「え？」思わず凍り付いた。

　しまった……その問いには答えられない。

「やっぱり気になるよ。ねえ、どっちなの？」

「そ、それは……」

　希は明るい声をつくろってたずねたが、春明は答えることができず凍りついた。

「……そういえばあのとき、片方と腕を組んで、もう片方とは手をつないでたよね。いったいどういう関係なの？　……ねえ、来週に遊園地を延期するって言ってたよね。どちらと、行くの？」

　なんてこった――限定的な返答を要求する、クローズドクエスチョン。

　それが自分に襲い掛かってくるなんて！

「りょ、両方とも、と……」

　思わず正直に答えてしまった。俺おれも修行が足りない！

　希のぞみは息の根が止まるように驚いてから、見る見るうちに表情を険しくしていった。

　表情に浮かんだ相は――侮辱されたような怒り。

「そうなんだ……春はる明あきはあの二人の間をふらふらするのに忙しくて、私の奴隷にはなれないんだ。二ふた股またなんだ。二股デートなんだ！」

　いや、あの二人のどちらかを選べないことには事情があるんだよ!?

　言えないけれど！

「春明のバカ！　尻しり軽がる男!!　浮気性!!　私のこと好きだったくせに!!　ヘタレヘタレヘタレーッ!!」

　頬ほおから火花が散るような衝撃――ビンタをされた。

　つい最近、詩し絵えにもビンタされたことを思い出した。

「春明のヘタレーッ！」

　捨てゼリフを残して、希は一気に駆け去ってしまった。

　追いかける力は湧わいてこず、春明はポツンと取り残された。

　自分は詩絵とかおるの二人を優先する。だけど二人のどちらかは選べない。

　その姿は、はたから見ると不誠実に見えることだろう。……でも仕方がないことだ。

「俺、周りが言うほどヘタレじゃないと思うんだけどな……」

　すごいマジメに真剣に考えているつもりで、その結果なのに。

　ヒリヒリする頬をなでさすった。……でも。

　詩絵とかおるを優先して、これが正しい行動だと信じているけれど――少しだけ心にひっかかった。

　自分は彼女の言う責任を果たすことができただろうか。

　絵については、彼女は何かを『克服』した。だけど彼女が自分に要求したものは、それだけじゃなかった。

「……考えてもしょうがないことかな」

　ちょっとだけ後味がほろ苦かった。俺はコーヒーよりも、ジュースの方が好きなのに。



「うにゅー……」メイドさんに羽交い締めにされて、詩絵がうめいた。

　二人は絡まり合いながら床に転がっている。

「今ですかおるさま！　私が動きを封じているうちに、詩絵さまの口に焼きうどんを！」

「は、はい！」

「ヤダーッ！　焼きうどんなんて意地でも食べないのだーっ！」

　身動きがとれない詩絵に、かおるは皿から箸でうどんをつまみあげ、無理矢理に詩絵の口にねじこんでいく。「うにゅ……むぐ、ずるるっ」箸でグイグイと押されて仕方なく口が開き、詩絵はついにうどんの侵入を許した。

　口に入ってしまっては仕方が無い。詩絵は咀そ嚼しやくをし、ごくんと飲みこんだ。

「いいですよ、すかさず二口目を!!」

「はい！」

「うにゅーっ！　美味しいのがまたムカつく!!」

　……一食分をすべて完食させるのに、三人は多大な時間と体力を消費した。詩し絵えもかおるもメイドさんも、ぜえぜえと息を切らして床に倒れ伏せた。

「つ、疲れたのだ……どうしてただの昼食にこんな体力を……」

「月つき宮みやさんとメイドさんが二人して意地になるから」

「仕方ないじゃないですか、うどんの名誉がかかっていたんですから」

「ぼくはまだうどんを認めたわけじゃないのだ……。こんなのはうどんレイプなのだ。無理矢理うどんを食べさせられても、心まで屈したりはしないのだ」

「私はうどんもパスタも好きだし、そこらへん正直どうでもいいんだが……はぁ」

　無益な争いに、かおるは思わずため息をもらす。

「……あ。今、胸がほっこりした」

　不意にひょっこりと詩絵が立ち上がり、胸のあたりを押さえて言った。

「焼きうどんを食べたからですか？　カツオ節の優しい風味が……」

「違う！　……今、春はる明あきが、ぼくたちのことを選んでくれた」

　共感覚。

　詩絵はいとおしげに胸をなでさすってから「春明、迎えに行ってくる！」と走り出した。

「わ、私も行く！」かおるも慌ててその後を追った。

「私は晩飯つくる！」メイドさんはキッチンへと走った。



　とぼとぼと一人で歩く帰り道。

　駅から学校へ向かうにつれて、次第に風景はさびしくなっていく。

　陽が暮れて気温も下がっていく。……春明は道の途中で、聞き慣れた声を聞いた。

「春明ーっ！」

　行く手から詩絵が走ってきて、体当たりみたいな勢いで春明に抱きついてきた。

「詩絵……？」

　抱きついてくる詩絵が、なぜかいつもよりぬくぬくと温かく感じられて、思わずぎゅっと抱き返す。こちらに抱きつきながら「えへへ」と笑う詩絵の表情も、いつも以上に愛らしく感じた。……自分もけっこう傷心していたのかもしれない。

　詩絵から遅れてかおるもやってきた。

「どうしてここに？」

「春明がぼくたちの方を選んだって、伝わってきたのだ」

　共感覚。隠すつもりが無かったから、強い思いが伝わってしまったらしい。

「春明、ご褒美っ」

　詩絵がとつぜん爪つま先さき立ちになって、ちゅっと音を鳴らして春明の頬ほおに唇を押し付けた。

　春はる明あきが赤面する間もなく、かおるも「春明っ！」と寄って来た。

「その、私も、ご褒美……」

　恥ずかしそうに言ってから、かおるまで春明の頬ほおに控えめなキスをした。

　……かおるさん、最近『特別な友達』ってものの解釈がものすごく拡大されていないか!?　顔面に熱が集まってくる。こんなことされたら、ますます友達なんて目で見られなくなる……。

　詩し絵えが腕に抱きついて、逆側でかおると手をつなぐ。いつもどおりの体勢になった。

「おい詩絵、ほっぺたに青あお海の苔りついてるぞ」

「ほへ？　とってー」

「両手ふさがってるっつーの」

「じゃあ口で！」

　詩絵が嬉うれしそうにほっぺたを向けてくる。それを、かおるが横から素早く拭ぬぐい取った。詩絵がしょんぼりとして、その様子に春明は苦笑した。

　やっぱり自分は、この二人が最優先だ。それだけは、間違っていない。

　もうしばらくは、この三人組で、三角関係が続くのだ。

「次の週末は、ちゃんと遊園地に行くから」

　詩絵が嬉しそうに「うんっ」といい、かおるも無言で手をつなぐ力をぎゅっと強めた。



　　　×　×



「実は最近、尾行をされている気がする」

　帰り道の途中、かおるが突拍子もないことを言い出した。

「尾行？」

「もしかしたら、組織クルースニクかもしれない」

　かつてかおるが魔物ハンターとして所属していた組織。

　……かおるの復ふく讐しゆう心しんを利用して、彼女を過酷な運命に陥おとしいれた連中でもある。

「尾行の対象は私のようだ。だから途中から、別々に帰ろうと思う。私が魔界にいることや、ゲートの場所がバレるのは良くないと思うから」

「大丈夫なのか？」

　心配してたずねたが、かおるは余裕の笑みを返してきた。

「それほど大した尾行じゃない。あそこも人材不足だからな。簡単に撒まけると思う」

　彼女は自然なしぐさで手を振って、別の家に帰るかのように別の道へとわかれた。



　――その数十分後。

「さすがお姉さま……撒かれてしまったか。やはりわたし程度ではお姉さまを尾行するにはやくぶそく……えーっと、役不足ってどういう意味だっけ」

　河かわ原はらヒナは、かおるの姿を見失って立ち尽くした。

　彼女はクルースニクの構成員――まだ見習いの魔物ハンターだ。

　背が低くて、顔立ちにも成長しきっていない幼さがある。まだ中学生だった。

　季節感を無視して、Ｔシャツにデニム生地のハーフパンツと活動的な格好をしている。

　この日、ヒナが『かおるお姉さま』を発見できたのは偶然だった。

　ここ数日――お姉さまはクルースニクを一方的に脱退してから、放課後の行方をくらましていた。学校には通っている。その姿は見つけることができる。

　しかし奇怪なことに、放課後に下校する姿は見つからない。

　校門前で待ち伏せていても、その姿は見つからない。

　お姉さまが住んでいるはずの学生寮で待ち伏せても、まるで姿を現さない。

　まるで学校に泊まりこんでいるかのようだ――一応警備員のおじさんに確認をしてみたが、そんなことがあるはずがないと笑われてしまった。

　放課後のお姉さまはどこに消えている？

　謎なぞである。

　組織の中には、「白しら峰みねかおるは魔物側に裏切ったのだ」と疑う者もいる。

　しかしヒナはそれを信じない。信じたくない。お姉さまの身が潔白であることを証明するためにも、お姉さまの謎を解き明かさなければ！。

　この謎がわかれば、きっとお姉さまが組織を抜けた理由もわかるはずだ。お姉さまはきっと何か事情があって組織を抜けてしまったに違いない。

　事情を知れば、お姉さまが復帰するための協力もできる。

　何も言わずに抜けてしまうなんて……お姉さま、水くさい……。

　そういえば今日、お姉さまといっしょにいた男女は何者だろう。

　やけに仲良く見えたが――いや、気のせいだろう。お姉さまは完かん璧ぺきなる戦士だ。

　完璧な戦士たるもの、一般人とうかつに友達づきあいなどしないのだ。

　戦士は孤高なのだ。

「お姉さま……超カッコイイ……」

　ヒナはうっとりとため息をついた。そして心中でお姉さまを必ず取り戻してみせると、決意に燃えた。



    

  
    
      
２章　ハーレムの誕生



　ガタンゴトンと規則正しい振動が、春はる明あきたちを『ネズミの国』へ運んでいく。

　詩し絵えは電車に初めて乗るらしく、乗るなり興味深そうに車内をウロチョロし始めた。

　しかし休日ということで車内はけっこう混んでいる。

「月つき宮みやさん、そんなにウロウロしたら、他ほかのお客さんに迷惑だと思う」

「詩絵さま、あんまりみっともないことをしないでください。私たちが田舎者みたいじゃないですか」

　すぐさまかおるとワン子こさんにダブルで説教をされて、「ブーッ」と子供みたいにふくれて大人おとなしくなった。

　電車に興味を失うと、今度は春明に「ねね、今日のぼくの格好どう？」などと訊きいてくる。どうって言われても、ほとんど俺おれが選んだ服じゃねえか……とは思いつつも、しかしオシャレしている女の子はやっぱり可愛かわいい。

　以前に買ったワンピースに、雪のように真まっ白しろな、丈の短めのポンチョを羽織っている。

　お姫さまというより妖精みたいだ。思わず抱きしめたくなる愛らしさ。

「可愛い。超可愛い。さすが俺が服を選んだだけはある」

「だよね、やっぱりぼくと春明は息がピッタリだよね」

「いやそれは意味がよくわかんない」

「春明ファッショニスタ～」

　電車の中なのに、詩絵はいつも通りにベタベタ抱きついてくる。

「春明！　その、私はどうだ？」

「え？　そうだな、かおるは……カッコイイ感じだな。すごく良く似合ってるぞ」

　春明がそう言うと、かおるはこめかみを押さえながら「カッコイイ……うーん、しかし似合ってるなら……だが……」と考えこんでしまった。

　かおるもいっしょに服を買いに行ったので、今日の彼女はジャージではない。

　カッチリとした黒いジャケットに、モノトーンなチェック柄のミニスカートを履はいている。落ち着いた格好だけど、ミニスカートとマフラーが女の子らしさのバランスを保っている。店員さんと相談しながら買いそろえただけあってオシャレだ。

　当の本人はスカートを恥ずかしがっているが、その太ももは隠すべきじゃない。この太ももを生で味わえないのは人類の損失といっても過言ではないだろう。

「……春明」かおるがスカートのすそを抑えてモジモジとしだした。

　太ももを見つめる視線がバレた!?

　しかし、その恥じらう仕草がまた良い。もっと恥ずかしがらせたい!!

　……落ち着け、俺おれ。

「しかし、それでは春はる明あきはカワイイとカッコイイではどっちが好みなんだ？」

　厄介な質問がきた。

　二人ともちょうど好対照だけど、どちらがより魅力的かなんてとても決められない。

　というかこんな二人に挟まれるなんて、あらためてえらいことだな。

「かおる、それはカレーとラーメンのどちらが好きか聞くようなもんだぞ。無茶だ」

「私はカレーが好きだ。というわけで春明、答えろ」

　上う手まくかわせたと思ったのにダメだった！

「春明……どっちがカレーでどっちがラーメンなの？」

　詩し絵えも上目遣いににらみながら話題に参戦してくる。いや、そういう問題なのか。

「そしてどっちの方が好きなの？」

　やっぱりそういう問題なのか。

「今日の昼ご飯はカレーが食べたいかなぁ。スパイシーな気分だ。ナマステ！」

「え？　春明、ナマステって何？」

「露骨に誤ご魔ま化かそうとするのはやめるんだ、春明」

　詩絵は誤魔化されてくれそうだったのに、かおるにツッコミを入れられてしまった！

「まったく……」

　それまで黙っていたワン子こさんが、とつぜん口を開いた。

「電車の中でベタベタイチャイチャと……呆あきれてしまいます！　ハレンチです！」

　思わぬ助け舟に春明は飛びついた。

　いいぞ、ワン子さん！　説教してくれて構わないから、この状況を何とかしてくれ！

「でもでも阿あ部べくん、ワン子さんもオシャレしてきたんだよ～、ほら、可愛かわいいよワン子さんも可愛いよ～！」

「フ、フラちゃん!?」

　プンプン怒るワン子さんを、長身のフラちゃんが背後からふわっと抱き上げてしまった。そして「ほらほら～」とこちらにアピールしてくる。

　ワン子さんはジタバタと暴れているが、いかんせん背が低いから足が地に着いていない。

　ワン子さんは明るい色のパーカーにミニスカートと、カジュアルで活発な格好だ。

　普段の知的な印象からすると意外な感じもする。

　服装はけっこう願望を表したりもするんだよな。ワン子さんは知的キャラであると同時に、元気な年ごろの女の子っぽさにも憧あこがれを持っているのかもしれない。

「ワン子さんも、いかにも女の子って感じで可愛いよ」

「べ、べべべ別に可愛さなんて狙ねらってません！　私はそういう安っぽいアピールなんてしません!!」

　普段からほめられ慣れてないらしき彼女は、顔を赤くしていっそう暴れ出した。

「でもワン子さん、私からお金借りて服を買ったんだよね～。利子は十日で三割だよ～」

「フラちゃん、どうしてそういうのバラすんですかっ！　嘘うそです嘘ですそんなの事実じゃないですっ!!　あと利子があり得ないぐらい高いです!!」

　彼女はフラちゃんに抱きかかえられたまま、両手両足をブンブンと振りまわす。

「落ち着けワン子こさん、とりあえず今一番乗車マナーが悪いのはワン子さんだよ」

「がうーっ！」

　なんか犬っぽい悲鳴が出た。

「ちなみにフラちゃんの今日の格好は……」

「私は、今日は引き立て役に徹するの～」

　なんだそりゃ。

　フラちゃんはマキシ丈のワンピースに気軽そうな上着を着ている。ゆるくて楽そうな格好だ。

「でもお嬢さまっぽくて良いじゃない」

「本当に～？　ありがと～」

　しかし本気を出したら彼女が一番マトモにオシャレなんだろうな。クラスの輪の中心にいたり、バイトしてたり、この中で一番女子高生らしい生活をしてるし。

　ていうか何だ、この品評会は。

　不意に春はる明あきの肩がつかまれた。恐る恐る振り向くと、詩し絵えとかおるが怒っている。

　……この流れは予想してたけど……だってしょうがないじゃないか……。

　それぞれにコメントしなきゃいけない空気だったし……。

「春明、ちょっと八方美人が過ぎないか」

「春明、それでカレーとラーメンとハンバーグとうどん、どれが一番好きなの？」

「もうわけがわかんないことになってるけど!?」

　けっきょくワン子さんの助け舟は、泥沼に沈んでしまった。

　――隣の県まで電車で一時間。女の子たちとのねっとりとした会話のおかげであっと言う間に到着した。

　……他ほかの乗客からの視線がずっと刺とげ々とげしかったのは、何な故ぜだろう。



　　　×　×



　隣県にある『ユニバーサル・ネズミー・ジャパン』略して『ＵＮＪ』は、日本でもっとも有名な遊園地のひとつだ。

　ＵＮＪは映画やアニメ、マンガなどをテーマにしたアトラクションが特徴である。マスコットキャラの宇宙ネズミ『ドッキー・マックス』も元もと々もとはアニメ映画のキャラクターだ。

　ただ単にスリリングな乗り物があるというだけでなく、まるで物語の世界に飛びこんだような気分が味わえる遊園地なのだ。

　ゲートをくぐって園内に入った瞬間、詩絵は『別世界』の風景に歓声をあげた。

「す、すげえええっ！　でっけ――!!」

　ＵＮＪはいろいろな物語のモチーフが混在しているため、統一感が無い。

　ファンタジー調の、それこそ詩し絵えの住んでいる城みたいなアトラクションもあれば、突然スペースシャトルがあり、かと思えば巨大なピラミッドが鎮座していたりする。

　園内にも様々なキャラクターが歩き回っており、馬にまたがる戦国武将と白馬に乗った王子様がすれ違ったりする。ある意味、魔界よりもよっぽど混こん沌とんとした世界だ。

　かおるとワン子こさんも「ほえ～」といった感じで景色に見とれている。そんな中、春はる明あきはさりげなくフラちゃんを引き寄せた。

「フラちゃん、ちょっと話がある」

「え？　お金は貸さないよ～」

「いらないよ！　そうじゃなくて……詩絵とかおるを仲良くさせる協力をしてほしい」

　春明はかくかくしかじかと、詩絵に『春明離れ』をさせる計画を話した。

　フラちゃんは「なるほど～」とうなずいてくれた。

「でも協力って具体的に何するの？」

「アトラクションによっては、二グループに分かれることになると思う。だからそのグループ分けを細工したい。具体的には……」

　大した準備もできていないから複雑なことはできない。シンプルな細工だ。

　グーパーでチーム分けをする。そのとき自分とフラちゃんとワン子さんが、事前に示し合わせて、同じ順番で同じ手を出し続ける。それだけだ。

　ワン子さんの方には、フラちゃんの方から「いっしょのグループになりたい」と話を持ちかければいいだろう。春明の名前や魂胆さえ出さなければ、二人は仲良しだから自然な流れだ。

「春明……ポンコツと何を話してるのだ？」

　話の途中で、詩絵がこちらにやってきてしまった。

「あ！　あそこにドッキー・マックスがいるぞ！」

　とっさに園内を歩く宇宙ネズミを指さした。

　宇宙服に身を包んだ超カッコイイネズミだ。赤い半ズボンとかは履はいていない。

「うわああああああああああ、ドッキーだぁあああああ!!」

　詩絵はドッキーの着ぐるみに一直線にダッシュしていった。

　これでよし。

「なるほどね～、詩絵さまとかおるさんを仲良しに……面白いこと考えるね～」

　どうやらフラちゃんは賛成してくれそうだ。

「それじゃ～、私は阿あ部べくんとワン子さんを仲良しにさせるよ～」

「へ？」

「みんな仲良しで世界平和だね～」

　フラちゃんは幸せそうに言って、両手をぶんぶん振った。

「ま、まぁ……詩し絵えとかおるとのことで協力してくれるなら、あとは何でもいいけど」

　急に何を言い出すかと思ったら。

　そういうのは当の本人の目の前で言わずに、隠れてやって欲しいんだけど……。

　俺おれとワン子こさんを仲良くさせるなんて言われても、その、恥ずかしいぞ。

「……何を話しているんですか？」

　今度はワン子さんがやってきた。

「ワン子さん～、やったよ、世界が平和になるんだよ～」

「へ？　わけわからないよ、フラちゃん」

　フラちゃんと話を終えると、遠くの方から「月つき宮みやさん、着ぐるみを脱がしちゃダメだ！　夢が、子供の夢が!!」「今、隙すき間まからヒゲが見えたのだ！」かおると詩絵の声が聞こえてきた。さっそく仲良くやってるみたいじゃないか……。



　詩絵とかおるは絶叫マシンがたいそうお気に召したようだった。

　詩絵はスピードとスリルという動物的な興奮から、かおるは普段ださない大声を思う存分だせるところから、それぞれ気に入ったらしい。

「春はる明あき！　次はハバネロ残酷無残・激辛コースターに乗ろうよ！」

　詩絵がキラキラした瞳ひとみで言う。

『ハバネロ残酷無残・激辛コースター』は人気アニメ『さすらいのハバネ郎』の世界観を再現したコースターで、世界最速のスピードで何度も垂直落下を繰り返す凶悪な一品だ。世界観を再現したというが、そんな演出を楽しめる余裕はないともっぱら評判である。

「春明、私はこのブッダの輪りん廻ね転生フリーフォールに興味がある」

　口調は落ち着いているが、かおるの声色もワクワク感を隠せていない。

『ブッダの輪廻転生フリーフォール』は、『やってきたよ、ブッダちゃん！』というマンガの仏教的世界観を忠実に再現したフリーフォールだ。天国まで届くんじゃないかという高さから一気に落下するのが魂が抜け出るほど怖いと評判だ。

　キャッチコピーは『三さん途ずの川かわでおばあさんとハイタッチ！』。仏教的にそれはどうなの。

　ていうかここ絶叫マシーン多すぎだろ……。しかもどれも元もとネタの世界観を大事にしてるようでちっとも大事にしてないぞ。絶叫系に妙な演出を加えても、ろくに見えやしない。

　二人がすごい勢いで絶叫マシンに乗りたがるせいで、春明はいい加減疲れてしまった。

　かたわらを見ると、ワン子さんも三半規管をやられたのか「ハラホロヒレハレ～」とラリっている。

　まぁ、これも詩絵とかおるを仲良くさせるチャンスかもしれないな。

　意外なところで趣味が一致してくれた。

「俺たちはちょっと休憩してくるよ。疲れちゃった」

　ラリるワン子さんを支えてやりながら、そう言った。

　いつもならこういうとき真まっ先さきにフラちゃんがワン子さんを支えてやりそうなものだけど、今日のフラちゃんはこちらを見つめて「てぃひひ」と笑うだけだ。

　……わかりましたよ、俺おれが世話しますよ。

　詩し絵えとかおるは春はる明あきが来ないことに一瞬迷うそぶりをしたが、それぞれ一回ずつ目当てのアトラクションに乗ったら戻ってくると言って、二人で駆けて行った。

　春明はワン子こさんを支えてやりながら、休憩をとるためにベンチを探した。

　ワン子さんは足元がおぼつかないらしく、最初は手をつなぐだけだったが、次第に全身でぎゅっと春明の腕に抱きついてくる。

「……参ったな」

　詩絵以外からベタベタされるのは、慣れてないから困ってしまう。

　ようやくベンチを見つけて座ると、ワン子さんはぐったりと春明にもたれかかってきた。

「ワン子さんは弱ってるときはガードが甘いんだよ～。今なら頭撫で放題だよ」

　逆隣に座るフラちゃんが、耳元でささやいた。

「なに、そうなのか」

　せっかくだからとワン子さんの頭を撫でると、彼女は気持ち良さそうに目を細め、頭とお尻しりからポンと耳とシッポをはやした。

　耳とシッポを嬉うれしそうに振りながら、ほとんど意識が無いままぎゅっとこちらにしがみついてくる。ワン子さんは頭を撫でられると、相手にジャレつかずにいられないのだ。

　春明は慌ててあたりを見回した。人通りはけっして少なくない。こちらにチラホラと視線を向けてくる人もいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかしカップル連れが多いのでこんな風ふうにジャレあっていてもそれほど不自然ではない。耳とシッポも……コスプレ的なものとして見逃してくれる気がする。

　少なくとも謎なぞの生命体として警察を呼ばれたりはしないだろう。

　……だったら別に問題はないな。

「あ、阿あ部べくん、特に良いことをしたわけでもないのに……どうして撫でるんですか、ダメです……」

　ワン子こさんがかろうじて残った理性で、そうつぶやいた。

　いつもなら意味も無く撫でてジャレつかせようとすると振り払って拒絶してくるが、今日は弱っているためにされるがままだ。

　そして撫でられれば撫でられるほど、ワン子さんは本能的にうっとりとしつつジャレつかずにいられなくなる。

　やがていつもツンツンしているワン子さんが、力いっぱいに抱きついてきた。

　学校のときと違い、今はフラちゃんもワン子さんを止めたりはしない！

「ワン子さんは普段素直じゃないから、たまにこれぐらい他人に甘えることがあるぐらいがちょうどいいんだよ～、今日は息抜きに来たんだから～」

　フラちゃんは嬉うれしそうにその様子を見守った。

　さらに撫で続けると「くぅーん」と鳴き声をあげて春はる明あきの胸にぐりぐりと頬ほおをこすりつけてくる。本当に子犬がじゃれついてくるみたいだ。くそ、可愛かわいいじゃないか。

「本当はワン子さん、阿部くんともっと仲良くなりたがってたんだから。今日だってすごく楽しみにしてたんだし」

「え、そうなのか？」

　弱っている上に頭を撫でられて恍こう惚こつ状態のワン子さんはコックリとうなずいた。

「私……おかしいんです……ずっと阿部くんと遊びに行く約束ばっかり頭から離れなくて……」

「そ、そうなのか」

　なんだか照れくさいことを告白されてしまった。それでもジャレつかれるのが嬉しくて、ワン子さんの頭の感触も気持ちよくて、撫でるのをやめられない。

　耳と耳の間の谷間の部分がワンコさんの気持ちいいポイントらしい。重点的にそこを責めると、ワン子さんはよりいっそううっとりとした。

　ワン子さんは不意に頭をもたげると、とつぜん春明の頬をぺろりとなめた。

「えっ!?」

　困惑する春明をよそに、ワン子さんはぺろぺろとなめ続ける。

　ちょ、ちょっとこれは問題があるような……。

「ワン子さん仲良くしてもらえてよかったね～」

「くぅ～ん」

　甘えた鳴き声をもらしつつ、ぺろぺろとなめ続けてくる。

　いや待てよ。仲良くなるといっても、あんまり変な方向に仲良くなるとちょっと問題があるような……。変な方向というか、今の状態ってどっちを向いた仲の良さなんだ？

　この様子を詩し絵えやかおるに見られでもしたら……。

「あーっ!?」

　危き惧ぐしたとおりの声がして、春はる明あきはビクリとそちらを向いた。

「ワンコのくせにぼくの眷けん属ぞくになにをーっ！」

　案あんの定じよう、アトラクションを終えた詩絵が、と猛ダッシュしてきた。

　一応、心のどこかで『詩絵さまは吸血鬼の偉いお姫さま』と認識しているらしいワン子こさんは、その怒声にビクリと身を震わせて我に返ってしまった。

「わ、私はいったい何を！」と、春明から身を離す。

　ちょっと残念――いや残念とか言っている場合じゃない。

　このままだと詩絵の怒りの矛ほこ先さきが自分じゃなくてワン子さんに向かいかねない。

「いやぁ、俺おれが無理やり頭を撫でちゃって、そしたらついエスカレートしてやめられない止まらない状態になってしまった。かっぱえびせん」

　ワン子さんをかばう形で弁明すると、詩絵は「ううう……」とうなった。

「ぼくというご主人さまがありながら、他人の頭を撫でるなんて……、ひどいのだ……」

　詩絵から少し遅れて、かおるもベンチにやってくる。

　詩絵に叱しかられながらチラっとワン子さんの様子をうかがうと、こちらと目が合うと彼女はかーっと顔を赤くしてうつむいてしまった。

　……なんだかいけないことをしてしまった気分だ。



　　　×　×



　絶叫系ばかり巡っている間にずいぶんと時間が経ってしまった。

　みんなで合流すると、そのまま昼食にレストランへ入ることになった。

　丸いテーブルに、当然のように詩絵とかおるが春明の両隣に座る。

「私はパスタを食べる！」

「ぼくもパスタ!!」

　詩絵とかおるはすごい勢いで即決した。異様な勢いだ。

「……二人ともそんなにパスタ好きだったっけ？」

「デートのランチはパスタと決まっているのだ。春明も当然パスタだよね!?」

「いや、俺はパスタはもういいや」

　アホ毛ナルシストというフレーズが頭をよぎるから遠慮しておく。

「私はドドリア～」

　フラちゃんも決まったようだ。

　チラリとワン子こさんを見ると、彼女はハンバーグとチキンソテーの間で視線をさまよわせていた。両方食べたいようだ。ワン子さんは肉食らしい。

「ミックスランチってセットにすれば？　両方入ってるみたいだけど」

「値段が高いです！」

　口出ししてみたら、キッパリと反論されてしまった。

　こういうのは両方食べられる代わりに割高だもんな。

「ワン子さんは服を買うために私からお金を借りてる身だもんね～、余分なお金はないんだよね～」

「よ、よけいなこと言わないでください！」

　言いながらフラちゃんが、チラっとこちらに目配せをしてくる。

『それじゃ～、私は阿あ部べくんとワン子さんを仲良しにさせるよ～』

　……そんな言葉を思い出す。フラちゃんの目配せは、そのための行動を求めていた。

　春はる明あきは仕方なく、目配せに従うことにする。

　こちらも協力してもらうんだから、協力しないとな。

　自分も当事者なのに協力っていうのも変な感じだけど。

「俺おれはハンバーグにしようと思ってるけど、良かったらおかず交換する？」

「えっ、いいんですか!?」

　二人でおかずを交換すれば、お互いにミックスランチだ。

「ちょっと待つのだ春明！　ぼくもおかず交換する!!」

「おまえパスタだからおかずねえだろ」

「そんな!?」

　詩し絵えが絶望に顔をゆがませた。逆隣では、かおるが思いつめた表情をしていた。

「春明……私のパスタを全部あげるから残った分のハンバーグを私にくれないか？」

「最初からハンバーグ頼めよ！」

「それじゃあ意味が無いだろう！」

　何だよ、その捨て身……。

「しかし、おかず交換なんてしてしまうと……」

　ワン子さんはふと何かに気がついた様子で、困惑しはじめた。

「か、間接キス!?　間接キスになってしまいます!!　ど、どどどどうしましょう!?」

「ならないよ。口をつけるまえにお互いのおかずを切り分ければ」

「え……あ、ああそうですよね。私としたことが動揺してしまいました」

　……面と向かって間接キスなんかに動揺されても、対応に困るよ。

　どういう意味で、動揺したんだ？

「せっかくだから私ともおかず交換しようよ～」

「フラちゃんはドリアだろ。ドリアだっておかずにならないよ」

「違うよ、私が注文するのはドドリアだよ～」

「本当に宇宙人のドドリア!?」

　思わずメニューを確認したが、やっぱりドリアだった。



「……詩し絵えってエビ苦手なんだっけ？」

　詩絵がエビをより分けてからパスタを食べているのに気がついて、春はる明あきはたずねた。

　ちなみに詩絵は「焼きうどんから一番遠いパスタは……シーフードクリームパスタ！　これなのだ！」などと不思議な選び方をしていた。さらに奇怪なことにかおるも「確かにそうだな。私もそれにしよう」と同調して同じものを頼んでいた。

　二人とも、何かあったんだろうか。焼きうどんから離れたいって、どういうことだ？

「ふふん、春明、わかってないのだ」

「うん、さっきからおまえの行動は本当にわからない」

「美味しいものは最後に食べる！」

「あぁ、それならわかる。……ちょっと子供っぽいけど」

　後味をいつまでも口の中に残し続けたりするんだよな。

　詩絵は嬉うれしそうにパスタの残りをたいらげて、エビだけを残した。

「これこそ吸血鬼の貴族にふさわしい食べ方なのだ……何という高貴な一口……」

　うっとりとアホなことを言う。それから詩絵は、バカげたことにスプーンの上に五、六匹のエビを積み上げて一口で食べようとした。

「あっ」

　ポロポロポロっとスプーンの上からエビさんが次から次へと落下した。

「あーっ！」

　無茶なことをするもんだから、エビさんは詩絵のワンピースをバウンドしてから床へと落ちていく――詩絵のお気に入りのワンピースに、点々とクリームソースが！

　すぐに拭ふけばシミにならないかもしれない！　春明はとっさに腰を浮かしかけた。

　――しかしふと思いついて、行動にでるのをやめた。

　ここは、フラちゃんと同じ手法を使ってみよう。

「春明、ど、どうしよう～」

「あわわ、どうすりゃいいんだこれ、シミになっちゃうんじゃないか……」

　情けない男っぽさを丸出しで、詩絵といっしょにオロオロしてみる。

　するとかおるが立ち上がって、店員さんから未使用のお手て拭ふきをもらってきた。

「すぐに処置をすれば大丈夫かもしれない。月つき宮みやさん、こっち向いて」

　かおるは詩絵の前にひざまずいて、ワンピースのシミになっている部分を濡ぬれた布ふ巾きんでとんとんと叩たたく。執しつ拗ように叩いていると、次第にワンピースからソースの色が抜けてきた。

　……かおるは親しん戚せきの家に引き取られて、家事を手伝ったりしていたからけっこう家庭的な一面がある。汚れが消えていくさまに、詩絵は顔を輝かせた。

「かおる、ありがとう！」

　詩し絵えが、椅い子すから飛びつくようにかおるに抱きついた。

「ど、どういたしまして」

　かおるは困ったように返事する。ちょっと人見知りだから、積極的な態度には弱い。

　ふふふ、計画通り。……計画通りなんだが……詩絵が自分以外の人間に抱きついているのって複雑な気分だな……。抱きついてる相手、かおるなのに。

「でもエビさん食べ逃したのだ……」

　詩絵がしゅんと肩を落とすと、かおるが「よかったら」と詩絵の皿にエビを渡した。

「え、でも……」

「実は私、甲こう殻かく類るいアレルギーなんだ」

　頭をぽりぽりとかきながら言った。

「嘘うそだよ、それ最後の一個だもん」

　うん、さっきまでパクパク食べてたんだから、その嘘には無理があるな。

「……春はる明あきがするように、自然にやりたかったんだが……」

　かおるがこちらに苦笑いを向けてくる。

「もらってもいいの？」

「だってそのエビ、私はもういくつか食べたから。美味しかった。その美味しかったのを月つき宮みやさんが一個も食べられないのは、私も残念だ」

　かおるがぎこちなく言うと詩絵は「ありがとう！」と素直に受け取った。

「かおるってけっこう……いや、すごく良い奴やつだ」

　詩絵はぼそっとつぶやいてから、その自分のつぶやきに照れくさそうにして「えへへ」と笑った。詩絵のストレートな態度に、かおるも照れながら頭をかく。

　これは……良い感じじゃないか。

　かおるの方がちょっとぎこちないけど、今日一日でうまくいきそうな感じがする。



　　　×　×



　ＵＮＪの敷地は広いので、徒歩で移動するとかなり大変なことになる。

　そのため園内には徒歩で巡る道とは別に、カート専用の道があって、カートで移動することができるようになっている。

　カートといっても自分の足でこいで進む三輪車みたいなシロモノだ。それでも徒歩よりは速いし、雰囲気も楽しい。カートは『イニシャルターンエー』という車マンガをモチーフにしたものだ。いちいち元もとネタがあるのも楽しい気分にさせてくれる。

　絶叫系のアトラクションが固まっているエリアから別のエリアへ移動するために、春明たちはカートに乗った。

「春明春明～」

　赤い金魚の形をした詩絵のカートが近づいてきて、春明の白いカートにガンガンと体当たりしてきた。

「カートに乗ってるときまでジャレついてくるな！」

「いつでもいっしょにいたい乙女おとめ心ごころ、わかってほしいのだ」

「おまえの今のそれは、ただの走行妨害だ！」

　春はる明あきがクネクネと蛇だ行こう運転で詩し絵えから逃げて、詩絵は馬力にものを言わせてそれを追いかける。乙女心は絶賛空回り中だった。

　かおるの金色のカートがすーっと隣に併走してきた。

「二人とも安全運転をしないと駄目だ。危ないし周囲に迷惑だし、それにカートに傷がつくぞ」

「俺おれにまで説教しなくても……」

「……確かに。うん。わかった」

　かおるに注意されると、詩絵は素直に体当たりを止めた。

「最初から、春明のカートに乗ってれば良かったよ」

「これ一人乗りだぞ」

「ギューってすれば、平気だよ」

　この狭い車内に二人乗りしようとしたら、いつも以上にお互いベッタリ抱き合うことになる。……想像したら不覚にも胸がドキドキしてしまい、春明はごまかすようにペダルを思い切りこいだ。

　――ご主人さまの詩絵と少し距離をおいているせいで、春明の理性をよそに、眷けん属ぞくとしての肉体や血が不満がっていた。身体がムラムラとして、もっと詩絵とイチャイチャしたいという気持ちが湧わき上がってくる。

　……これがあるから、詩絵には困ってしまう。そうでなくても、可愛かわいいのに。

「待ってよ春明ー」

　誤ご魔ま化かすようにガムシャラにこぐ春明を、詩絵がやすやすと追いかける。

　――そのずっと後ろでマイペースにペダルをこぎながら、

「やっぱりあの二人、仲良いんだ……わかってたことだけど」

　ワン子こさんは誰だれにも聞こえないような小声でつぶやいていた。



　絶叫マシンエリアから離れると、お化け屋敷を代表とした建物に入る系のアトラクションのエリアについた。

　こうした屋内アトラクションは、二～三人ごとに入っていくものが多い。

　ミラーハウスの前で、春明は予定通りのセリフを言った。

「二グループに分かれないといけないな」

「春明は当然、ぼくと組むのだ！」

　詩絵はご主人さまとして当然のように、春明の腕をつかんだ。

　ところがそうはいかんのですよ。

「ちょっと待て、私も、その、春はる明あきと組みたいんだが」

　春明より先に、かおるが異議を申し立てた。

「む。じゃあ三人組で？　いや、でもするとふたりっきりじゃ……」

「グループ分けは、グーパーでしよう！」

　春明は詩し絵えとかおるをさえぎるように提案した。

「えええええっ!?」と詩絵が悲鳴をあげた。

「どうして!?　ぼくと組むのが嫌なの!?」

　詩絵がちょっと涙ぐんでしまった。やばい、本気でショックを受けている。

「俺おれが詩絵といっしょを嫌がるわけないだろ」

「じゃあどうして!?」

「グループ分けも、遊びの一環だからだ！」

　春明はぐっと拳こぶしを握り、熱弁した。

「こういう細かいチーム決めのときでも遊び心を失わない、楽しんでチームを決める、そういうのが人間界での遊びの流儀なんだよ！」

　詩絵とかおるはしゅんとした。

「なるほど……確かにそういうのは粋いきな気がする。しかし人間なのに、その人間界の流儀を知らなかった私はどうすればいいんだ。私は人間失格なのか、春明……」

　かおる、あんまり気にしないでくれ。テキトウに言っただけだから。

「というわけでグーパーをしよう。みんなルールは知っているな？」

　じゃんけんで出した手で、勝敗じゃなくチームを決めるという単純な遊びだ。

　同じ手を出した人同士でチームになり、上う手まく分かれなかったらアイコでもう一回になる。

　春明はフラちゃんに目配せをした。するとフラちゃんも、ワン子こさんに目配せをした。ワン子さんがフラちゃんにコクリと頷うなずいた。すでに話は通っているらしい。完かん璧ぺきだ。

　ふふふ、これもいわば陰おん陽みよう術じゆつよ。

　詩絵とかおるの希望は叶かなえてやれないが、二人を仲良くさせるためだ。

　――二回のアイコを経てから、計画通りにチームが組まれた。

「なんでだぁあああああ!?」

　詩絵は頭を抱えて悔しがった。

「ううう、残念だが仕方ない。結果には従うぞ」

　かおるも肩を落としたが、それに詩絵がむっとした。

「むぅ……自分も全力で悔しがっておいてなんだけど、仕方なくとガッカリされるとそれはそれで腹立つ」

「ご、ごめん、確かに失礼だった」

「春明のバカ。グーパーなんてしないでぼくと組めばいいのに！　いいもん、かおるとだって十分楽しいもん。行こう、かおる！」

　詩し絵えはかおるの腕をぐいっとつかんで、ミラーハウスへと走り出した。

「あ……うん」

　ぎこちなく返事をして、かおるもそれについていく。

　かおるは走りながら、片手で頭を軽くかいていた。

　その動作に、春はる明あきは少し疑問を覚えた。……頭をかく？

「それじゃあ私たちも入ろうよ～」

　春明たち三人も、目前のミラーハウスへと歩みを進めた。

『イルーゾのミラーメイズ』はイルーゾくんというキャラクターをモチーフにした鏡の迷宮だ。ただの鏡の迷路ではなく、迷路内を移動するイルーゾくんから鍵かぎを受け取らないと脱出ができない仕組みになっていて難易度が高い。

　入場したとたんに四方八方を鏡で覆われて、通路と壁の区別がつかなくなった。

「なるほど～、これが鏡の迷宮ってわけだね～」

　フラちゃんが歓声を上げたが、ワン子こさんは「フッ」と鼻で笑った。

「こんな子供騙だまし、人狼ワーウルフの私には通用しません」

「すごい自信だな、ワン子さん」

「当然です、こんなのは私には対象年齢が低すぎます」

「ワン子さん、はいコレ～」

　自信満々なワン子さんに、フラちゃんが何か細かいものを手渡した。

「……これ……は？」

「鼻栓だよ～。ワン子さん、視覚じゃなくて嗅きゆう覚かくで迷路を抜けようと考えてたでしょ。駄目だよ～、人間の遊びには人間のルールに従わないと」

「そ、そそそそそんな卑ひ怯きようなことしようとしてなんていません！」

　ワン子さんは鼻栓を装着した。

「こんなの匂においを嗅かがなくても余裕です！　こっちでブベラ!!」

　ワン子さんは勢いよく鏡に激突して、尻しり餅もちをついた。

「!?」春明は慌てて顔をそらした。

　大おお股また開きに尻餅をついて、白いパンツが丸見えだったからだ。

　……と思ったら鏡に囲まれているものだから、目をそらした先の鏡にも大股開きのパンツが映りこんでいた。

　なんてこった、逃げ場がない!?

　仕方なく春明は、パンツをじっくり凝ぎよう視しするしかなかった。

「いたたたた……」

　割と長い間、顔をなでさすって痛がっていたワン子さんは、ようやく立ち上がる。

「わ、私を罠わなにハメるなんて、人間の悪知恵もなかなかやりますね」

「ワン子さん、これは魔物の知性に対する人間たちの挑戦だよ、屈しちゃダメだよ～」

「がうーっ！　負けません！」

　ワン子こさんは親友のフラちゃんの言うことは何でも真に受けてしまうところがあるらしい。血気盛んに先頭を進み――そして「ふぎゃっ」とまたも鏡にぶつかった。

　そして再び転んで、パンツが見えた。

　慌てて目を背けるが、しかし鏡に映ったパンツを目にしてしまう！

　これじゃあ仕方ないな……。春はる明あきはパンツを凝ぎよう視しした。

　ワン子さんは顔を真まっ赤かにして立ち上がり、そしていっそうムキになって先頭に立つ。

「阿あ部べくん、眼福だね～」

　春明にフラちゃんが耳打ちしてきた。

　どうやら彼女にはワン子さんのパンツを見てしまっていたのがバレていたらしい。

　いや、まさか……。

「もしかしてフラちゃん、これを狙ねらってワン子さんを焚たき付けた？」

『それじゃ～、私は阿部くんとワン子さんを仲良しにさせるよ～』という言葉が再び頭によぎる。フラちゃんは、返事代わりに「てゅふふふ～」と含み笑いをした。

　詩し絵えとかおるが順調に仲良くなっている横で、フラちゃんの目もく論ろ見みも進行中らしかった。

　いや、パンツを見たからって仲良くなるってもんじゃないと思うけど……。

　こっちの胸はドキドキするけどさ……。

　冷静さを失ったワン子さんが何度となく鏡に衝突する。小柄な彼女はたびたび転んで尻しり餅もちをついてしまう。

「……」

　何度となく視界に飛びこむワン子さんのパンツ。

　サブリミナル効果というか、パブロフの犬というか、そのうちワン子さんを見ただけでパンツを連想してドキドキしてしまうようになるかもしれない。

　ひとつの印象が全体のイメージを左右するハロー効果というものもある。何度もパンツを見たという印象が、ワン子さんのイメージをエッチなものに変えてしまったり。

　すると……パンツから始まる恋愛というのもあり得るかもしれないな。

　ってアホか。何を考えてんだ。

「ワン子さん、冷静になろうよ。知性が試されているからこそ落ち着かなきゃ」

　春明が言葉を選んでそう呼びかけると、壁にぶつかりすぎて顔を赤くしたワン子さんが「がう……」と自らの醜態を恥じらった。

　春明は、ワン子さんがもう一人で先走らないように彼女の手をつかんだ。

　こうすれば転びそうになったときに支えることだってできる。

　これ以上転ばれると、視線がパンツに吸い寄せられていることがバレてしまうかもしれないからな。

「て、手をつなぐんですか!?」

「あ、ごめん……でもとにかくゆっくり進もうよ」

「いえ、手をつなぐのは好きです……」

　うーん、ワン子こさんがモジモジしてしまった。

　こういうことすると緊張させてしまうのかもしれない……。絶叫マシーンに乗った後も手をつないだけど、あのときはワン子さん、ほとんど正気なかったものな。

　でもフラちゃんが後ろで「てぃひひひ！」と笑っているから、大丈夫だろう。

　しばらく進んで、出口の鍵かぎを手に入れるとワン子さんは元気を取り戻した。

　そしてそれ以降は一度も転ばないまま、出口にたどり着けた。

「阿あ部べくん見ましたか!?　私たち魔物の知能の勝利です!!」

　ワン子さんがつないだ手をブンブン振って、高揚とした声をあげた。



「顔が痛いのだ」「顔が痛いぞ、春はる明あき」

　迷路を抜け出すと、顔を真まっ赤かにした詩し絵えとかおるが待っていた。

「次はお化け屋敷に行こう！」

　詩絵は嬉き々きとして言った。

「そして怖いからって春明にしがみついて抱きついて……うへへ」

　いっしょに組めないことがよほど不満らしい。早くも妄想を爆発させてやがる。

「妄想しているところ悪いが、チーム分けはグーパーだぞ」

「それについて春明！　えへへ、話があるから、こっちに来て！」

　詩絵は春明の腕を引いて、コソコソと一団から離れた。

「すごいことに気づいてしまったのだ……。この天才的な閃ひらめきはグーパーの歴史を変えてしまうかもしれないのだ……」

「歴史を変える？」

　ものすごくアホらしい予感を抱きながら、春明は話をうながした。

「ずばり！　ぼくと春明が事前に打ち合わせをして出す手を決めておけば、確実にいっしょのグループになれるのだ！」

「詩絵のアホーッ!!」

　春明は、思わず全力でツッコミをいれた。

　ツッコミとして頭を叩たたくとかビンタをしようと思ったが、詩絵の顔を見ていると暴力は気が引けたので、ほっぺたを指でグリグリするにとどめた。「うにゅ……えへへ」相変わらずほっぺたを触られると喜ぶ詩絵だ。すべすべしていてさわり心地の良いほっぺたなので春明も楽しい。詩絵はどこを触っても気持ちいいな……。それはともかく。

「そんな卑ひ怯きような手を使ってまでグループ分けを操作して嬉うれしいか!?」

「ううう……やっぱり卑怯かな？」

「いいか、卑怯なことに慣れてしまうと、人生が不幸になるぞ。同じ結果が待っていたとしても、卑怯な手段ではなく、自らの力でそれを勝ち取った方が圧倒的に嬉しいんだ。それは心理学的にも実証されている。あらかじめ当たるとわかっている宝くじに価値なんてないんだよ！　想像してみろ、卑怯な手段じゃなくて、自ら運命を勝ち取って理想のグループになれた自分を！」

　詩し絵えは瞳ひとみを閉じてしばらく想像してから、カッと両目を見開いた。

「ううう……超嬉うれしい！　卑ひ怯きようなことをして勝つより百倍ぐらい嬉しいよ……！」

　こいつ洗脳とかされやすいタイプだな。

「ぼく間違ってたよ！　春はる明あきといっしょのペアは、自らで勝ち取ってみせる！」

「その意気だ！　その気合いがあれば、きっと運命だってねじ曲げることができる!!」

「うん、ぼくねじ曲げるよ!!」

「頑張ってねじ曲げろ!!」

　やるぞーっ！と詩絵はみんなのところへ戻って行った。

　春明はそれを見て清々しい気持ちになった。よかった……。ひとりの純粋な少女が、卑怯な手段に手を染めるのを思いとどまってくれた！

　そして春明は、フラちゃんとあらかじめ打ち合わせしていたとおりの手を出して、グループ分けを操作した。

　ごめんな、詩絵……だけど俺おれはこれが詩絵のためだって信じてる！

「なんでだぁああああああ!?」

　詩絵が頭を抱えてうずくまった。運命というのは漢字で『命を運ぶ』と書くぐらいなので、気合いではどうしようもできないから運命なのだ。

　グループに分かれてからお化け屋敷に向かうと、行列ができていた。

「ワン子こさんはこういうの大丈夫～？」

　フラちゃんがワン子さんにたずねた。

「こ、こんな子供騙だましを、私がこここ怖がるわけないじゃないれすか！　舌かみました!!」

　めっちゃ取り乱していた。しかしフラちゃんはそれにつっこまずに「さすがワン子さん……カッコイイ～」と手放しにほめた。策略の臭においがムンムンした。

　列が進んで入り口が近づくと、とつぜんフラちゃんが列から離れた。

「私やっぱりお化けとか苦手だからパス～。ワン子さん、阿あ部べくんといっしょに行って」

「ええ!?」

「ワン子さんは怖くないから大丈夫だよね、ごめんね～」

　有無をいわさない勢いで、フラちゃんは列から外れて駆けて行ってしまう。

　事前に逃げ道を塞ふさいでいるところが恐ろしい……。

　ワン子さんは「あわわ……そんなぁ」と悲しげにつぶやいた。それからキョロキョロと落ち着きをなくした。悪事を働いているみたいに挙動不審になってしまった。

「……私、阿部くんと二人になって、いいんでしょうか？」

「え？」

　どういうことだろう。

「ダメってことは無いんじゃないか」

「ダメじゃないなら……いいですけど」

「次のかたどうぞーっ」

　係員のお姉さんに促されて、春はる明あきとワン子こさんはお化け屋敷に入場した。

　入り口を通ったとたん、ぎゅっと、今度はワン子さんの方から春明の手を握ってきた。

　頼られているみたいで、悪い気持ちはしない。

　絶叫マシンにすら何かしらのモチーフがあるＵＮＪだが、このお化け屋敷にはモチーフとしている作品がない。

　そういった演出を用意すると、どうしても怖さが薄れてしまうからだ。

　つまりこのお化け屋敷はガチだということだ。

　ＵＮＪのコンセプトを曲げてまで、全力で客を怖がらせにかかっている。

「きゃあああっ!!」

　入場時は手をつなぐにとどまっていたワン子さんは、気がつけば全力で春明に抱きついていた。……詩し絵えよりも小柄だが、詩絵よりも胸があるみたいだ。二の腕にむにゅむにゅと当たってきて、春明はお化けよりもそっちの方が気になって仕方ない。

　詩絵のおっぱいにはある意味でもはや遠慮を感じなくなっているが、ワン子さんのおっぱいには『いいの？』という気持ちになってしまう。

　詩絵とはまた違う、女の子の匂においもしてくる。

「ワン子さん……怖いの？」

「悪いですかっ！」

　入場前は子供騙だましだなんて言っていたのに、開き直ってきた。

　……まぁ、虚きよ勢せいなのは最初からわかってたけれど。

　胸が当たってドキドキするが……彼女は怖がって抱きついてきているのだから邪念を抱いてはいけない。紳士的にエスコートしなくては。

「しかし、魔物なのにお化けが怖いなんて、変な話だな」

「魔物と幽霊をいっしょにしないでください！　魔界に幽霊なんていませんよバカーっ!!」

「グオゴゴゴゴゴゴゴゴ!!」

　目の前にフランケンシュタインが飛び出してきた！

「ぴゃああああああああああああ!?」

　ワン子さんは涙目でへなへなとその場にしゃがみこんでしまった。

「ワン子さん、今のを怖がるのはちょっと不ま味ずいんじゃ」

　幽霊じゃなくてフランケンシュタインなのに……。

　フラちゃんがこのことを知ったら問題なんじゃないか？

　ワン子さんは「ううう……」と情けない声をあげて、両手をぶんぶんと振った。

　立ち上がる気配が無い。

「どうしたの？」

「こ、腰が抜けました」

　……なんてこった。

　腰が抜けるというのは、別に腰の骨を脱だつ臼きゆうするとか、そういう物理的な怪け我がではない。

　どちらかというと心理学の分野だ。緊張や恐怖で神経メカニズムに不調が生じて、体の一部分が動かなくなる。

　つまり応急処置が必要なものではない。ほっとけば治る。

　しかし幽霊屋敷でほっておくわけにはいかないし、怖がっているのにかわいそうだ。

「ほら」と、春はる明あきは背中を差し出した。

「……お、大きな背中ですね」

「別に背中アピールしてるんじゃなくて！　負ぶるから」

「え、いやそんな、いいですよ！　恥ずかしいし、その、恐れ多いです！」

「恐れ多い？」

　恥ずかしがっていたのはさっきもだけど、ものすごく意外な言葉が飛び出してきた。

　ワン子こさんは、いかにも失言をしてしまったというように慌てた。

「だって、阿あ部べくんは一応、詩し絵えさまの眷けん属ぞくですし」

「そんなこと気にしてたのか……いやでも後続のお客さんも来るから、とにかく早く」

　春明がそうせかすと、ワン子さんはようやく春明の背中に負ぶさってくれた。

　日ごろからこちらに遠慮なくツッコミを入れているようで、やっぱり遠慮してたんだな。

　詩絵との間にわだかまりがなくなっても、すぐには仲良くなれなかったのも身分への遠慮が原因だろう。

　それにしても背中、あったかいな。それに胸が当たる。太ももに手をかけると柔らかい。

　いや、邪念を抱いちゃダメだ。

「そんなこと気にしないで、俺おれや詩絵と仲良くしてくれよ。遠慮されても嬉うれしくなんてないよ。詩絵だってそう思ってると思う。誰だれも得しない」

「……そうですよね。だけど……」

　思うように素直になれないって感じだろうか。

　人狼ワーウルフは、かつての魔界の階級制度の中で下位の種族だったと聞く。

　理屈で遠慮なんて必要ないと思っていても、心はなかなか自由にならないのだろう。

　まぁ、時間をかけて慣れてもらうしかないか。

　詩絵の友達第二号はワン子さんたちのつもりでいたから、早く慣れて欲しいけどな。

「でも、たとえワン子さんが遠慮を感じてたとしても、俺はとっくにワン子さんのこと友達だと思ってるからな」

「……がう」

　自分で言ってから気恥ずかしくなって、春明はズンドコと先に進んだ。

　春明の背中で、ワン子さんは身をこわばらせている。体重が変化するわけではないが、身体を硬くされると支えづらくて重たく感じてしまう。

　しかし負ぶってお化け屋敷を進むうちに、ワン子こさんはあまり怖がらなくなった。

「あの……吊つり橋効果ってあるじゃないですか。いっしょに怖い思いをした人間が仲良くなるっていう……」

　不意にワン子さんが口を開いた。おっと、陰おん陽みよう師じの専門の話題だ。

「あれって本当なんですか？」

「本当だよ。実験もされてる。恐怖へのドキドキを異性へのドキドキと勘違いしちゃうなんてバカらしいけど、完全に無意識での勘違いだからどうしようもないらしいよ」

「そうなんですか……どうしようもないんですか」

　たとえキッカケが勘違いや、嘘うそだったとしても、好きと思ってしまえばそれが本物の思いになる。……自分と詩し絵えのように。

「ただしこれは恋愛に限定したもので、同性だと吊り橋を渡っても仲良くなれないらしい。まぁ、男同士だとどんなに仲良くなってもドキドキはしないから錯誤しようがないよな」

「恋愛限定、ですか……」

　背中のワン子さんから、不意に緊張のこわばりが消えた。全身から力を抜いて、こちらに身をゆだねる感じがした。熱っぽいため息が春はる明あきの首筋にかかる。

「……だったら、仕方ないです」

「仕方ない？」

「な、なんでもないです」

　出口にたどり着くと、フラちゃんが待っていた。

「わ～すごく仲良くなってる～。さっきは手つなぎで、今度はオンブなんて～」

　などとひやかしてきた。

「ワン子さん、そろそろ体大丈夫？」

「あ、はい……大丈夫みたいです。動くようになってる……何だか不思議……」

「動かなくなってた部分の筋肉、ストレッチした方がいいよ」

　ワン子さんは背中や腰を伸ばすように、上半身を前後に動かした。

　フラちゃんが「てぃひひひ」と笑っている。

　ワン子さんは自分や詩絵に遠慮を感じていたことがわかったけど、最後には少しは心を開いてくれた気がする。

　……きっと全部フラちゃんの狙ねらい通りなのだろう。

　フラちゃんは、ワン子さんが自分や詩絵に向けている遠慮に気づいていて、それを解消させてやりたかったに違いない。

　怖がりのワン子さんがお化け屋敷に入れば、誰だれかに頼らずにはいられないと親友のフラちゃんにはわかっていたのだ。

　……しかしそんな風ふうに気をまわしていて、フラちゃん自身は遊園地を楽しめているだろうか。

「てぃひひひひっ。ラブラブ～」

　……いや、ある意味すごく楽しそうだけど。

　ラブラブじゃないってば。

「しかし、フラちゃんって笑い方がちょっと変だな」

「あー、私はフランケンシュタインで、自然に生まれたような魔物というか生き物じゃないからね～。ちょいちょい体に不具合があるんだよ～」

「そ、そうなのか……」

　そうか……、考えてみればフランケンシュタインってそういう存在だよな。

　人造（いや、魔造か？）の存在。

　彼女にも、何か彼女なりの苦悩があるに違いない。

「まぁ、のどに油をさせば直るんだけどね～。てぃひひひひ！」

「気軽だな！」

　ずるっとコケそうになる。やっぱり大して深刻でもなかったらしい。

「……だからこんな私でもみんなを幸せにできたらいいな～って思うな」

　春はる明あきがずるっとコケそうになっていたところで、フェイント気味につぶやいた。

　こう見えて、意外と周囲に気遣い屋のフラちゃん。

　手段はともかく詩し絵えとワン子こさんのケンカを仲ちゆう裁さいしたり。

　バイトをしてそのお金で、魔界の仲間たちにいつも人間界のおみやげを買ってきたり。

　ワン子さんが屋上で詩絵を罵ののしって春明がそれに怒ったときも、フラちゃんがすかさずワン子さんにフォローを入れていたり……。

「……フラちゃんも幸せにならないとだめだよ」

「私は幸せだよ～。毎日すごく楽しいよ～」

「言っておくけど、俺おれはワン子さんともフラちゃんともとっくに友達のつもりでいるからな。あだ名で呼び始めた時点でとっくに」

　ストレッチしているワン子さんと、フラちゃんとを見回しながら、ちょっと恥ずかしいことを宣言してみる。

　ワン子さんが再び顔を赤らめた。

　この二人とも、もっとちゃんと仲良くなりたいと春明は思った。

「私だって友達のつもりだよ～」

　てぃひひひ、とフラちゃんが笑い飛ばした。



「ＵＲＹＹＹＹＹ!!」

「ぎゃあああああっ！　なんだこれ怖いよぉおおおお！」

　一方そのころ、お化け屋敷内では詩絵の悲鳴が木霊こだましていた。彼女はあろうことか吸血鬼を相手にビビリまくっていた。

　――お化け屋敷内の『吸血鬼』担当のバイトは、そのときすさまじい興奮を感じていた。

　今日の客は、なんて驚かしがいがあるんだろう！

　先ほどのメガネっ子も、良い感じに驚いてくれて気持ちがよかった。

　そして今回の銀髪の女の子のリアクションはさらに良い。

　バイトをはじめてから半年経つが、こんな上客は初めてだ。

　吸血鬼は、本来なら一回だけ目の前を通過したらもう役割を終えるのだが……彼はついこの少女をもっと驚かせたいと悪ノリをして、さらに背後から客を追いかけた。台本を無視したアドリブだった。

　そして、いまだかつて無い会心の奇声をあげた。

「ＵＲＹＹＹＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

「ぎゃああああああああああ!?」

　背後から迫りくる黒マントの吸血鬼に、詩し絵えは全力で悲鳴をあげた。

　アルバイトはさらにエキサイトして、ついには詩絵につかみかかろうとする。

「あぶないっ！」

　かおるが声をあげた。

「ぐえっ!?」

　次の瞬間、バイトの視界は反転し、背中に衝撃を受けていた。

「かおる……？」

　かおるが詩絵とそのバイトの間に割りこんで、バイトを投げ飛ばしていたのだ。

　……しかし冷静になってかおるは青ざめた。とっさの行動だったが、考えてみればこの人はただのお化け役のアルバイトだ。別にこちらに本気で危害を加えようとしていたわけではない。バイトはよたよたと立ち上がった。

　謝らないと。

「「失礼しました!!」」

　やりすぎたかおると、調子に乗りすぎていたバイトは、同時に深々と頭を下げていた。

「ぷっ」

　その様子をみて、詩絵は「あはははははは！」思わず笑い声をあげた。



「すっごく楽しかったのだ！」

　春はる明あきがワン子こさんやフラちゃんと話をしていると、詩絵とかおるも出口からやってきた。

　詩絵はべったりとかおるの腕に抱きつき、かおるは困ったようにしている。

　……うーむ……計画通りになっているのに、何か悔しい。

　詩絵が自分以外の人間にジャレつくなんて……。

　詩絵に抱きつかれたかおるが、ぽりぽりと頭をかいた。

　おや、と春明は再びそれが気にかかった。

　頭をかく――それはかおるのストレスサインだ。人はストレスを感じてそれを無意識に発散するとき、人それぞれに固有の癖を持つ。

　かおるがストレスを感じたときにとる固有の行動――ストレスサインは、頭をかくことだ。これまでいっしょにいて、何かを誤ご魔ま化かそうとしたり、嘘うそをつこうとしたとき、彼女は頭をかくことが多かった。

　つまり彼女は今、ストレスを感じている可能性が高い。

　どうしてだろう？　……かおるは人見知りだから、詩し絵えに積極的にベタベタされて緊張してしまっているのかもしれない。

　うん、その可能性が高そうだ。でもすぐに慣れるに違いない――春はる明あきはそう考えた。

「ねえ春明」

　詩絵がかおるから離れて、春明の方に寄ってきた。

「もしかして春明、ぼくのことを避けて、かおると仲良くさせようとしてた？」

　……バレたか。後になってからバレるのは計算のうちだったけど、思ったより早い。

　春明は詩絵に怒られるのを覚悟したが、彼女はしょんぼり肩をしおれさせた。

「かおると仲良くなるのも嬉うれしいけど、かおるはライバルだから、こういうのちょっと切ないよ。春明、もっとぼくに構って欲しいのだ」

　ライバル――詩絵にとって、かおるはそうなのか。

　ちょっと無神経だったかもしれない。

「春明はぼくに好かれてるって自覚が足りないよ」

　すねたように言う。

「そういうところ、春明ってヘタレだと思う……」

　グサっと胸に刺さった。

　ヘタレという言葉はいつだって春明には致命傷になる。

　他人からの好意を信じられないのは、それを背負う勇気がないから――そういう側面は、確かにあるから。

　詩絵のためを思った行動でも、詩絵の幸せにつながらなければ陰おん陽みよう師じとはいえない。

「ごめん詩絵、これからは変なこと考えずに、ちゃんと普通に遊ぶよ」

「そうしてほしいのだ」

　ぐりぐりと詩絵の頭を撫でると、詩絵は気持ち良さそうに目を細めた。

　――詩絵の様子に気をとられて、春明は先ほどかおるに感じた違和感を忘れた。

　今日のところは、計画はこれで終わりだ。詩絵とかおるも仲良くなったし、自分とワン子こさんたちとも仲良くなった。あとは、普通に遊ぼう。

「春明は……」

　――春明と詩絵の様子を眺めて、かおるがぽつりとつぶやいた。

「……月つき宮みやさんのことを本当にすごく大事に思ってるんだな。なんでも月宮さんのことが中心で……うらやましいな……」



　　　×　×



　夕日が傾き始めると、遊園地は次第にライトアップを始めた。

　色とりどりの光が、暗さを感じさせないほどに満ちていく。昼の白さが消えると世界は七色に輝きだす。

　詩し絵えとワン子こさんは変わりゆく風景に、口をあんぐりさせた。

　春はる明あきは二人があんまり驚いているものだから、不思議に思った。

「詩絵、ワン子さん、大丈夫？　なんかすごくぽかーんとしてるけど」

「春明、すごいね、これ」

「圧倒されました。……バカバカしいけどすごいです」

　そんなに？

　春明にとっては、遊園地のライトアップはそれほどすごい風景に思えなかった。

　しかしワン子さんが次に口にした言葉で、春明は理解した。

「魔界では、電気はまだ貴重ですから、こんな無駄遣いはできません……」

「ライトアップもすごいけど、アトラクションも楽しかった。魔界で魔物同士がウホウホと力と魔力で争っている間に、地上では人間がこんな世界を作り上げていたんだね……」

　詩絵は遊園地をまぶしげに見回した。

　そう言われてみると、人間というのは大したものだと春明もあらためて思った。この遊園地という空間は、遊ぶ以外には他ほかに何の役にも立たない。純粋な、平和の産物だ。

　歩いていると、中央の広場がやけに明るく、騒がしい様子だった。

　広場はイベントスペースで、キャラクターショーなんかをよくやっている。

　いや、時間からしてもしかすると、エレクトリカルな感じのパレードなんかをやっているのかもしれない。

「行ってみようか」

「うん！」

　中央広場には『ＵＮＪ大コスプレ集会』という看板が掲げられていた。七色の光に包まれて、広場のステージにはアニメキャラのコスプレイヤーが大集結している。

「コスプレ！　聞いたことがあるのだ!!」

　詩絵が興味津々な声をあげた。

　さっきまで人間すごいなんて感かん慨がいにふけっていたのに、えらい場所に来ちゃったな……。

　有志の団体がスペースを借りて催もよおしているらしい。広場のあちらこちらが撮影会状態だ。

　男性コスプレイヤーも多いが、女性の方が圧倒的に多い。肌の露出も多かったりして、困ってしまう。

　たまに春明も好きなキャラクターがいたりすると、女の子たちの手前、すごく落ち着かない思いがした。

「春明ってこういうの好き？」

　詩絵が無邪気にたずねてきた。

「好きじゃないといえば……嘘うそになる！」

　女の子が自分の好きなマンガやアニメのキャラの格好をしていたら、そりゃ気にならない方がおかしいよね。

　よし、開き直って全力でガン見しよう。デジカメもってくればよかった。

「春はる明あきが珍しく素直だ……！」

「春明も男の子なんだな」

「春明くん……がう……」

　みんなが呆あきれているが……今は見栄を張るべきときじゃない！

　春明は意気揚々とコスプレ集会に身を躍らせた。

「あれ、春明じゃないか」

　恥も外聞も無くなった春明に、聞き覚えのある声がかかった。

「おまえは……誰だれだ？」

　コスプレ集団の中に、顔はシュウマイ、体は全身黒タイツという謎なぞの存在が交じっていた。……顔の部分が白い固まりになっているが、たぶんあれはシュウマイだと思うのだ。グリーンピースらしき緑色も、頭上に輝いている。

「誰って……もちろんシュウマイキングさ」

「どうしてシュウマイが俺おれの名前を知っている……？」

　得体のしれない恐怖に、春明は後ずさった。

「なんだよ冷たいな。俺のことがわからないのかい？　シュウマイキングだよ」

「シュウマイの国の王様っぽい人なんて、知り合いにいないんだが」

　いや、コスプレなのはわかるんだが、何のキャラだよこれ。

「ていうか声でわかってくれよ、マジで切ないんだけど」

　シュウマイキングはカポっと頭のシュウマイを外して素顔をさらした。

「なんだ、やっぱり飯いい島じまくんじゃないか」

「わかってたならそう呼べよ！　切ないよ！」

「相変わらず気持ち悪いな。こんなところで何やってるの？」

「それはもちろん、コスプレを愛する男としてコスプレをしに来たに決まってる。ＵＮＪは最近じゃコスプレの聖地ってことになってるんだぜ！」

　コスプレ集団の真ん中で、飯島くんは胸を張った。

「へえ、中学からのつきあいだけど、そんな趣味があるとは初めて聞いたな」

「ネットでは有名なコスプレイヤーなんだぜ！　これだって俺の手作りなんだからな！」

　よく見ると、コスプレの頭部分は発泡スチロール製でけっこう安っぽかった。

「引くわー」

「引くなよ！　そこは親しいと思ってた友達の今まで知らなかった意外な一面にきゅんっとしてくれよ!!」

「そ、そんなこと言われても、俺、別におまえと仲良いつもりなんてないし……」

「ツンデレ！　ちくしょう素直になーれーよーっ!!」

　飯いい島じまくんが抱きつこうとしてきたが、春はる明あきはヒラリと身をかわした。

　……俺おれは男のコスプレなんて興味ないんだ、こんな奴やつとジャレてる場合じゃないぞ。

「……こいつって、コスプレにくわしいの？」

　気がつくと隣に詩し絵えがいた。

「いつの間にいたんだ、詩絵。言っておくけど俺は飯島くんのことなんか本当にどうでもいいんだから誤解するなよ。ツンデレじゃないぞ」

「飯島！　話があるのだ!!」

「なんだ、俺から春明を奪おうとする悪女め!!」

「ぼくもコスプレがしたい！　何とかならないかな？」

「む、ずうずうしい奴……しかし……コスプレがしたいとは良い心がけだ。何とかしてやりたくもある。娘よ……おまえは何を求めてコスプレをしたいと欲する？」

　飯島くんは重々しい声色で問うた。キャラが安定しない奴だった。

「もちろん、セクシーなコスプレでコスプレ大好きな春明をメロメロにするためなのだ！」

　そんな動機かよ。

　べ、別に大好きってほど好きじゃないぞ、コスプレなんて。

「むう……邪よこしまな動機だが、純粋な気持ちを感じる。気に入った！　俺のシュウマイキングを使って良いぞ!!」

「いや」

「そうか……じゃあ似たような体形のレイヤーさんを探して借りてこよう。どういうのが良い？」

「一番セクシーなやつで頼むのだ！」

「俺のシュウマイキングが一番セクシーだと思うのに……じゃあ借りてきます」

「ちょっと待ってくれ！」

「ちょっと待ってください！」

　コスプレ集団へと向かう飯島君に、二人分の声が、待ったをかけた。

　振り向くとかおるとワン子こさんも来ていた。

「わ、私にもコスプレ衣装を頼む」

「私もお願いします！」

「白しら峰みねさんと犬いぬ飼かいさんも？　この際だから別にいいけど……どういうのが良い？」

「月つき宮みやさんに負けないものを！」

「私もそれで!!」

「ええっ!?」とつぜん現れた二人の勢いに、詩絵が困惑の悲鳴を上げた。

「ぼくが一番セクシーじゃなきゃ困るのだ!!」

　飯島くんは困惑した。

「えーっと……なんかもう、どんなサイズを借りてくればいいのか全然わからないから、これから他ほかのレイヤーさんに借りに行くけど、みんなも交渉についてきて」

「わかったのだ」「わかった」「わかりました」

　三人は飯いい島じまくんに続いて、コスプレの集団に吸いこまれていく。

　……なんかえらいことになったぞ。

　かおるが詩し絵えに対抗しちゃうのはいつものことだけど、どうしてワン子こさんまで……。

　しかし……楽しみじゃないと言えば嘘うそになる！

「……ってそういやフラちゃんはどうした？」

「私はここにいるよ～」

「うわっ!?」

　飯島くんたちが向かっていったのとは別の集団から、とつぜんフラちゃんが現れた。

　……その手には、妙なコスプレ衣装らしきものが抱えられていた。

「私も別の人と仲良くなって、お願いしてコスプレ借りてきたよ～。春はる明あきくんの分の」

　無駄にコミュ力が高いな。

　そういえば、いつの間にか『阿あ部べくん』じゃなくて『春明くん』になっている。

　フラちゃんだけじゃなくて、さっきワン子さんもさりげなくそう呼んでいた。

　ちょっと嬉うれしいな。

「ていうか、どうして自分の分じゃなくて勝手に俺おれの分なの？」

「はい、ギョーザマンだって～。カッコイイ！」

「……」



　共感覚があると、別行動をとってから合流するときに便利だ。

　人混みの中で、さらに互いの姿がまるで別物になっていたとしても、すぐに相手を探し当てることができる。

　詩絵だったらどんな状況でどんな格好をしていても、俺にはわかる！　……なんて言えば、いかにも正当派ラブコメの主人公とヒロインって感じだけれど。

　というわけで、春明は姿を変えた女の子たちを、すぐに見つけだすことができた。

「春明っ！」

　互いの姿を見つけあった瞬間、詩絵は飛び出してきた。

　その姿を見て、春明は心臓をわしづかみにされた。

「吸血鬼なのにネコミミじゃないか……！」

「セクシー系吸血鬼の衣装は無いかって言ったのに、似合わないからやめろって言われたのだ。にゃーん！」

　詩絵は自らの姿を見せつけるようにその場で一回転した。しっぽがくるんと浮いてまわる。

　頭にネコミミ、お尻しりにしっぽを生やして、ファーで白銀の毛並みを再現した猫っ娘こだ。元もとネタは知らないけれど、もともと銀髪の詩絵にはおあつらえ向きに似合っている。

　胴体は白色のレオタードで、手足を惜しげもなくさらしている。元気いっぱいなデザインのくせにちょっとハイレグ気味だったりして、思わず慌ててしまいそうになるほどセクシーだ。

「春はる明あきー、えへへ、似合う？　春明こういうの好き？」

　自分の姿を見せつけてから、詩し絵えはドーン！と春明に体当たりして抱きついた。

「う、うん、似合ってるんじゃないか、詩絵、すごく可愛かわいいし……」

　ええい、ドキドキしすぎて落ち着かない。

「詩絵じゃないのだ。詩絵にゃんなのだ。にゃーん♪」

　詩絵は今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすがごとく甘えてきた。

「そ、そうか。詩絵にゃん可愛いぞ詩絵にゃん」

　春明はそれを躊躇ためらうことなく受け入れて、猫っ娘こと化した詩絵にゃんのあごをくすぐった。詩絵にゃんは「ごろごろ～」とか猫の真ま似ねをして、いっそう甘えてくる。

　すぐさま春明の頭はとろけた。

　詩絵は体のラインが浮きあがったレオタード系の衣装だし、春明も全身タイツなものだから、ぎゅっと抱きつかれると、まるで裸で抱き合っているような感触がする。詩絵もダイレクトなお互いの感触に気がついたのか、ぼっと顔から火がでたように赤くした。

　――いや、落ち着け、俺おれ。共感覚で真まっ先さきに詩絵を見つけたが、詩絵がいるということはかおるたちもいるということだ。

　春明めがけてダッシュした詩絵を追いかけるように、かおるとワン子こさんもやってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　春はる明あきはとっさに詩し絵えから腕を離して、抱き合っているのではなく詩絵に抱きつかれているのだという体てい裁さいを整えた。

　かおるたちを見た瞬間、春明は再び心臓をわしづかみされた。

　……どうしてみんな、こんなに肌色率が高いんだ……。

　元もとネタはよくわからないが、かおるは女戦士らしい。黒いレザーのマントにブラとホットパンツ、腰には太いベルトがあしらわれてハードな印象を作っている。背中に背負ったバカでかい黒い日本刀がカッコイイ。

　お腹や肩や太ももが露出した大胆なデザインだが、かおるの肌はどこも綺き麗れいだし、体形も引き締まっているからピッタリ似合っている。

　ワン子こさんはチャイナドレスをアレンジした衣装に身を包んでいた。ツヤのある薄い素材がしっとりと体のラインを浮かび上がらせている。これはたしか格闘ゲームに登場するコスチュームで、動きやすいようにスカートのすそが思いっきりミニになっていた。

　サイドの切れこみも深く、際どい感じで、ワン子さんは必死にそこを押さえている。

　三人とも露出が高いのに、それ以上にデザイン的な可愛かわいさが先に感じられるあたり、さすが人気キャラクターのコスチュームだ。

「は、春明、どうだ……？」

　食い入るように見つめる春明に、かおるは身を縮みこませてたずねた。

「私についてはコメントしなくていいです！」

　ワン子さんは怒ったように声を荒げた。なんで怒ってるんだ。

「二人とも、可愛いと思う……」

　春明は照れまくりながら言った。

「そうか……春明はコスプレ好きだから私なんかでも喜んでくれるんだな……とんでもないコスプレマニアだな、春明。だけど嬉うれしいぞ、春明」

「自虐を言うのは勝手だけどそれに俺おれを巻きこんでマニアあつかいするな！」

　ワン子さんはかおるの後ろにしがみついて隠れてしまった。

　隠れるぐらいなら着なければいいのに。

　そう思って春明はワン子さんを追っかけてかおるの背後にまわった。「がうーっ」ワン子さんはさらに逆側に逃げる、春明はそれをさらに追っかけた。

「……ところで春明のその格好は何なの？」

　春明がワン子さんで遊んでいると、詩絵がついに追及した。

　かおるもどうあつかっていいのか困惑したような目でこちらを見ている。

「春明……そんな衣装で大丈夫か？」

「……大丈夫だ、問題ない」

　今、春明は全身タイツに巨大な餃ぎよう子ざ型の頭をくっつけた、謎なぞのスーパーヒーロー『ギョーザマン』のコスプレをしていた。というよりさせられたのだ、フラちゃんに。

　確かに恥ずかしいが、この場にいる人間はみんな恥ずかしい格好をしているのだ。郷に入っては郷に従え。赤信号、みんなで渡れば怖くない。

　むしろ自分自身も恥ずかしい格好をしているからこそ、堂々とみんなのコスプレを見ることができるのだ。詩し絵えの太ももかおるのおへそ。眼福すぎる……。

　……ふと気がつくと、こちらに視線を向けてくる人が増えはじめてきた。ギョーザマンが注目されているわけでは、もちろん無い。視線の的は、女の子たち三人だ。

　詩絵たちが恥ずかしげにモジモジとしだした。……かおるやワン子こさんが恥じらうのはわかるが、詩絵が恥じらうのはちょっと意外だ。

　何しろ、初対面からいきなり裸でこちらの風ふ呂ろに乱入してきたからな。

　でもあれは、考えてみれば彼女にとってもかなり思い切った誘惑だったのだ。

　詩絵だって羞しゆう恥ち心しんが無いわけではない。

　……自分以外の人間が、彼女たちの今の姿を見るっていうのは……なんか腹が立つな。

　詩絵はまだしも、かおるやワン子さんにまで独占欲を発揮する筋合いは無いんだけど……それでも気持ちとして、なんか悔しい。

「この子たちは部外者だから撮影禁止だよー！　たしかに可愛かわいいけど遠慮してねー！」

　飯いい島じまくんが、こちらに注目してくる人々に号令した。

　人々は仕方なさそうに、春はる明あきたち一団からぽつりぽつりと離れていった。

　驚いた、飯島くんは本当にこのコスプレ集会でそこそこ発言力のある存在らしい。

　飯島くんの気遣いによって、詩絵たちのコスプレ姿が見知らぬ人々の見せ物にされるのは避けられた。飯島くんが「俺おれ今すごくいいことしたよね！　ほめてほめて！」といわんばかりのキラキラした表情で、こちらに親指をたてつつ駆け寄ってくる。

　だが春明は感謝をのべる前に――飯島くんにも今の彼女たちの姿を見せたくないと思ってしまった。

「てめえ、こっち来んな！　目を開けるな、記憶を消せー！」

　こいつの眼球をえぐりとって、詩絵たちの姿が見えないようにさせなければ！

「うおっ、危ねえ!?」

　春明の目め潰つぶしを、飯島くんは機き敏びんに回避した。体育会系だけあって手ごわい。

「こんなに戦闘意欲に満ち溢あふれた春明を見るのは初めてなのだ……」

　詩絵が感心して言った。

「うろちょろするな、シュウマイキング！」

「どうしたんだ、ギョーザマン!?　どうして俺たちが戦わなければならない!?」

「問答無用！」

　今、突発的にギョーザマンＶＳシュウマイキングの戦いが幕を開けた！

　春明は、飯島くんが詩絵たちに近づくのを防ごうと、抱きつくように組み付いた！

　男らしい力と力の接近戦だ！

「キャー！　ギョーザマン×シュウマイキングよォオオ!!　抱き合ってるぅうう!!」

「理想のカップリングキタコレ!!」

「違うでゴザル！　このカプはシューキン×ギョーザでゴザルよ!!」

「何言ってるの!?　私のギョーザはこんなにかわいい受けじゃない！」

　あれ!?　戦ってたつもりなのに、なんかすごい変な人たちが来た!?

　ドドドドドドと地響きを鳴らして、女の子たちがこちらに駆け寄ってきた。

「わあ、いろんな人たちが俺おれたちの仲を祝福してくれてるぞ、春はる明あき」

　こいつはこいつでキモイ勘違いをしている!?

「春明たちってやっぱりそうだったのだ……ぼくのアプローチに全然応えてくれなかったのはヘタレだからじゃなくて……」

「春明……同性愛はいけない……」

「不潔です！　でも春明くん、何だかドキドキします……」

　女の子たちがどんどん誤解してる、特にワン子こさんが取り返しのつかない深しん淵えんに片足を踏みこみかけてる!?

「違うでゴザル！　そんな乱暴に組み付くのではなく……もっと包みこむように抱きつくでゴザル！　もっと顔を近づけて！　ほれ、シュウマイももっと積極的に！」

　妙に迫力のある女性に駄目出しをされてしまう。

　戸惑う春明を追い討つようにフラッシュが焚たかれ、シャッター音が鳴った。

　ギョーザとシュウマイが近づいたところでどうなるってんだ！　わけわからん……。

「こんな感じか？」

「うわ、顔を近づけるな！」

「仕方ないだろう、写真撮影のポーズリクエストに応えるのはレイヤーの性さがだ！」

　接近してくる飯いい島じまくんを跳ね除けて、春明は思わずその場から逃げ出した。



「くそ……とんでもない目にあった」

　今もコスプレを続けている詩し絵えたちには悪いが、こんな格好とはもうおさらばだ……。

　春明はステージから逃亡し、中央広場の脇わきに設営された簡易更衣室にやってきた。

　コスプレの着替えはここですることになっている。

　春明の着替えも、この更衣室のロッカーの中なのだ。

　――更衣室の扉を開けると、フラちゃんが着替えをしていた。

「へ？」

「あ～、春明くん。やっほ～。私もコスプレしたくなったから、着替えてたんだ～」

「そうなのか。それはいいけど……ここ男子更衣室だぞ」

　フラちゃんがあまりにも普通な口調だから、春明も思わず普通に受け答えてしまった。

「ええっ、そうだった!?」

　ここは男女に分かれた更衣室の、男子側だ。とはいえコスプレ集会は今も大盛り上がりだから、ここに来る人はいないだろうけど。

　……ていうか俺はこの場を去るべきじゃないだろうか。

　なんか普通に会話しちゃって逃げるタイミングを失ってしまったけど、いいのか？

　平然としているけど、フラちゃんは下着姿だ。背が高い上にスタイルも相当良く……胸なんか詩し絵えに慣れすぎた春はる明あきにはあまりにもダイナマイト。

　身動きをするたびに、ブラジャーごと揺れる。

　……って、やっぱりこんな風ふうに見てちゃダメだろ！　相手が怒らないからって!!

「春明くん、今、私の身体みてたね～。いやらし～んだ～。私が相手でもそんな気持ちになっちゃうんだ」

「え、いや」

「でも、別に見てもいいよ～」

　誤ご魔ま化かそうとした春明を、しかしフラちゃんが止めてしまった。

　見てて……いいのか？　春明は縫い付けられたように立ち尽くした。

　フラちゃんから目を離せなくなる。彼女をそういう対象として見たことなんて、なかったのに。

　自分の身体をいっさい隠そうとしないままフラちゃんは、狭い更衣室内で荷物置き場にされている机の上に浅く腰をかけた。そのまま、ゆっくりと足を開いていく。

　まるで股間を見せつけるように。

　……って、え？　フラちゃん、何やってんの？

「ねえ春明くん……造られた魔物である私の身体の細かい部分が、どうなっているかって気にならない？」

「こ、細かい部分!?」

　フラちゃんの長い指が下着に伸びた。パンツの、大事な部分を隠しているクロッチに指を差しこんで、そこをすっと浮かせる。その下には、彼女の細かい大事な部分がある。すでに見えそうになっている。ええ、ちょ、マジで!?

　春明は大混乱に陥ったが、そこから決して目をそらすことが出来ず、そして――

「な～んちゃってロケットキック～」

　――フラちゃんがぴょこりと片足をあげて春明に向けると、足が突然切り離されて飛んできた。ロケットキックだった。

「ぶべっ!?」

　飛んできた足が、両目を皿のようにしていた春明の顔面に突き刺さった。

　不意打ちの衝撃に春明は思わず尻しり餅もちをつく。

「てぃひひひ～」とフラちゃんがいたずらっぽく笑った。

「駄目だよ、春明くん。ほいほい他ほかの女の子にスケベ心を出しちゃ～。春明くんのことを本気で想ってる女の子がちゃんといるんだから。……春明くんがエッチだから、やっぱり私コスプレやめよ～っと」

　彼女は素早く服を着なおして、さっさと更衣室を出て入ってしまった。

　尻餅をついたまま、春明は茫ぼう然ぜん自じ失しつにそれを見送った。

「お、俺おれは試されたのか……？」

　そしてエッチな男という烙らく印いんを押されてしまった。

　しかし春はる明あきは理不尽を感じた。……こんなの無理だよ。男の子だもの。

　……だけど詩し絵えとの血の事情を抱えて、詩絵とかおるのどちらが好きなのか見極められずに入る自分には、普通以上の誠実さが必要なのかもしれない。

　そうでなければ、誰だれかを傷つけてしまうかもしれない。

　詩絵とかおるに挟まれて嬉うれしいけれど、嬉しいだけではいられない。

　フラちゃんは……身体を張って自分の誠実さ、理性を試した？

「いや、でも、やっぱり無茶だよあんなの、反則だ」

　春明はよぼよぼと立ち上がって、なにはともあれギョーザマンの衣装を脱ぎ始めた。



　　　×　×



　詩絵は春明がいなくなったので、かおるのことをまじまじと見つめた。

　この人は優しくて、包容力を感じて嫌いじゃない――同い年だが。

　詩絵は半月ほど前にかおるに殺されかけた。

　もうその恐怖を忘れたというわけではないけれど、かおるの家族が吸血鬼――自分の同族の犠牲になったと聞いたら、そうした過去は引きずるべきじゃないと思った。

　吸血鬼の王である自分の父さんは、人間との平和を目指している。その意志に背いてかおるの家族に危害を加えた吸血鬼は、いわば反逆者だ。

　かおるの仇かたきは、詩絵の敵でもあった。殺されかけたからといってかおるを恨めば、それは大好きな父さんの意志に背くことになるだろう。

　自分が一方的に許すのではなく、互いに許しあうのだ――アホだけど気高いところもある詩絵は、そう思った。

　春明がかおると仲良くなる機会を作ってくれたから、こんな風ふうに思えるようになった。

　かおるは良い人だと知ることができた。

　またほんの少し、自分の世界が広がって、心が広くなったような気がする。

「それにしても……かおるはエロい体をしてるのだ」

　詩絵の不ぶ躾しつけな視線に気がついて、かおるはビクリと自分の体を抱いた。

「つ、月つき宮みやさんはそういう趣味が……？」

　かおるは怯おびえたが、詩絵はかおるの体と自分の体を交互に見比べて、がっくしと肩を落としてしまった。

「ううう、ぼくだってまだまだこれから成長するのだ」

「十六にもなって、もうろくに成長なんてするわけないです」

　すかさずワン子こさんが憎まれ口を叩たたく。憎まれ口だが、ちょっとだけ親しみがこもった声色だ。

　吸血鬼だって寿命こそ長いが成長期は人間と変わらない。原形が人間で、そこから変化した類の魔物はみんなそうだ。

「なんだよー！　ワンコなんてぼくよりさらにちんちくりんのくせに！」

「身長は数センチ負けてるかもしれませんが、スタイルは私の方がオトナですっ！」

　とつじょ始まった口ゲンカに挟まれて、かおるはオロオロした。いつもならこういうとき仲ちゆう裁さいに入るフラちゃんが、この場にはいない。

「私は、月つき宮みやさんも犬いぬ飼かいさんも、女の子らしくて可愛かわいくてうらやましいと思うっ」

　口ゲンカに割って入ってきたかおるに、「む」と詩し絵えは向き直った。

「……かおる、どうしてぼくはかおるって呼んでるのに、月宮さんって呼ぶの？　水っぽいのだ。メイドがつくったカルピスみたいだよ」

「詩絵さま、それをいうなら水くさいです」

「えっ？」

　ケンカが中断されたと思いきや、妙なところに矛ほこ先さきが来て、かおるはうろたえた。

「ぼくは月宮って名字、好きじゃないから、詩絵って呼んでほしいのだ」

「ていうか詩絵さまの本名はシエ・ツェペシュですよね。月宮詩絵ってどこからとった偽名なんですか？」

　ワン子こさんが首を傾かしげる。詩絵は「駄メイド命名」と不機嫌に小さく答えた。

「だから、詩絵って呼ぶのだ」

「詩絵さん」

「さんはいーらーなーいーっ」

「し、詩絵」

　ちょっと照れながらかおるは言った。

　下の名前で呼び捨てにする相手なんて春はる明あき以外にはいなかった。

　友達。……いいのだろうか、自分が、友達などになってしまって。

『人でなし』

　――かすかに声が聞こえた。ささやかだけど、幻聴と思えない生々しい声。

「それでいいのだ」

　満足げに詩絵は言った。

「よかったですね、詩絵さま」

　ワン子さんも横で祝福する。かおるはぽりぽりと頭をかいた――無意識に。

　少しだけ汗もかいていた。

「かおる、今日やけに頭をかいてるけど、頭かゆいの？　シャンプーはしっかりしないと、乙女おとめのたしなみだよ。ぼくはシャンプーにはこだわってるのだ。ふふふ、勝った！」

　詩絵はガッツポーズをした。

　それから話題にひと段落つけて、周囲を見回した。

「春明、遅いけどどうしたんだろ……ちょっと探しに行ってくるのだ！」

　唐突にタタタタタっと詩し絵えが走っていく。

「月つき宮みやさんと白しら峰みねさんって仲よかったんだな。何だか意外な組み合わせだね」

　シュウマイキングのままの飯いい島じまが、かおるに話しかけてきた。

　かおるは話題を変えようとした。

「あの、飯島、この衣装って、どんな作品のどんなキャラの衣装なんだ？」

「それ？　ああ、白峰さんにすごく似合ってるよな」

　クラスメイトの飯島は、そう前おいてから説明を始めた。

「『ブラック・ロック・フェスティバル』って作品の主人公キャラで、妹の復ふく讐しゆうと平和のために世界にはびこる魔物を退治するんだよ！　見た目はハードな感じだけど正義の味方なんだ。ダークヒーローって感じかな。うん、やっぱりちょっと影のある委員長にピッタリだよな……あれ、どうしたの？　なんか顔色悪いけど」

　魔物ハンター。

　私は、今も……。

　かおるの身に、ざわりと悪寒が走った。

　ころころころ、とかおるの足元に何かが転がってきた。

　それは生首だった。いつか自分が殺した魔物の生首。生気の無い黄ばんだ眼球がこちらを無感情に見つめている。かさついて青ざめた唇が揺れた。

「人でなし」

　声は頭に浮かんだのではなく、確かに耳で聴いた気がした。

「人でなし」

　心臓が早はや鐘がねのように加速する。震えと、こみあげる吐き気。自己嫌悪。

　生首は幻覚とは思えないぐらいに生々しくそこに転がって、こちらを見つめている。

　……魔物ハンター。私は、今も……。……友達だって？　ダレが？

　かおるの頭がぐらぐらと揺れた。

「……白峰さん、どうしたの？　本当に、何だか顔色が……」

　飯島の声と同時に、生首は消失した。

　しかし震えと吐き気はそのままだった。激しく自分の頭をかきむしる。

「ご、ごめん、何でもない！」

　蒼白な表情のまま、かおるはその場から駆け出した。

　――ちょうど着替え終えた春はる明あきが戻ってきたのと、それはほとんど同時だった。
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　春明は、かおると飯島くんの会話を少しだけ聞くことが出来た。

　……自分のコスプレが魔物を退治するキャラクターと聞かされて、かおるはとつぜん走り出してしまった。飯島くんは何が起こったのかわからないという顔をしている。

　しかし春はる明あきは慌てて追いかけた。

　吸血鬼の血が馴な染じむにつれて、春明の身体能力は向上していた。スタートは遅れたが、春明は見失うことなくかおるの背中を追うことが出来た。

　かおるは中央広場から出て、ひと気のない植えこみに走っていき、そこでうずくまって丸めた背中を揺らした――嘔おう吐としていた。

「かおるっ!?」

「春明……」

　春明の声に、かおるは怯おびえたような反応を返した――こちらを振り向くと、悪いことをしていたのが大人おとなにバレて子供が叱しかられるのを恐れるような表情をしていた。

　……彼女の表情を見て、春明はようやくかおるのストレスサインの正体を理解した。

　詩し絵えと仲良くなるほどにストレスを示していたかおるは、決して人見知りで緊張していたわけじゃなかった。

　彼女には、無数の魔物を殺してきた魔物ハンターとしての気持ちが、感覚が、トラウマとなって残っていたのだ。

　自分が、詩絵とかおるを仲良くさせようとしていた陰で、彼女はずっと罪悪感に責められ続けていたのかもしれない！

「違うんだ、春明、これは……」

　うろたえながら、かおるは自分の嘔吐物を背に隠すようにした。

「気持ちを取り乱す理由なんて何もないのに、身体が勝手に震えて、勝手に……」

　かおる自身も、自分がどうしてこんな状態になっているのかわからない様子だった。

『身体が勝手に』――トラウマは意思の了りよう承しようを求めない。

　自動的なのだ。意思や気持ちではどうすることもできない。本人にも原因がわからない。心理学でそういう風ふうに勉強した覚えがある。

　しかし、だからといってどうしてやればいいのか春明にはわからない。

　とりあえず安心感を与えてやりたくて、かおるの肩を抱いた。

　少しだけ、かおるの震えがおさまった気がする。

　しばらくこうしていれば、落ち着いてくれるかもしれない。

「お姉さまから離れろ！」

　春明が安心しかけたところで、別の声が聞こえてきた。

　ここは中央広場から少し外れた、ひと気の無いひらけた場所だ。

　しかし振り向くと、いつの間にか一人の少女が近づいて来ていた。

　――かおるが『最近、尾行されている』と言っていたことを、不意に思い出す。

「……ヒナ？」

　かおるが、春明の肩越しに小声でそう呼びかけた。かおるの知り合いだろうか。

　かおるが名前を知っているということは――クルースニクの一員？

　しかしそのヒナと呼ばれた子は見るからに子供で、中学生程度にしか思えない。

「早くお姉さまから離れろ、変態男っ！　最近お姉さまの様子がおかしいと思っていたら……おまえの仕業なんだな!!」

　ヒナと呼ばれた少女は、癇かん癪しやく声で怒鳴った。しかしせっかく症状が落ち着きかけているのに、かおるを抱くのをやめるわけにはいかない。

「早く離れろ変態！　おかしいと思ったんだ、かおるお姉さまが遊園地なんて軟弱なところに行くなんて。完かん璧ぺきな魔物ハンターのお姉さまを腑ふ抜ぬけにさせるつもりなんだな!?　お姉さまを組織から抜けさせたのもおまえの仕業なんだろ！」

『魔物ハンター』という単語を聞いて、落ち着きかけていたかおるの肩が春はる明あきの腕の中で再び震えだした。かおるは今、恐ろしくナーバスになっている。

　――よくわからないけど、この女、よけいなことを！

「お姉さまっ、こちらに来てください！　今ならまだ組織に戻れますっ！　私が口利きをして、戻らせて見せます!!　組織は完璧な戦士であるお姉さまを必要としています！　一匹でも多くの魔物を殺すために!!」

「いいかげんにしろ、好き勝手に言いやがって！」

　我慢できなくなって、春明は怒鳴り返した。

「な……なんだ変態男め！　私とやる気か!?」

　ヒナと呼ばれた子はビクリと怯ひるんだが、すぐさま言い返してきた。

　やる気か、と言われても……目の前の少女はせいぜい中学生ぐらいで、とてもケンカなんてする気にはならない。

　いや、もしかしてこの子もかおるみたいにムチャクチャ強かったりするのか？

「はーるーあーきーっ！」

　そのとき、場違いな声が、緊迫した空気を破壊した。

　春明を探していた詩し絵えが、中央広場の方から猛烈な勢いでダッシュしてきた。

　……詩絵の瞳ひとみには春明の姿しか映っておらず、まるで猛牛のように途中に立っていたヒナと呼ばれる少女に体当たりをブチかまし「ギャーッ」弾き飛ばしてから、春明の胸に飛びこんできた。

　とっさにかおるから腕を離して、春明は飛びこんでくる詩絵を受け止めた。

「詩絵、人間を轢ひくな」

「へ？」

　春明に指摘をされてから初めてそれに気がついて、「ううう、ぼくと春明の直線上にいるのが悪いのだ……」と申し訳なさそうにうつむいた。

「香きよう車しやか、おまえは」

「むう、このパワーは……まさか魔物か!?」

　詩絵にはじきとばされた少女が、ふらふらと立ち上がる。

「？　かおる、どうしたの？」

　少女の様子はさておいて、詩絵はようやくかおるの様子がおかしいのに気がついた。

　それから春はる明あきと見知らぬ少女を交互に見やって、「うぬぬ……」と彼女なりに状況を理解しようとした。

「……おまえ、かおるをいじめたな！」

「……詩し絵え？」

　詩絵が怒っている。

　かおるのために怒ってくれるのは嬉うれしいが――だけどそれだけじゃない。

　まったく唐突に、ただそれだけじゃない『何か』が共感覚を通して伝わってきた。

　それは胸の奥から生まれて、激流のように全身を駆けめぐった。

　こんな感覚を、人間だったころの春明は知らない。

　怒りをキッカケにして、怒りとは違う別の何かが、詩絵の深いところから湧わき上がってくる。全身に『力』が駆けめぐってきている――春明は、詩絵との感覚の中で見知らぬ巨大な怪物のイメージを感じ取った。広がる翼つばさ、つやめく鱗うろこ。のたうつように伸びる角つの。

　……ドラゴン？

　得体の知れない気配をヒナと呼ばれた少女も感じたのか、ビクリと震えた。

「てったーい!!」

　彼女は大声をあげて背中を向ける。

　詩絵がそれを追いかけようとした。

「詩絵っ!?」

　春明は、思わず彼女の肩をつかんで制止させた。

「ほえっ？……春明？」

　詩絵が我に返ったような声をもらした。……いつもの詩絵だ。さっきまでの感覚は何事も無かったように消えている。

　春明は安あん堵どした。……今のは何だったのだろう。

　ワン子こさんから犬耳が生えるように、詩絵にも、春明のような元もと人間にはわからない未知の感覚があって、自分は共感覚でそれを感じ取っただけかもしれない。

　春明は震えていたかおるに安心を与えたくてその肩を抱いていたが、詩絵の登場に気をとられて、いつの間にかその手を離してしまっているのに気がついた。

　慌ててかおるに目を向ける。

「かおるっ、大丈夫か!?」

　かおるはぎこちない笑みを返して気丈に立ち上がった。

　もう震えていなかった。

「ごめん、春明、私なら大丈夫だから……」

　春明の心配を、跳ね除けるように言った。

　かおるは、こちらに目を合わせようとしなかった。……何かがぎこちない。

「……けっきょく、何があったの？」

　詩絵が不思議そうに首をかたむけた。
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　――どうしても納得がいかないと、恋こい塚づか希のぞみは思っていた。

　好きな人がいるなら仕方ない、という気持ちはある。それだけなら納得ができる。

　だけど、好きな人が二人いるというのは、どういうことだ。

　二ふた股またをするような人間に「好きな人がいるから」なんて誠実な言葉を吐かれたくない。

「おまえなんて嫌いだ」と言われたなら、きっとすっぱり諦あきらめることができたのに。

　……たぶん三日三晩、泣き暮れていただろうけど。

　嫌われてはいないと思うのだ。それについては自信がある。

　もしかしたら言い方がいけなかったのかもしれない。奴隷になれ、だなんて。

　もうちょっと素直な言葉で気持ちを告げられたなら、もうちょっと違った結果になっただろうか……。

　いいや、自分はああいう言い方しかできない。そうでなければ春はる明あきに傷つけられた自尊心は回復しない。そこを悔やんだら、自分はまた心に傷を負った卑ひ屈くつな人間に戻ってしまう。自分は春明を好きなのではない。屈服させたいのだ！

　ともかく納得がいかない。納得がいかない……。

　私は『克服』しないといけない……。

　そもそもあいつは八方美人だけど、二股をするような奴やつじゃない……。

　何か事情がある？　春明とあの二人は、普通の関係じゃない？

　――そう思ったら、希はつい遊園地に来てしまった。

　春明は『……来週に延期するか』と言っていた。デートで遊園地だったら、ＵＮＪに来るだろう。近場では他ほかに選択肢が無い。

　そう判断して、希はそこにいた。春明とのデートと違い、季節相応にタートルネックのセーターにセンスの良いスカートをあわせている。

　あいつがどんな二股をしているのか、見てみたかった。

　……でも今の私って、ちょっとストーカーっぽい？

　しかも週末のＵＮＪの客入りは多く、敷地も広大で、この中から春明を探し出すのは至難のわざだ。

　ＵＮＪにたどりついてから、希はバカげたことをしてしまったと後悔した。

　春明はああ言っていたものの、本当にいるかどうか不確かだ。そんな中で必死に春明の姿を探すなんて、ものすごく情けない気がする。

　少なくとも屈服させる人間の態度ではない。

　……帰ろうか。いや、それもそれで情けない。

「遊んでやる」

　自分はＵＮＪに遊びに来たのだ。春明を追ってここに来たのではない。

　そういうことにしよう。

　希のぞみは園内をブラブラと歩きだした。たくさんの魅力的なアトラクションが、希を迎えてくれた。ここは夢の国だ。

　とぼとぼ歩くな、私！　背筋を伸ばして、胸を張れ！

　歩くときは、自分の美しさに自信をもって、見せびらかすようにモデル歩きだ！

　いいぞ私、カッコイイ!!　……いったーいっ!!

　希はすぐさま足をくじいて、ひょこひょこしながら遊園地を巡った。



　意識していなかったけれど、遊園地に来るのは初めてだ。ＵＮＪは自分が中学生の頃ころにオープンして、ここいらの学生たちの定番スポットになった。

　だけど春はる明あきに絵が下へ手たと指摘されて以来、希はひたすら絵の練習に明け暮れていたから、こんなところに来る機会など無かった。

　希はつい全力でＵＮＪを楽しみ――そしてあっという間に日が暮れた。

　夜が来てライトアップが始まると、カップルがイチャついているのが目立ち始めた。

　ふと希は気がついてしまった。

　……ひとりで遊んでいる人間なんて、自分ぐらいだ。

　楽しいアトラクションに乗って「今の楽しかったね！」と言う相手もいない。周りの人たちは、みんなそうしているのに。

　ひとりで乗り物に乗る自分に係員が奇異の視線を向けているのを、ようやく気がついた。

　春明も周囲のカップルみたいに、この園内のどこかで、二ふた股またのどちらか、もしくは両方といっしょにイチャイチャしているのかもしれない。

　何をやっているのだろう、自分は……。

「ねえきみ、一人で遊んでるの？」

　粗野な声がして振り向くと、いかにも遊んでいそうな金髪の男がいた。Ｔシャツの胸元にはネックレスが重ねづけられ、太いジーパンを腰こし履ばきにしている。

「俺おれも一人なんだけどさ、いっしょに遊ばない？　ねえ！」

　自分とは縁遠いタイプの男に、希は怯おびえた。もともと小心者なのだ。

　立ちすくむ希の周りを、男はぐるぐると周り始めた。

「ねえ、なんで返事してくんねーの？　一人でこんなとこにいるってことはナンパ待ちっしょ。きみ綺き麗れいだしさ、けっこう男と遊んでるタイプでしょ？　遊んでるタイプだべ？　俺が相手じゃダメ？　ダメなん？　ねえちょっと……何とか言えよオイ！」

「……うるさいっ！」

　遊んでるタイプという言葉が胸をえぐり、希は思わず怒声を張り上げていた。

　素早く鞄かばんの中からペインティングナイフを取り出し、男の首につきつける。

「こいつでぶっ刺したあと、テレピン油ぶっかけて火つけて燃やすわよ!!」

　ヤケクソに勇気を奮って、希はがなりたてた。

「な、なんだよ……なんだよその変な刃物。テレピン油って何だよ、気持ちわりい！　怖っ！　おっかねー！」

　希のぞみの剣幕に、男は意外と情けなく、悲鳴をあげて去っていった。

「ひどいよ……」

　希はへなへなと力が抜けて、うつむいた。思わず瞳ひとみに涙が浮かぶ。

「私、遊んでなんてないよ……」

　手に握ったペインティングナイフをカバンにしまう。定期も財布もいつも画材カバンに入れっぱなしだから、つい遊園地にまで画材カバンを持って来てしまった。

　見た目をどれだけ磨こうとも、根っこのところで自分はこんな人間だ。遊園地にまでペインティングナイフやテレピン油を持って来て、ひとりで遊ぶ場違いな女。

　こんな自分を『遊んでる女』あつかいするなんて、あんまりだ……。

　どうしてこんなにみじめなんだろう、私は栄光を手に入れたはずなのに！

　春はる明あき……。

　中央広場の方から、華やかな歓声が聞こえてきた。何かイベントでもやっているのだろうか。だけど見物しに行く気力もなく、希はとぼとぼと帰路についた。



　帰りの電車内で、希は見たくないものを見た。

　たまたま帰りのタイミングが一致してしまったらしい。

　遊園地内では見つからなかった春明が、そこにいた。もちろん一人ではない。それどころか、四人もの女の子といっしょにいる。二ふた股またどころの話ではない。ハーレムだ。

　春明は八方美人な奴やつだけど、肝心なところではしっかりしてると思っていたのに。

　失望を感じながら、乗客の陰に隠れてこっそりと様子をうかがった。

　……少し妙だ。状況こそハーレムだが、春明の表情はどこか冴さえない。

　彼ら五人の間にはチグハグな空気が漂っていた。黒髪の女の子がとくに沈んでいて、春明がそれに気を遣い、銀髪の女の子が戸惑っているように見える。

　何か……静かな修羅場が到来しているのかもしれない。

　劇的ではないけれど……ゆっくりと彼らの関係が揺らいでいるような。

　ざまあみろ。いや、他人の不幸を喜ぶな、私。よけいにみじめになるだけだ。

　それきり希は目をそらした。

　電車が地元の駅に着くと、希は春明たちに気づかれないようにこそこそと電車を降りた。

　駅を出てから、希は奇怪なことに気がついた。

　もう気にするのはやめようと思うのだが、つい春明たち一団に意識が向いてしまう。

　黒髪の女の子が一団から外れた。彼女は学校の学生寮がある方へ歩いていく。彼女は紅くれない学園の生徒だろうから、寮生活をしていると思えば、それは当然のことだ。

　しかし不思議なことに、春明たち残りの四人は、学生寮ではなく学校の方への道に向かっていく。

　これは奇妙な行動だ。

　もしかしたら本当に、春はる明あきと彼女たちは、好きな人とかそんな単純な関係ではないのかもしれない。ワケありなのかもしれない。

　希のぞみは、春明たちの後をこっそりと尾つけた。

　――そしてさらに奇怪な風景を見て、希は混乱を深めた。

　春明たちはぞろぞろと夜の校舎に入っていく。そして高校校舎の階段裏の壁をすり抜けて行った――まるで壁など無いかのように、壁の向こう側へと、消えていった。

　希は呆ぼう然ぜんとそれを見送ってから、慌てて壁に駆け寄った。希も壁に手を伸ばしてみるが、当然のように壁はそこにある。希の手は、壁をすり抜けることができない。

　拳こぶしで叩たたいてみるが、頑丈な壁だ。

「な、何だったの!?　今の！」

　この壁を、春明たちはたしかにすり抜けた！　まるで壁が立体映像みたいに見えた！

　希はガンガンと頭突きした。痛い！　すり抜けられない！

「……お姉ちゃん、何やってるの？」

　――気がつくと背後に女の子がいた。季節外れなＴシャツにデニム生地のハーフパンツを履はいた、活発そうな子だ。

「ねえきみ！　今！　今この壁を人間がすり抜けて行ったの見た!?　壁が、まるで水面みたいに!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　思わず興奮してたずねるが、少女は首をかしげた。

「お姉ちゃん、頭大丈夫？　私そんなの見てないけど」

「……え？」

「疲れてるんじゃない？」

　希のぞみは年下の少女にかわいそうな人を見るような視線を向けられてしまった。

「う、ううう……そんなぁ」

　純粋な子供の視線に、希は心を折られてしまった。

　今日の自分はなんてみじめなんだろう。

　……泣きそうになりながら、その場から駆け去る。疲れているのだ。言われてみたら確かにそうかもしれない。自分は疲れていて、おかしなものをみたのだ……。

　――だけど。だけど春はる明あきに、何か常識では考えられない事情があって、そのせいで自分の申し入れが断られたのだとしたら？



「ふふふ、上う手まく追い払ったぞ。さすがわたし」

　走り去る『お姉ちゃん』の背中を見送って、河かわ原はらヒナは満足げに胸を張った。

　無関係の人間を巻きこむわけにはいかない。これも『プロフェッショナル』の務めだ。

　なにしろわたしはお姉さまみたいな一流のハンターを目指す身だからな！

　それからヒナは、ゆっくりと壁に歩み寄った。さっきはああ言ったが、かおるお姉さまの周囲をうろつく怪しい連中が、この壁の中に消えていくのをヒナもしっかりと目撃している。ヒナはその壁に、そっと手を伸ばした。

「……これは魔法だ」

　そう確信すれば、『認識をごまかす魔法』は打ち破れる。

　ヒナがちょんと指で壁の感触を確かめようとすると――『ここに壁がある』という錯誤が崩壊し、壁の存在感がゆっくりと透明になった。

　代わりに目の前に現れたのは、どこまでも地の底へと続くかと思われる暗い下り階段だ。

　これこそ魔界へと続くゲート。やはり……あの連中は魔物か、もしくは魔物の関係者だったようだ。思ったとおりだ、さすがわたし。

　遊園地で対たい峙じしたときに怪しいと思ったのだ。特にこちらをにらみつけてくる銀髪の女からはただならぬ気配を感じた。怖いから逃げたんじゃないぞ。一流のプロフェッショナルには冷静な判断が必要なのだ。さすがわたし。

　――あの銀髪が怪しい。そう思ったから、ヒナはこの日はかおるを追うのを取りやめて、銀髪たちを追いかけたのだ。かおるお姉さまが銀髪たちと別行動をとったのは尾行を気にしてのことだったのだろう。だが銀髪たちがゲートに向かったのなら、その判断は正解だった。

　ヒナは子供向け携帯電話『のらえポン』で組織へと連絡をとった。

「支部長！　やりました、ついに魔界へのゲートを見つけました！　紅くれない学園高校校舎の一階の壁です！」

　ヒナは相手の返事も無視して、まくしたてる。

「かおるお姉さまの周りに怪しい魔物がまとわりついていることもわかりました！」

　かおるお姉さまの放課後の秘密を探るつもりだったが、しかしお姉さまが魔物と行動を共にしていることがわかってしまった。

　行方知らずになっていた放課後はきっと魔界にいたに違いない。

　ということは、つまり、どういうことだろう。

　他ほかの人たちが言うとおり、お姉さまは組織を裏切って魔物の仲間になったのだろうか？

　……いや！

「お姉さまは自分の意思で組織をやめたのではなく、きっと魔物に洗脳されたんです!!」

　魔物の中には、人の心を操ってしまうものもいるという。

「お姉さまは組織を裏切ったわけじゃありません。わたしが連れ戻して、正気に戻してみせます！　絶対に魔物たちの手から、連れ戻します!!」

　一方的に宣言をして、ヒナは通話を切った。相手の声は一言も聞いていない。

　そしてディスプレイを見て時間を確認する。ぐぅ～とおなかが鳴った。

「晩ご飯の時間だ。……撤退する」

　魔界へ突入するのは、明日にしよう。お腹が空いては戦はできない。さすがわたし。



    

  
    
      
３章　きもちコンフリクト



　遊園地から帰宅した後の夜――詩し絵えは春はる明あきといっしょに寝ようとしたが、かおるはそれに対していつもみたいに対抗心を燃やさず、あっさりと自分の部屋で寝てしまった。

　陰おん陽みよう師じの春明は、『普段と違う行動』に敏感だ。

　かおるの態度が気にかかった。……だけどまさかこちらから「今夜はどうしていっしょに寝ようとしないんだ？」などと質問するわけにもいかない。

　――そして翌朝のかおるの態度も、どこかそっけなかった。

　こちらから話しかけても「ああ」「すまない」など当たり障りのない相づちしかしてくれない。詩絵のことも何気なく避けては、ポリポリと頭をかいている。

「元気なさそうだけど、大丈夫か？」とこちらからたずねると、「大丈夫だ」とだけ答えて頭をかく。頭をかくのは彼女のストレスサインだ。

　要するに、大丈夫じゃないってことだ。

　そしてこの日、学校から帰るなり自分の部屋に閉じこもってしまった。

　……なんだか、出会った当初のころを思い出させる。

　かつてのかおるは大きな嘘うそを抱えて周囲に心を開かず、春はる明あきのことも警戒して距離を置いていた。今のかおるは、まるでそのころに戻ってしまったかのようだ。

　どうして急にこんなことになってしまったのだろう。

　彼女がよそよそしくなったのは、遊園地でのゴタゴタからだ。

　――そして春明はあの事件を思い返して、気がついた。

　自分は震えるかおるの肩を抱いて、離さないようにしていた。

　しかし詩し絵えがやってきた直後、つい離してしまったのだ。

　しばらくしてそれに気づいてから心配する自分に、彼女はぎこちない笑みを浮かべて、「ごめん、春明、私なら大丈夫だから……」と言った。

　もう春明を頼るのはやめるとでも言う風ふうに。

　あのとき肩を離してしまったから。



　……たったそれだけのことで？



　　　×　×



「春明くん、散歩ですか」

　自分の部屋を出て城の中庭に出ると、ちょうど訪ねてきたらしいワン子こさんに出くわした。

　いかにも、かおるのことで思い悩んで散歩でもしようかと思ったところだった。

「そうだけど、ワン子さんはどうしたの？」

「べ、別に大した用じゃありませんが……発明品を、春明くんにプレゼントに来ました」

「プレゼント？　……しかも発明品？」

「手を出してください」

　春明が素直に手のひらを差し出すと、ワン子さんはその上に宝石のようなものを乗せた。

「なにこれ？」

「クリスタルという、魔法を媒介する鉱石です。そのクリスタルは転移の魔法が宿っているゲートクリスタルと呼ばれるものです」

　なんかよくわからないけどすごそうだ。

「つまりテレポートができるってこと？」

「いえ、何でも転移させられるのではなくて、それは『電波』を対象に転移させるものです。穴が開いてるので、そこに携帯電話のアンテナを差しこんでください。うろ覚えでしたけど、春明くんの携帯はアンテナがついてる形でしたよね」

　素直に携帯電話を取り出して、宝石にアンテナをハメてみる。

　なんだか間違えたデコケータイみたいになったが……。

「あ、もしかしてこれ」

　電波を転移させる魔法。

　そして魔界は地下にあるため、携帯電話が使えない。だけど……。

　春はる明あきが勘付くと、ワン子こさんは得意げに胸を張った。

「そう、それは魔界でも携帯電話が使えるようになる発明品です！　そのゲートクリスタルと対になっているゲートクリスタルが、学校の私の机の中に入っていて、そちらには春明くんの携帯あての電波をキャッチする魔法もかけられています。この二つのクリスタルで春明くんの携帯の電波をやりとりさせることで、魔界でも使えるように――というより単純に圏外知らずの携帯電話にできるというわけです。宇宙空間でも使えますよ」

　圏外知らずって……これって普通にすごい発明品なんじゃ？

「といっても、私はクリスタルに穴を開けて、メイジ魔法使いさんに魔法をお願いしただけですが……。しかも電波なんて目に見えないものに魔法をかけるのは大変らしくて、メイジさん倒れちゃったけど……。だから量産はできないです」

「いやでも……これメチャクチャすごいと思うよ。もらっていいの？」

　実は前々から魔界で携帯電話が使えないことは、けっこう不便に感じていた。

　地上にのぼった途端に飯いい島じまくんからのメールが十数件ぐらい入っていて、挙あげ句くに「どうして返信してくれないんだよぉ！」なんて怒られたなんてこともあったぐらいだ。

　魔界とか関係なく革新的な発明品だ。近ごろでは圏外で不便を感じるという状況も減ったが、外国だろうと宇宙だろうとお構いなしというのはすごい。

　ゲートにかけられた『認識を誤ご魔ま化かす魔法』といい、魔物たちは人間の想像を超えた不思議な力をもっていたりする。

　さらにワン子さんみたいな子が頭を使ってその魔法と科学を組み合わせれば、このクリスタルみたいな人間の科学の限界を超えたものすごいものを生み出せたりする。

　そう考えてみると、魔物たちが持っている潜在的な可能性は計り知れない。

　……こうなると、紅電機が魔界に技術を伝えすぎないようにコントロールしようとしたり、魔物ハンターみたいな人間が出てきたりする理屈も、わからないではない気がする。

　ここで暮らす春明にはのん気な世界に思えるけれど――魔界は人間社会よりもはるかに強大な力をもった、恐怖の対象にもなり得るかもしれない。

　技術や文化や科学が魔界に対する人間社会の強みだとしたら、うかつにそれを伝えてはいけないのかもしれない。

「魔界にインターネットが欲しくて、最近そういう勉強をしてたんです。ほら、魔界にはヒマ人が多いから」

　春明が魔界の危険性について考えていると、ワン子さんはポツリと言った。

　娯楽に飢えている魔物たちはインターネットもきっと喜ぶに違いない。

「……それに、今の魔界は平等ということになってるけれど、まだ種族ごとに仲が悪いとかって垣根があるから……。ネットみたいなのがあればみんなもっと仲良くなれるかもしれないって思って」

　ワン子こさんのつぶやきを聞いて、春はる明あきは思い違いを正した。

　……そうだ、どんな道具や技術も、魔法も、あつかう者次第だ。

　いつか魔界が強大な力を持つようになったとしても、人間にとって恐怖の対象じゃなくて良き隣人になれると――ワン子さんを見ていたら、春明はそう信じたくなった。

「ワン子さんって、すごく良い人だよな。今、本気で感動した……」

「こ、これぐらい留学生として当然のことです！　ほめないでください!!」

　ワン子さんは照れくさそうにうつむいてしまった。

「……春明くんは散歩中だったんですよね」

「うん、そうだけど」

「ちなみに私も散歩とか超好きです！　一人ではなく、誰だれかといっしょだと特に！」

　遠まわしに催促をされている気がする。

「じゃあ、ワン子さんもついてくる？」

「春明くんがそう言うなら、ついていきます！」

　ワン子さんは嬉うれしそうに春明についてきた。

　誰かといっしょに散歩するのが好きらしい。……犬っぽい。

　歩きながら、ポンっと耳と尻尾を出してご機嫌そうにブンブン振った。魔界だから特に隠す必要がないのだろう。

「……あの、春明くん。手をつないでもいいですか？」

　歩き始めて、まだ城の外にも出ていないころにワン子さんが慎重な口調で言った。

「散歩のときは何かにつながれていないと落ち着かないんです、手をつなぐのが好きで、それだけで、深い意味はないんです！　ご迷惑じゃなければぜひ！」

「べ、別に手をつなぐぐらい全然良いけど……」

　ふと、遊園地で手をつないだことを思い出す。あのとき恥ずかしそうにしていたけど、あれは喜んでくれていたんだなと春明はあらためて安心した。

「ありがとうございます！」

　ぎゅっと彼女の手が春明の手を握りしめてくる。「ふふふっ♪」と笑顔があふれた。

　……ワン子さんもすごく良い子だし、しかも笑顔が可愛かわいいよな。素直に笑顔を見せることがわりと珍しいからそう思うけど。犬っぽいところも可愛いし。いや、今の自分の恋愛感情はすでに混乱中なのだから、変に意識しないようにしないといけないけど……。

「……あの昨日の遊園地、帰り際に何かあったんですか？」

　城の周りをめぐるように中庭を歩き出すと、ワン子さんが眉まゆを曇くもらせてたずねた。

　彼女にもぎこちない雰囲気が伝わっていたらしい。

「春明くん、遊園地の最後の方から少し元気なくなりましたよね。何かあったんなら、私、相談に乗りますよ」

　参ったな……ワン子さん本当に良い人じゃないか。

　散歩しながら考えるつもりだったけど、ワン子さんに相談してみるのも悪くない。

「あの遊園地で、俺おれ、詩し絵えとかおるを仲良くさせようとしてたんだよ。だけどかおるは昔、魔物ハンターだったことをトラウマにしてて、魔物と仲良くすることに抵抗を感じちゃったみたいで……それで気まずくなったんだ」

「トラウマ？」

　ワン子こさんは首をかしげた。

「昔のことと言っても、私たちは誰だれも気にしていないじゃないですか。クルースニクって組織に騙だまされていたとのことですし、彼女の家族も魔物に犠牲にされたってことですし……。気にせず仲良くすればいいんです！　……私、今、良いこと言いましたね。今度は頭撫でていいですよ」

　春はる明あきはワン子さんの頭をぐしぐしと撫でた。

「でも俗に言われる『忘れられない嫌な出来事』って程度の意味のトラウマじゃなくて、本当の『トラウマ』は、気の持ちようではどうにもならないよ」

「本当のトラウマ？」

　……かおるは遊園地で、『身体が勝手に』と言っていた。

　ワン子さんの言葉は前提が間違っている。

　かおるが気にするまいと思ったところで、ダメなのだ。

「トラウマっていうのは、それを拒絶したいあまりに『上う手まく記憶できなかった思い出』のことなんだ。忘れられない嫌な出来事なんて程度のものじゃない。人間は強いストレスを感じると、ホルモンに異常をきたして海馬――脳の記憶をつかさどる部分が麻ま痺ひしてしまう。するとストレスの原因になった出来事を上手く記憶できなくなってしまう」

「興味深い話ですね」

　予想外に、食いつきの良い反応が返ってきた。

「記憶の仕方に上手い下へ手たがあるんですか？」

「本来、人間は出来事を記憶するとき、出来事を簡略化して記憶するんだ。たとえば今のこの状況は『ワン子さんと散歩した』という風ふうに記憶されて、細かいワン子さんの表情や、今この場の風景だとかは、よほど印象的なことが無い限り切り捨てられて記憶されない。こうして簡略化されるおかげで、人間は自分の記憶をコントロールできる」

「なるほど、その簡略化するっていうのが海馬という器官の役割で、だけど強いストレスを感じると海馬が麻痺してそれができなくなるってわけですね」

　ややこしい話だが、ワン子さんはテンポ良く理解してくれて、上手く相あい槌づちを返してくれた。かなりの聞き上手だ。

　……トラウマは心の問題だが、その仕組みは肉体的な問題として解明されつつある。

「そう。簡略化した記憶は、簡単だからコントロールができる。思い出したいときに思い出せる。だけどストレスが原因で簡略化できなかった記憶――つまりトラウマは、コントロールができないくせに、今回のかおるみたいに勝手に暴走したりする」

「……抽象的で想像ができませんけど、簡略化されてない記憶ってどういうものなんですか？」

「たとえば殺人鬼に殺されかけたことがトラウマになってしまったとする。それはどういう記憶になっているかというと、殺されかけたときの恐怖感、無力感、諦あきらめ、吐き気、震え、そういう『感覚』が簡略化されずに記憶されているんだ。そして『この感覚だけの記憶』はすぐに暴走する。たとえば殺人鬼に襲われたときと似たようなシチュエーションに遭遇すると、実際に誰だれからも殺されそうになっていなかったとしても体が過剰に警戒して、トラウマを思い出してしまう。そのときの感覚が再現されてしまう」

　殺人鬼に殺されかけたときの恐怖感、無力感、諦め、吐き気、震えが再現されてしまうのだ。

　甚だしいものになると視覚や聴覚までも再現されて、幻覚に悩まされることになる。

　五感の暴走――白昼夢に近い、のかもしれない。

　詩し絵えと交流するたびに頭をかいていたかおるは、恐らく何を思い出しているという自覚もないまま感覚を再生していたのだ。

　そしてそのストレスで頭をかいていた。

「これは反射的なことで、まったくコントロールすることができない。条件がそろうと自動的に発動する。こういう風ふうにコントロール不能に感覚的な記憶が蘇よみがええることを『フラッシュバック』っていう」

「……たとえば、殺人鬼に殺されかけたことがトラウマになったとして、その後に、絶対に自分に危害を加えないと安心しきっている男性と二人きりになったら、それでも殺人鬼に襲われたときのことを思い出してしまうんですか」

「思い出してしまう。危険は無い、大丈夫だと判断するより先に、身体が勝手に反応してしまう。意思も感情もすべて無視される」

　トラウマは歯車をまわしてしまう――すべてが自動的なのだ。

　ワン子こさんは少しだけ怖そうに身をちぢこめた。

　意思や感情を無視するというのは、人間らしさを否定されるということだ。

　トラウマは人間性を踏みにじる。ただのケガや病気とは違う恐怖がそこにはある。

　かおるが魔物と仲良くしたいと思っていても、トラウマはその気持ちを容赦なく踏みにじってしまう。誌絵も、かおる自身も、傷つけてしまう。

　トラウマは気持ちを無視して身体を動してしまう。

　その動いた先に待っているのは、必ず底なし沼だ。

「……それじゃあ、トラウマはどうやって治すんですか」

「自分ではコントロールできないから、自分自身の気の持ちようでは治らない。だけど、『克服』することで症状を良くすることはできるらしい。たとえば再び殺人鬼に襲われて、今度はその状況を自らの力で脱出するだとか。あるいは荒療治だけど、催眠療法で記憶を改変してしまうとか」

　人間の心や記憶はあやふやで、簡単に揺らいでしまう。

　カウンセラーが催眠療法を用いれば、記憶を変えてしまうのは難しいことではない。

　魔物がらみの記憶を、真実と信じて対処してくれるカウンセラーがいればの話だが。

　春はる明あきは陰おん陽みよう師じとして心理学をかじっただけで、専門家ではない。言葉で他人を幸せにしたいと願っていたとしても、トラウマを治療できるような力は持っていない。

　不意に、無力感が湧わき上がってきた。

　……こんな相談をしたからって、どうなるっていうんだ。自分は、詩し絵えと仲良くしたくてもできないかおるを、底なし沼から救うことは、どうせできない……。

　しかし無力感を覚える春明の横で、ワン子こさんは熟考する風ふうにした。

「……話を聞いていると、白しら峰みねさんの場合は魔物ハンターとして魔物を殺していたときの記憶がトラウマになっているんですよね」

「うん、たぶんそうだ」

　様子を見ていると、吸血鬼に襲われたこと自体はトラウマになっていない。

　組織で訓練を受けて、魔物を自分の手で殺すことが出来たから、魔物に襲われた過去はすでに克服できているのだろう。

　彼女がトラウマを克服できていない理由は、善良かもしれない魔物たちを殺し続けてきたという罪悪感だ。

『こんな自分は許されるのだろうか』というストレスだ。

　かおるが詩絵を殺そうとしたあのときも、かおるは何よりもその罪悪感に苦しんでいた。

「かつて魔物ハンターだったときのことがトラウマになって、私たちと親しくしていると、魔物を殺していたそのときの感覚が蘇よみがえってしまうわけですね」

　そのはずだ。思い返すと、遊園地でかおるは詩絵との距離が縮むほどに、ストレスを示していた。

　かおる自身は、詩絵を嫌っていないのに。

　それを自分は、きっと人見知りだろうとバカげた解釈をしてしまった。

「でも、症状が出たのは遊園地からで、それ以前は何も不自然なところは無かったですよね？　遊園地以外でも詩絵さまと距離が縮む機会はあったと思うんですが」

「……それは、確かにそうだ」

　たとえば希のぞみとのことで自分が遊園地の予定を延期させたときのこと。

　あのときも詩絵はかおるにけっこう接近していたように思う。

　しかしそのときのかおるは、過剰な反応を見せていなかった。

　かおるがこの城に来た直後、詩絵はかおるを抱きしめた――自分の同族がかおるから家族を奪ったことの謝罪を示すために。かおるはその謝意を受け入れて、詩絵を抱き返した。

　あのときもかおるは、ストレスを見せていなかった。

「だったらおかしいじゃないですか」

　確かにおかしい。

　ワン子さんは春明と違って、専門的で深刻すぎることだからと諦あきらめていなかった。

　少しでも状況を良くするために出来ることを、等身大の自分のままで考えてくれていた。

　そういう雑草根性が、この魔界のかつての被差別階級の女の子にはあった。

「それは……」

　考えをめぐらせる。遊園地に来る前と後で、魔物に対するかおるの反応が違う。

　つまりかおるの心理に変化があったのだ。

　――ふと春はる明あきは、かおるがこの城に来たとき、詩し絵えと抱き合った後に言った言葉を思い出した。それは春明にとっても嬉うれしい言葉だったから、よく覚えている。



『私は春明を信頼している。自分を支えるものが無くなったとき、だけど私にはまだ春明がいるって思えたんだ。だから私は……きみがいれば大丈夫だよ』



『やっぱり春明は私にとって、特別な存在なんだ』



　――そんなことを言っていた。

　その言葉は他人の心に深入りすることを恐れていた春明を救ったけれど、かおるが救われていたことを伝える言葉でもあった。

『春明という人間は、魔物ハンターという過去のある自分も受け入れてくれる』という信頼が支えになっていたから、かおるは不安を感じずにいられたんじゃないか。

　自分を肯定してくれる存在がいる、その事実が罪悪感のトラウマを克服させつつあった。

　だけどその信頼が、少しずつ揺らいでしまって、かおるは再び不安になってしまったのかもしれない。

「俺おれはかおるが期待していたほど、かおるのそばにいてやれなかったのかもしれない……」

　かおるの抱える問題よりも詩絵の抱える問題が大きいと思いこんでいた。

　だから詩絵に友達を作らせることばかり考えていた。

　共感覚で詩絵の気持ちが伝わってくるせいで、詩絵の悲しみや寂しさにばかり目を向けて、かおるの気持ちに気づけずにいた。

　かおるの抱えるものを軽く考えすぎていた。

　かおるは、表面上は完全に立ち直っているように見えたから。

　そして遊園地で、詩絵に抱きつかれたから、ついかおるの肩を離してしてしまったとき、彼女は『ごめん、春明、私なら大丈夫だから……』と言った。

　もう春明に頼るのは、やめるという風ふうに。

「かおるはトラウマを克服しつつあったのに、俺がそばにいてやれなかったから……克服しつつあった不安をぶりかえしたんだ」

　俺のせいだ。

　詩絵とかおるの間で、詩絵の方に傾きすぎていた。

　特別な友達と言う彼女を、詩し絵えに負けないぐらい特別にあつかってやらなきゃいけなかったんだ。

「……だけど、どうすればいいのかもわかった」

「春はる明あきくん次第で治せるってことですか」

　少なくとも、この城に来た直後の彼女は、治りつつあったんだ。

　ということは、自分にできることはある。専門家である必要は無い。

　かおるが期待していたような、陰おん陽みよう師じの自分であればいい。

「ワン子こさんのおかげでそれがわかった。ワン子さんがキッカケをくれなかったら、たぶん何も気づけずに途方に暮れて諦あきらめてたよ」

「それは良かったです。頭撫でてもいいですよ」

　ワン子さんが立ち止まって頭を差し出してきたので、春明は感謝をこめて頭を撫でた。

「……でも春明くんは、詩絵さまと白しら峰みねさんのことばっかりですね……詩絵さまのことばっかりで白峰さんが不安になったって言うけど……私だってそういうの悔しいです……」

「え？」

「がうーっ！　私、勉強してきます！」

　頭を撫でている途中でとつぜん身を離したかと思うと、ワン子さんはパッと駆け去ってしまった。

　まるですねてしまったようなリアクションだ。

　ワン子さんがどんな気持ちでいるのかも、もっと考えなければいけないかもしれない。

　本当は気づいていた――遊園地でのお化け屋敷あたりから、こちらを見るワン子さんの目の瞳孔が開いて、キラキラ輝いていることに。

　それは興味と好意の表れだ。

　……いや、今はとにかくかおるのことが最優先だ。

　問題は、失った信頼をどう取り戻すかだ。

　面と向かい合って話をしたいが、かおるは自分の部屋にひきこもってしまっている。

　うーん、天の岩戸みたいに、ドアの前でふざけたり、踊ったりすれば出てきてくれたりしないだろうか。何とかして、彼女と対話して信頼を取り戻さなければ……。



　　　×　×



「……ここが魔界。すげー」

　ヒナは果てしなく長い階段を降りて、魔界にやってきていた。

　ここまでくれば、いつ魔物が襲い掛かってくるかわからない。

　敵の本拠地なのだ！

　そして自分はそこに、潜入しに来たのだ！　お姉さまを取り戻すために!!

　超カッコイイ!!

　地面は荒涼として草木の一本も生えておらず、ノコギリの歯のように岩山が立ち並んでいる。天井には不思議なコケが光を放っている。まるでファンタジーの世界観であり、ラストダンジョンみたいなおもむきがあった。

　ヒナは誇らしげに腰のホルダーに触れた。

　そこには、魔物――特に不死の存在に効果を発揮する、聖水で清められた銀のナイフが提げられている。ヒナはまだ見習いだから銃は与えられていない。

　岩山を縫うようにして一本の道がするすると伸びている。曲がりくねったその道をしばらく進むと、岩山に隠れるようにして、巨大な影がそびえていた。

　ヒナは「うわぁっ！」とのけぞった――それはおどろおどろしい雰囲気をもった城だった。いかにも魔王城ってな感じの風情だ。

　ヒナはその不気味さに尻しりごみした。……しかしお姉さまはきっとこの城にいるに違いない。勇気を振り絞って城の門に向かう。

　巨大な城門だ。その両りよう脇わきには石像が飾られている。鳥の顔をした獣の像――ガーゴイルだ。と、ヒナが思った瞬間、石像が飛び跳ねた。

「ぎゃあああああっ！　人間だぁあああああ!!」

　二体の石像が、ヒナの頭上をバッサバッサと飛び回った。

　ヒナは硬直した。

「人間がまたきたぞ!?　どうなってんだ!?」

「気絶させてから地上に運びこもう!!」

「待て兄貴、また同じ過ちを繰り返すことになるかもしれない！　ここは自重しよう」

「そ、そうだな！　よし、自重しよう！」

　ガーゴイルはひとしきりそんなことを言い合ってから、彼らの定位置である城門の両脇に再び降りたって、ピタリとキメポーズをとって停止した。

「き、き、き……きゃぁあああああああああ!?」

　しかし凍り付いていたヒナは、ゆっくりと我に返ってから悲鳴をあげた。

「きゃあああああああん!!」

　ヒナは腰のナイフに手をかけることもなく全力で逃げ出した。

「あら？」「あらららら？」

　ガーゴイルたちはそれを見送った。



　考えてみればガーゴイルなど大して恐ろしい魔物ではない。

　彼ら魔法生命体のたぐいは、聖水をぶっかけるだけで浄化されて死んでしまうのだ。

　そう思いついて、ヒナは逃げる足を止めようとした。

「あうっ!?」

　しかしデコボコとした地面につまずいて、勢い良く転んだ。

　足首に鋭い痛みが走り、膝ひざを地面とこすりつけてひどく擦りむいてしまった。

「う……ううう」

　半泣きで立ち上がるが、足首をひねってしまったらしい。膝ひざも痛い。

「い、痛いよ～……」

　すぐにぺたんと尻しり餅もちをついてしまった。



　　　×　×



「人間さん人間さん、さっき人間がこっちに来ましたよ」

「人間って、俺おれとは違う人間が来たってこと？」

「兄貴、阿あ部べさんはもう吸血鬼の仲間入りしてるから厳密には人間じゃないぜ」

　ワン子こさんに逃げられた春はる明あきが、かおるとのことに悩みつつ中庭をぐるっと一周散歩すると、城門の方からガーゴイルさんたちに声をかけられた。

「そういえばそうだった。それで阿部さんとのことがあったから人間に襲いかかるようなことはしないで自重したんだけど、そしたらその人間、悲鳴をあげて逃げてっちゃった」

「ちょっと心配だから、阿部さん様子を見てきてやってくれないかな。俺たちが行くとまた怖がらせちゃうし」

　ガーゴイルさんたちは外見に似合わず優しいことを言い出した。

「石像のくせに心が温かいな」

「俺たちハートウォーミングな魔界の仲間たちだから」

「兄貴、間違えて殺しかけちゃった人の前で調子に乗っちゃダメだ。すんません阿部さん」

「いや、別に良いけど」

　春明はその人間が逃げたという方向へ様子を見に行くことにした。

　――その人間を探し求めてしばらく歩くと、尻餅をついている女の子を見つけた。

　だいたい小学生か中学生ぐらいとおぼしき小さな体格、背中にリュックサックを背負い、そして季節外れの活動的な服装には見覚えがある――遊園地で遭遇した、かおるがヒナと呼んだ子だ。

　組織の関係者と疑っていたが――今の彼女は怪け我がでもしたのか、尻餅をついて泣きそうになっている。

　年相応の女の子って感じだ。

　どういう立場なのかよくわからないけれど、助けてやらなくちゃって気がしてくる。

　春明はそっと近づいてから「大丈夫？」と彼女の顔をのぞきこんだ。

「うわきゃひーっ!?」

　なんか妙な悲鳴をあげた。

「お、おまえはお姉さまのそばにいた怪しい奴やつ！」

「待て、俺は怪しい奴じゃない。魔物じゃなくて人間だぞ。ほら、学生証」

　春明はポケットの財布から学生証を取り出して見せた。留学制度のことを知らなければ、これで人間だと思ってくれるだろう。

「むぅ……人間だからって怪しくなくなるわけじゃないぞ。そもそもどうして人間が魔界にいるんだ？」

　もっともな質問に春はる明あきは黙り、何か良い嘘うそはないかと考えた。

「さてはおまえも洗脳をされてるな!!」

　しかし春明が何か言うよりも先に、彼女がそんなことを言った。

　あ、それでいいや。

　春明はとつぜん「うっ！」とうめいて頭を押さえた。

「なんだ急に……頭が割れるように痛い……ぐわあーッ！　……静まれ、俺おれの頭……！」

「洗脳が解けかけているのか！」

「わ、わからない……洗脳という言葉を聞いた瞬間、頭の奥の方からピキっとヒビがはいるような痛みが……」

「さすがわたし！　わたしのおかげだな!!」

「ううう……痛みが引いてきた。しかし何かが思い出せそうで思い出せない」

「よし、お姉さまといっしょにおまえも助けてやる！　そのかわりわたしに協力しろ！」

　女の子は尻しり餅もちをついたままのくせに尊大な口調で言った。

　春明は従うことにした。

　とりあえず気を許してもらって、怪け我がの手当をさせてもらわないとな。

「わたしの名前は河かわ原はらヒナだ」

「わかった、ヒナちゃん」

「ヒナちゃんではない！　ここは戦場だぞ、上官のことはサーと呼べ!!」

　上官なのか。

「わかりました、サー！」

　春明は敬礼しながら言った。戦場ごっこかな。

　ヒナちゃんは顔をほくほくさせて満足げにうなずいた。

「よし、おまえも名乗っていいぞ」

「はい、山やま田だ光宙ぴかちゆうと申します、サー！」

「よし光宙三等兵、とりあえずわたしをおぶれ。上官の命令は絶対だ」

　三等兵なのか。

　そしてヒナちゃんは、やはり足が痛かったのだろう。春明にオンブを要求してきた。

　しゃがみこんで背中を向けると「わーい」としがみついてきた。

「合体！　じゃきーん！　わーい、これをフォーメーション・ケンタウロスと名付ける！」

　馬なのか。

「よし光宙三等兵、我々の目的はあの邪悪な城の中に囚とらわれているお姉さまを助け出すことだ。だが城門には恐ろしい魔物が守りを固めている……」

　恐ろしい魔物ってガーゴイルさんたちか。

　あいつら自称ハートウォーミングな魔界の仲間たちだが。

「それでは裏口から中庭に侵入しましょう、サー！」

「そういうものがあるのか！　ふふふ、現地の人間の協力を得て効率的にミッションをすすめるわたし……潜入工作員のかがみだな！　よし行け光宙ぴかちゆう三等兵！」

　促されて、春はる明あきは馬のごとく前進した。

　吸血鬼になってから身体能力があがっているので、ちみっこい女の子を背負うぐらい重労働でも何でもない。

「なかなか良い背中だなー、光宙三等兵。ほめてつかわす」

「ありがとうございます、サー！　よく言われます」

　最近やけに背中をほめられるな。

　別に筋肉質というわけでもない、普通の背中なんだけど。

「こういうの憧あこがれてたんだー」

　背中でヒナちゃんが言った。

　女の子が男におぶられるのに？

　ちゃんと女の子らしいところもあるんだな……。

「戦場で負傷して『俺おれはもう足手まといだから置いて行け！』『バカ野郎、そんなことできっかよ』みたいな、強い絆きずなでむすばれた相棒バデイの助け合い！　二人が互いを支え合う戦場でのシチュエーション！　カッコイイ!!」

「そういう憧れかよ！」

　しかも支えあう友情とかじゃなくて、一方的に命令してたじゃねえか。



　裏口から城に潜入し、中庭に入るとヒナちゃんが大喜びした。

「この中にお姉さまが……！　しかしこの中には無数の魔物がひしめいてお姉さまを幽閉しているはず。どう潜入したものか」

　別にかおる以外には詩し絵えとメイドさんしかいないけどな、この城。

　ただ共感覚をもっている詩絵がこちらにやってくると厄介だ。

　春明は詩絵との共感覚の回線をシャットダウンした。吸血鬼と眷けん属ぞくの共感覚といってもプライバシーがゼロなわけではなく、意識すれば自分の感覚を隠せるのだ。

　ていうか、こんなことしてる場合じゃないんだけどな……。

　かおると話をしなきゃと思って散歩していたのに、妙なものを拾ってしまった。

　早くこの子に怪け我がの手当をして、説得をして地上に戻させよう。

　それにこの子とかおるを接触させると、かおるのトラウマを刺激してしまう。

　あの遊園地みたいな事態をまた呼びこむなら、この小さな女の子は自分にとって敵だ。

「俺の部屋に行きましょう、サー。そこをとりあえずの本拠地として、じっくりとこの城を攻略するのです」

「うむ、名案だ。三等兵、おまえの部屋に窓はあるか？」

「？　ありますけど」

「よし、ではその窓の真下に行け、三等兵」

　別に普通に城に入ればいいと思うけど……と考えつつ春はる明あきは自分の部屋の真下あたりに向かい、だいたいここらへんだと立ち止まった。

　見上げると、三階の高さに見覚えのある窓がある。ちなみに地下の魔界に風が吹いたりはしないので、窓がある意味はあまりない。人間社会の建築物をそのまま真ま似ねして、様式美として残っているだけだろう。

　ヒナちゃんは「ちょっと待ってろー」と言って背中に背負ったリュックサックをゴソゴソしだし、「ジャーン！」なんと、鉤かぎ爪づめつきの縄を取り出した。

「魔物ハンターのすごさを見せてやるーっ」

　ヒナちゃんは縄をぐるぐると回し、その遠心力で鉤爪のついた先端を窓にとばした！

　が、ヘロヘロと飛んだ縄はだいたい二階ぐらいまでの高さしか届かなかった。

「う……ううう……」

　へこんでしまった。

「この時間は警備が手薄なはずです。ここは堂々と正面突破してやりましょう、サー！」

「正面突破！　カッコイイ響き……。そのとおりだ！　わたしたちにコソコソとしたやり方は似合わない!!」

　この子の扱い方がわかってきた。

　カッコつけたがりなのだ。きっとクルースニクにも、秘密組織とか魔物ハンターとかという響きがカッコ良いってだけで入ったに違いない。

　部屋までたどり着くと、ヒナちゃんは疲れたらしく、ベッドに座りこんでしまった。

　よし、まずは傷の手当てを始めないと。

　この城に医務室みたいなものはない。城主の詩し絵えさまが吸血鬼なのだから当たり前だ。しかし春明の部屋のタンスには、もともとの春明の部屋から持ちこまれた常備薬がある。学園の寮に一人暮らしすることになったとき、母親に持たされたものだ。

　消毒液とか絆ばん創そう膏こうとかガーゼとか、一通りそろっている。

「傷の手当てをしましょう、サー！」

「これぐらいの傷は平気だぞ」

　意味もなくヒナちゃんは強がった。

　さっきまで足が痛いからってオンブを要求してたやんけ。

「魔界の地面にはウペペ・ヘナドケケ菌がいます」

「ウ、ウペペヘ……なんだって？」

「この魔界に特有の菌は、傷口に寄生して肉と血をエサに生長します。そのまま放ほうっておくと傷口からウペペ・ヘナドケケキノコが群生して、患部がミイラ化して壊え死しします」

「えし？」

「腐って二度と動かなくなります」

「ギャーッ!?」

　嘘うそを信じさせるテクニックのひとつに『相手の頭を混乱させる』という手段がある。

　最初にあえてわかりにくい専門用語や出任せを言って相手を混乱させ、その直後にわかりやすく言い直すのだ。すると人はろくに考えもせずにそれを信じこんでしまう。

　混乱は思考力を奪う。『電気屋の店員とおじいさん』の法則とでも呼べばいいだろう。

「だから、消毒しないと」

「早く頼む！　ひーん!!」

　ちょっと効果てきめんすぎたらしい。ヒナちゃんは涙目になって膝ひざの傷口をこちらに向けてきた。春はる明あきはガーゼに消毒液を染みこませて、擦りむいた傷口にポンポンした。

「痛い痛い！　もっと染みないやつ使ってよう」

「消毒薬はこれしかないです、サー」

「じゃあ我慢する……痛いよう……」

　広い範囲を擦りむいていたので絆ばん創そう膏こうではカバーしきれない。ガーゼを当ててテープで止めた。足首もひねったらしいが、こちらはどうってことは無かったらしく、すでに痛みはほとんどひいているらしい。一応湿布を貼はっておいた。

　ふぅ……これで目的のひとつは達成だな。あとは説得して、地上に追い返さないと。

「お菓子食べますか、サー」

「食べる食べる」



    

  
    
      



    

  
    
      「チョコ味とイチゴ味、どちらでありますか、サー」

「イチゴ！　……いや、やっぱり両方！」

「なに!?　俺おれの分が無くなるじゃないか！」

　くそ、しょうがないな……彼女のご機嫌をとるためだ。やむを得ない。

「それではおやつタイムってことで、ちょっと休憩しましょう、サー」

「うん！」



「……それでな、お姉さまは他ほかにも……」

　お菓子を食べながら、ヒナちゃんはかおるお姉さまがいかにすごいかを熱弁した。

　十六歳の女子高生にして組織のエース。かつての教官もいまやあっさり模擬戦で退ける実力の持ち主。普通のハンターはバディ二人組みを組んで仕事に挑むが、彼女は常に一匹狼で、単身でありながらも他のどのバディより高い仕事の成功率を誇るのだという。

　常に冷静沈着、感情はけっして表に出さず、鋭い眼光は「カミソリの刃」と称される。

　やがて彼女はこんな風ふうに呼ばれるようになった――『かおる１３サーテイーン』と。

　春はる明あきは思わず吹き出しそうになった。

　……すごいなかおる、今度からかってやろう。

　まさに『超一流のプロフェッショナル』なのだという。

　……だけど俺の知っているかおるは、そんな人間じゃない。確かにストイックではあるけれど、根っこの方はもっと温かい人間だ。

「この城の中でかおるさんを見かけて、話をすることもあったけど、そんなにタフそうな人じゃなかったよ。辛つらそうにしたり悲しそうにしたりすることもあったし、喜んだり笑ったりもしてた。……魔物を殺すことが辛いとも、言っていたよ」

　心に傷だって、負っているのだ。

「そんなことはない！　お姉さまはそんな弱っちい感情とは無縁の、冷静で残酷で容赦のない一流のハンターだ！」

　残酷とか言ってそれで褒めているつもりなのだから、タチが悪い。

「はぁ……お姉さま、超カッコイイ……」

　ヒナちゃんはうっとりとしたため息をついた。

　……ダメだこりゃ。

　彼女にとってかおるはすでに幻想で塗り固められた存在なのだろう。言い返しても、ケンカになるだけだ。

　まいったな……と春明は困惑した。どう対処しよう。

　無理矢理地上に追い返しても、彼女はゲートの場所をもう知ってしまっている。

　口八丁で誤ご魔ま化かそうにも、彼女のかおるに対する幻想が強固すぎる。

「そんなお姉さまを洗脳するなんて……きっと想像もつかない汚い卑ひ怯きような策略にハメられたに違いない……おのれ、魔物たちめ！　なんとしても救出しなければ！」

「あのさ、思うんだけど、かおるさんを取り返したかったら、ここに潜入するよりも学校にいるときを狙ねらった方が良かったんじゃないか？　学校には行ってるんだから」

「へ？」

　ヒナちゃんは目をパチクリさせてから、ポンっと手を叩たたいた。

「その手があったかー。ゲートを見つけたのが嬉うれしくて、つい。……いいや！」

　いったん納得しかけたヒナちゃんは、しかしすぐに首を振った。

「潜入作戦！　潜入作戦の方が百倍カッコイイ!!　プロフェッショナルたるもの、敵地に潜入しなくてはダメだ！」

　成功率の高さにこだわった方がプロっぽいと思うけど。

　彼女にとっては形式のカッコ良さが一番大事なのだろう。

　やっぱりごっこ遊びだ。

　微笑ほほえましいけれど……それに巻きこまれてかおるが容赦のない冷酷な人間としてあつかわれているのが、腹立たしくなってくる。

「休憩は終わりだ、光宙ぴかちゆう三等兵！」

　最後に残った三枚のクッキーを一気に口の中に入れてバリボリゴックンして、ヒナちゃんは勢いよく立ち上がった。

「足も痛くなくなったし、お姉さまの下に向かうぞ！　お姉さまの部屋はどこだ!?」

　ヒナちゃんは春はる明あきの腕を強引に引っ張った。

　そして潜入という言葉にふさわしい慎重さをみじんも感じさせない勢いで、廊下に飛び出す。

　春明の頭には、どうすべきか考えがまだ浮かんでいなかった。

　――これはもう、出たとこ勝負しかないか。

　このままかおるの部屋まで案内させて、かおる本人にヒナちゃんの誤解をとかせるしかない。

　ヒナちゃんとかおるが遭遇しても、かおるは本気でこの城を出ていこうとはしないだろう、たぶん。

　……そこまで失望されていないと信じるしかない。



「春明ー、どーこーにいーるーのだー!?」

　廊下から出てかおるの部屋に向かうと、下の階から詩し絵えのバカでかい声が響いた。

　階段を踊り場まで降りてから、覗のぞきみると、詩絵が廊下をゾンビのようにフラフラうろついていた。学校から帰ってずっとおとなしくラノベを読んでいたはずなのだが、どうやら飽きてしまって春明に会いたくなったらしい。

　春明とヒナちゃんは、慌てて引き返した。

「あ、あの銀髪の女、ゾンビだったのか!?　三等兵、あいつこっちに向かってくるぞ。部屋に引き返すか？」

「いや、あいつは俺おれの部屋も捜しにくると思います、サー」

「春はる明あきって奴やつを捜しているのに光宙ぴかちゆうの部屋までやってくるのか、ずうずうしい奴だなー」

　そりゃあ同一人物なのだから当然だ。

「はい、あいつはずうずうしい奴であります、サー。ええとどうしようかな……この部屋に隠れましょう」

　春明はとっさに、自分の部屋のすぐ隣のドアを開いた。

　城というだけあって、部屋は使い道もないのにたくさんある。

　暗い部屋は物置にされているらしく、よくわからないもので埋め尽くされていた。

　ゲームに出てくるようなバカでかい宝箱。つぼ。ワン子こさんが渡してきてくれたクリスタルみたいな鉱石――紅電機に渡しているというレアメタルかもしれない。

　剣や刀みたいな、武器もあった。それから紅電機からもらったらしき電化製品なんかも。

　それらが整理もされずに詰めこまれているのだから、メイドさんのいいかげんな性格がうかがえる。

　恐ろしく狭くて、人間一人がやっと直立できる程度のスペースしかない。

　しかもドア以外の三方向は粗雑に物が積みあげられていて、うかつに接触すると雪崩が起きそうだ。……しかし物音をたてるわけにはいかない。

　春明はドアを締めてから、ぎゅっとヒナちゃんを抱きしめた。

「な、なぜ抱きしめる？」

　ちょっと困惑した風ふうにヒナちゃんが聞いてきた。

「いや、狭いし、周りのものにぶつかったら崩れてきそうだから」

　落ち着き払って返事した。邪よこしまな心はない。

　ヒナちゃんは納得したらしく、されるがままに抱かれた。

「まぁいい、窮屈だが手柄だぞ三等兵。よくやった。なんかちょっと照れるぞ三等兵」

　照れられても困る。そんなことを言われると、顔を赤らめてじっとこちらを見つめてくるヒナちゃんの顔が『女の子』に思えてきてしまう。

　フラちゃんならともかく、こんな小さな女の子に動揺したりはしないぞ！

「それに、さっきは言いそびれたけど、手当てしてくれてありがとなー。光宙のこと、気に入った。絶対に洗脳から治してやるからな！」

　うーん、この子もなんだか妹みたいで可愛かわいいな。

　――ふと疑問が胸をよぎった。

　このヒナちゃんもやがてもうちょっと大人おとなになったら、かおるみたいに魔物を殺す仕事をさせられるようになるのだろうか？

　彼女はハンターという表面上のカッコ良さにひかれただけで、きっと心に覚悟があるわけではない。

　彼女が幻想として抱いているかおるみたいに冷徹にもきっとなれない。

　彼女もかおるみたいに、心に傷を負うことになってしまうかもしれない。

「春はる明あき、部屋にもいない……。春明ー、どこーっ!?」

　詩し絵えが春明の部屋を確認している。

　やがてその足音が、ゆっくりと遠ざかっていった。

「三等兵、そろそろいいんじゃないか」

　春明の腕の中で、ヒナちゃんの方から言った。

「……そうだな、ヒナちゃん」

　春明はドアを開けてから、廊下へとヒナちゃんの身を放した。

「ちゃんで呼ぶな！　サーと呼べ！」

　ヒナちゃんは廊下に出てからすぐに振り向き、いきりたった。

「いや、ヒナちゃんはヒナちゃんだよ。上官サーなんて似合わない」

　む、とヒナちゃんは眉まゆをひそめた。

「なんだよう、急にノリを悪くして……。ヒナちゃんなんて呼ぶと普通の女の子みたいじゃんか……」

「ヒナちゃんは普通の女の子だろ。こんなこともうやめて、地上に戻ろうよ」

「わたしは普通の女の子なんかじゃないっ。魔物ハンターだぞ！」

「でもまだ、かおるみたいに一人前じゃないんだろ？　そのかおるだって、魔物を殺すのが辛つらくて苦悩してたんだ。ヒナちゃんまで、そんなことはしない方がいい」

　どうして自分は嘘うそもつかずに、この子と真っ正面から向き合っているんだろう。

　……それじゃあきっと、うまくいかないのに。

「かおるお姉さまは正義のために人間らしい心を捨てた完全無欠にして冷酷無比なプロフェッショナルだ！　そんな気の迷いを持ったりしない!!」

「あいつだって人間だよ！　感情を押し殺して無理ばかりしてるけど、喜んだり悲しんだり、笑ったり泣いたりする人間だ！」

　思わず声を荒げた。

　かおるはいつも周囲からそういう誤解をされるのだ。

　春明にはそこが放ほうっておけなくて、そしていとおしくも感じる。

「魔物にも良い奴やつがいるって知って、自分のやってることを後悔して、苦しんでるんだよ。だからヒナちゃんも、同じ道を行くようなことをしちゃダメだ。地上に戻って、組織からぬけた方がいい」

「わたしは悪い魔物をやっつけるヒーローになるつもりなのに……おまえ人間のくせに魔物の肩を持つのか！」

　ヒナちゃんは怒りで顔を朱に染めて、声を張り上げた。

　くそ、と春明は顔を覆った。

　……真まっ向こうから言っても口げんかになるだけだって、わかっていたのに。

　こんな小さな子が魔物を無差別に狩り殺すような組織と関わっていることや、かおるの性格が誤解されていることが許せなくて、つい感情的になってしまった。

　こんなのは陰おん陽みよう師じのやり方じゃない。

「春はる明あきは人間じゃないのだ。ぼくの眷けん属ぞくで吸血鬼になりかけ……いわば半血鬼なのだ！」

「わぁ!?」「きゃあ!?」

　春明は顔を片手で覆い、ヒナちゃんは背後からの気配に気づかなかったため、二人はとつぜんの声に飛び上がった。

　ヒナちゃん、今やけに女の子っぽい悲鳴をあげたな。

　ヒナちゃんの背後に忍び寄っていたのは、もちろん詩し絵えだ。口論の声が聞こえて引き返してきてしまったらしい。大声を出しすぎた。

　遊園地でのことでヒナちゃんを敵として認識しているらしく、今にもかみつかんばかりにヒナをにらみつけてくる。

「春明、ぼくのこと放置して、どうしてこの女と仲よしそうにしてるの!?」

「放置もなにも、おまえ楽しそうにラノベ読んでたじゃないか」

　この吸血鬼は強くてカッコイイのだ～、などと言いながら吸血鬼モノのラノベを読んでいたのだ。

「春明……？」

　ヒナちゃんの顔に理解の色が浮かんだ。しまった、詩絵のせいで嘘うそがバレた。

「騙だましたなーっ、半ケツ鬼め！　わたしを油断させてから二人でフルボッコにするつもりだったんだな!?」

「よくわからないけど、そのとおりなのだ！　フルボッコにしてやるのだ!!」

　状況を理解していないくせに襲いかかろうとする詩絵を、春明は慌てて取り押さえた。

「……ええい、二対一じゃ分が悪い！　戦術的撤退だ!!　怖くて逃げるわけじゃないからな、覚えてろよーっ!!」

　ヒナちゃんは「お姉さまーっ！」と叫びながら駆け去っていった。

　春明は追いかけようとする詩絵を羽交い締めにして取り押さえた。「うぎゅーっ！　むきーっ！」と詩絵がままならない風ふうにうめいた。

「どうして邪魔するのっ!?」

「あの子は別に悪い奴やつってわけじゃないんだ、襲いかかったりはしないでくれ」

　春明の腕の中で、詩絵はしゅんとうなだれた。

「でも遊園地であいつがかおるといっしょにいて以来、かおるの様子がおかしいよ……」

　春明は、詩絵が思いの外にかおるのことを想ってくれていることに驚いた。

「詩絵、かおるの様子を見に行こう」

　ヒナちゃんは素直に地上に戻らずに、部屋のドアを片っ端から開けてかおるの部屋を捜しているかもしれない。

　あの性格なら、きっとそうしているだろう。

　ヒナちゃんがかおるを見つけだすより先に、かおると話をしないと……！

「うん。かおる、少しは元気になったかな」

　根本的な原因がどうにもなっていないのだから、時間が経ったところで元気にはなっていないだろう。

　むしろ魔物への罪悪感に苦しんでいるかおるのところに詩し絵えをつれていくのは、逆効果かもしれない。

　だけどかおるのことを心配している詩絵を、蚊か帳やの外にはしたくないと春はる明あきは思った。詩絵にとって、かおるはもう友達なのだ。あまりにも感情的すぎて陰おん陽みよう師じとして正しくない判断かもしれないけれど、そのとき春明はそう思った。



　　　×　×



「春明に……月つき宮みやさん？」

　かおるは机の椅い子すに座って、本を読んだり勉強をしたりするでもなく、ただぼーっとしていたようだった。

　努力家のかおるが何もしないで時間を過ごすなんて、それだけでも異常なことだ。

「かおるっ！」

　春明が何かを言うより先に、詩絵が飛び出してしまった。

　まずい、と春明は思った。

「何があったのか知らないけど、その、元気出して」

　詩絵はかおるに駆け寄って、彼女が他人を慰なぐさめるときにいつもそうするように――かおるを抱きしめようと両手を伸ばした。

　かおるの表情におびえが走った。

　魔物の詩絵に仲良くされることに、彼女は畏おそれを感じて、

　次の瞬間、パシンと音を立てて、かおるはさしのべられた詩絵の手を払い落としていた。

「え……」

　詩絵は、抱きしめることを拒否されるとは考えてもいなかったらしい。

　詩絵も、かおる自身も、何が起こったのかよくわからないという顔をしていた。

　しかし詩絵の方が先に表情を変化させて――顔いっぱいに悲しさを溢あふれ出させた。

　みるみるうちに瞳ひとみに涙が浮かぶ。その悲しみが、共感覚を通して春明にも伝わってくる。

「は、初めて……友達、できたと思ったのに……」

「詩絵っ！」

　そのとき春明がとっさに詩絵の方を心配したのは、共感覚で詩絵の気持ちがダイレクトに伝わったからだった。

　反射的に詩絵の肩を抱いて、それから春明はしまったと思った。

　かおるの目には、かおるよりも詩絵を優先したという風ふうに見えるかもしれない。

　今、本当に心配しなきゃいけない心理状態にあるのは、かおるの方なのに。

　詩絵をつれてきたのは失敗だった――いや、詩絵のせいじゃない。自分のせいだ。

　詩し絵えとかおるの両方を大事に思う気持ちが、衝突し、矛盾コンフリクトしてしまう。

　三角関係を上う手まく立ち回ることができずこんなことになって、それがわかっていながらまた失態をおかして……。

「春はる明あき……」

　かおるは震えた声で、悲しげに言った。

「私はやっぱり、ダメかもしれない……のうのうとみんなと仲良くなろうとするなんて……」

　そんなことはない、と春明が言うより先に部屋のドアが再び開いた。

「お姉さまっ！」

「……ヒナ？」

　ヒナちゃんは部屋に入りこむなり叫んだ。

「お姉さまっ、クルースニクに戻ってきてください！　今ならまだ戻ってこれますっ！　組織はお姉さまを必要としているんです！」

　こちらの状況を無視して、ヒナちゃんはかおるに呼びかけた。

「冷静で残酷で容赦のない、超一流のプロであるお姉さまが必要なんです！」

　ただのかおるではなく、魔物ハンターとしてのかおるに、呼びかけた。

　かおるの居場所はこっちだという風ふうに。

　かおるの表情が一瞬だけストレスでさらに歪ゆがみ、すぐに真まっ白しろに色が抜け落ちた。

「私は……魔物ハンター……」

　かおるが――切り替わってしまう。

　春明は、かおるが詩絵を殺そうとしていたときのことを思い返した。

『今の私は本当の私じゃない』――しきりにそう口にしていた。

　彼女はストレスから自分を守るために、『別の自分』を用意していた。

　本当の自分ではない自分に、ストレスを負わせていた。強いストレスを感じたとき、彼女は『魔物ハンターとしての自分』にモードが変わる。

　人格と記憶までも分裂させているわけではないけれど、彼女は軽度の多重人格解離性同一性障害さえも発症させていた。多重人格の主な原因は、トラウマによる感覚の暴走なのだ。

　勝手にまわる歯車が、まったく別の自分を組み上げてしまう。

　かおるはヒナちゃんの呼びかけに応えて、部屋から駆け去ってしまった。

　廊下を出て、おそらくは地上へと……。

「かおるっ！」

　春明はその後を追いかけようとした。

　が、ぬらりと光る銀色の刃が、行く手をさえぎった。

「さがれ、半ケツ鬼。お姉さまはこちら側の人間だ」

　ヒナちゃんが、ナイフを抜いてこちらに突きつけていた。

　春明は本能的な恐怖にかられて、たたらを踏んだ。銀色の光――吸血鬼に特別な効果を発揮する神聖な銀の武器。これで負わされた傷は通常よりも再生しづらい。

　そうこうしているうちに、かおるの足音はどんどん遠ざかっていってしまう。

　……俺おれはかおるを失ってしまう？　ここからかおるがいなくなってしまう？

　冗談じゃない、そんなの、認められるか。

「どいてくれよヒナちゃん、俺はかおるを追いかけないといけない」

「いけない、なんてことはない。お姉さまは自分の意志で、この場からいなくなったじゃないか。わたしの声が、お姉さまを洗脳から解き放ったんだ！」

　ヒナちゃんは「ふふん」と勝ち誇ったように笑った。

「それは違うよ。……むしろ逆だ。魔物を殺すなんてしたくない、もう辛つらいことはしたくないというのがかおるの本心だ」

　かおるは、トラウマのせいで身体が勝手に動いてしまっただけだ。

「何度言ったらわかる、お姉さまはそんな人間じゃない！　しょせんおまえにはお姉さまの気持ちはわからないんだ」

「わかってないのは、ヒナちゃんの方だ！」

　あんなのは、かおるの本心じゃない。

「何だとっ！　わたしはお姉さまに憧あこがれて、ずっとその姿を追ってきたんだぞ!!」

「憧れてるからこそ、目が曇くもってるんだよ！」

「お姉さまがこの場からいなくなったことがすべてだ！」

「違う！」

　たとえ表面上はかおるが自分の意志でこの城を去ったように見えたとしても、陰おん陽みよう師じの自分はそれを信じるわけにはいかない。

「あれはかおるの本心じゃない！　かおるは……えーっと……」

　なんと言えばいいだろう。トラウマについてつらつらと説明している場合じゃない。

　相手はヒナちゃんなのだ。ヒナちゃんにわかるように言わなければ。

「……かおるは俺が構わなかったから、ふてくされて家出しただけだ!!」

　春はる明あきの言いぐさに、ヒナちゃんは「ブッ!?」と吹き出してから、

「ふてくされただと!?　お姉さまになんという侮辱を!!」

　猛烈な勢いでキレた。

　……我ながらひどい言いぐさだが、大筋では間違っていないはずだ。

　だけど今の自分では、たしかにまるで説得力がない。

　自分はトラウマに苦しむかおるを支えることができず、かおるからの信頼を失ってしまったのだから。

　失った信頼を取り戻さなければ、言葉でなにを言っても白々しいだけだ。

　だったらヒナちゃんに――そしてかおるに、態度で示すしかない！

「ならヒナちゃん。どちらが本当にかおるを理解しているか、かおるを賭かけて俺と勝負しろ！　俺はきみに決闘を申しこむ!!」

　要するに自分がかおるのためにどれだけ必死になれるかを、かおるに見せて安心させてやればいいのだ！

「決闘だと……!?」

　怒りに染まったヒナちゃんの表情が、見る見るうちに輝きだした。

　ヒナちゃんにとってはやる意味がまるでない戦いだ。そもそもここで口論すること自体も意味が無い。彼女はすでに目的を達したのだから、この場から立ち去ればいい。

　だけど……この子はそういう合理的な性格じゃない。

「望むところだ！」

　決闘というカッコイイ響きに食いついて、ヒナちゃんは春はる明あきにチャンスをくれた。



　　　×　×



　希のぞみは、つい再び紅くれない学園に忍びこんでしまった。

　昨晩に春明たちが吸いこまれるように消えていった、あの階段裏の壁が気になって仕方なかった。

　あれから何度も思い返して考えていたが、やはり幻覚ではなかったと思う。

　希は再び壁の前にやってきて、その壁にガンガンと頭突きをかました――痛いだけでビクともしない。

　壁は揺らぐことなくそびえ立っている。

　……まるで時間が経つうちに生まれてしまった、自分と春明の間を隔へだてる壁のように。

　この壁の存在が、自分と春明をいっしょにさせてくれない。そんな風ふうに思えてくる。

　この壁を消してやらないといけない。

　克服しないと、いけない。

　壁を憎々しげににらみつけていると、とつぜん壁が光を発した。

「!?」

　とつぜんの超常現象に、希は慌てて階段の方に身逃げた。階段の脇わきに身を隠して、壁の様子をうかがう。

　壁から光がやむと、中から黒髪の女の子が飛び出してきた。

　春明といっしょにいた女の子たちのうちの一人だ。

　黒髪の子は廊下に出ると、そのまま脱力したようにぺたりと座りこんでしまった。

　……あの壁は何なのだろう。この黒髪の子と春明の関係は何なのだろう。

　黒髪の子に、うかつに声をかけることができない雰囲気を感じつつ……希は隠れながら様子を観察した。



    

  
    
      
４章　心的外傷トラウマ



　かおるは長い階段をのぼるうちに恐怖から立ち直り、地上に出たころには力が抜けて座りこんでしまった。長い階段だったが、体を鍛えているかおるは呼吸ひとつ乱していない。

　静かに、後悔の念だけがわいてきた。

　――春はる明あきのところから飛び出してきてしまった。

　魔界から出てどうするつもりなのかは考えていない。まったく自分の理性を無視した衝動だった。

　とっさに、月つき宮みやさんの腕を払い落としてしまったのもそうだ。

　かつて魔界に来た直後、彼女に抱きしめられることで慰なぐさめられたこともあったというのに、まったく同じことが、今は受け入れられなかった……。

　地上に来たからといって、クルースニクに戻りたいとは思えない。だけど春明に背中を向けたあの瞬間は、あそこに戻らなければと思っていた。絶対に戻りたくないのに！

　春明たちといっしょにいる方が、良いのに……。

　すべてが自分の意思を無視して逆行していた。春明の元もとから離れたくなんてない。月宮さんを拒絶したくない。自分が自分でないみたいで怖い……。

　魔物たちと仲良くしていると、声が聞こえてくるのだ――『人でなし』。そして生首が転がってくる。かさついた唇が、その言葉を告げる――『人でなし』。風景が塗り替わっていき、自分はあの時、あの場所に立ち返っている。理由もなく心臓が加速する。

　気がつくとかおるは学校の廊下にいなかった。

　全身を、ぬるりとした血が覆っている。腕、足、胴体、そして生首――無数のパーツがあたりに転がっている。死体の山に囲まれて、かおるは座りこんでいた。いくつもの生首は、すべてかおるの方を見ている。かさついた唇がその言葉を告げる――「人でなし」

　心を捨てなければならない。意思を無視してそんな義務感が心を苛さいなむ。

　自分が、別の人間に変わっていく……。

　心の中でサイレンが鳴り響いている。この警報機は壊れているのだ。自分でもわかっている。怖がる必要なんてない。なのに身体が勝手に反応してしまう！

　かつて冷酷な魔物ハンターとして自分を戒める度たびに、心が引き裂かれるような痛みを感じていた。その感覚は、たとえや比ひ喩ゆなどではなく――本当に自分の心を引き裂いて、分裂させていたのかもしれない！

　自分が壊れる――たとえや比喩ではなく。

　自分自身が頼れなくなったら、いったい何に頼ればいいのか。

「春明……」

　思わず独りごちた。

「……私も、月つき宮みやさんみたいに春はる明あきに助けてもらいたいのに……」

　つぶやいた瞬間に幻覚フラツシユバツクが消失して、暗い廊下に戻ってきた。

　自分は春明からどれぐらい想われているのだろう？

　それが不安になった瞬間から、歯車が狂いはじめた気がする。

　春明を信じられている限り、自分は自分のままでいられる気がするのに……。

　不意に、魔界への階段から誰だれかがのぼってくる足音が聞こえてきた。

　ゲートの存在をすでに知っているかおるには、壁は見えていない。

　春明が自分を追ってきてくれたのかもしれない――そんな期待が胸をよぎったが、現れたのは、表情いっぱいに喜色をたたえたヒナだった。

「お姉さま、わたしを待っていてくれたんですか!?」

　飛び出してきたヒナは、座りこむかおるの前にかがみこんで、感極まったようにかおるの手をとった。

　かおるはヒナのテンションに少しついていけないところがある。昔みたいに魔物ハンターであろうとしていたときや、今みたいに心が落ちこんでいるときは、特にそうだ。

　そのせいでかおるはよけいに口数が少なくなり、その姿はヒナにゴルゴのようなプロフェッショナルの威厳を感じさせ、尊敬の念をよけいに強めさせるのだった。

「組織に戻るにしても下の連中との後腐れを気にしていますね、大丈夫です！　このわたしが話をつけてきました！」

　ヒナは勝手に決めつけるように言った。

　昔から彼女は黙るかおるを無視して何でも決めつける。気がつくとあだ名がかおる１３サーテイーンになっていたときは本気で勘弁してほしいと思っていた。

「話をつけたって、いったい何を……」

　ヒナが何か、彼らに取り返しのつかないことをしたのではないかと、不安になりながらたずねる。自分はもう魔界に戻れなくなっていないだろうか……。

「決闘です！　あの春明とかいう半ケツ鬼とわたしが、お姉さまを賭かけて決闘するのです!!　わたしのハンターとしての輝かしいデビュー戦!!」

「えっ!?」

　春明が、私を取り戻すために、ヒナと戦ってくれる……？

　冷たく凍えていたかおるの胸に、暖かな火が灯ともったような気がした。

　春明は、まだ、自分のことを想ってくれている。

　自分が、自分の方から離れたりしなければ……。

　かおるの気持ちをよそに、ヒナは「ぐぎぎ」と闘志を燃やしていた。

「あの男、お姉さまのことを『自分が構わなかったからふてくされて家出したんだ』なんてぬかしやがりました！　ぐぎぎ、絶対に許さない!!」

「えっ!?」

　かおるは呆ぼう然ぜんと目を丸くした。

　構ってもらえなくて……

　ふてくされて……

　家出した……

　春はる明あきは自分の行動を、そんな風ふうにとらえていたのか。

　いや……一言でそう言われてみれば、確かにその通りだ。自分の気持ちを表す言葉としてものすごくしっくりくる。さすが春明。納得してしまった瞬間、かおるは顔がストーブみたいに熱くなって穴があったら入って埋まりたい気持ちになった。

　な、なんて恥ずかしい奴やつなんだろう、私は……。

　つまり春明と仲良くしてた月つき宮みやさんがうらやましくて、ふてくされていたのだ。

　だけどふてくされた自分を、春明は取り戻そうと戦おうとさえしてくれている。

　春明が私のことを大事に思ってくれているなら、私は……。

　たった、それだけで良いのだ。それだけで、私はもう怯おびえたりはしない……。

　春明が私を取り戻すために戦ってくれるなら、私も私を取り戻すために戦える。

「あれ？　お姉さま？」

　同調して怒ってくれるのを期待していたヒナは、顔を赤くするかおるに首をかしげた。

「……あれえ？」



　決闘は三十分後に紅くれない学園の校庭で行われることになった。

　春明は自分の部屋に戻り、時が来るのを待った。

　準備をするようなものは何もない。詩し絵えの眷族になってから身体能力が向上しているので、下へ手たに凶器など用意して使おうものならヒナちゃんがえらいことになる。

　ヒナちゃんはあの銀のナイフを使うだろう。それを取り上げて、ヒナちゃんを無力化させるのが勝利条件だ。

「春明……ちゃんと勝てるの？」

　部屋までついてきた詩絵が、不安そうにたずねてきた。

「相手は年下の女の子で、こちらは人間じゃないんだから何とかなるだろ」

「……春明は口八丁とか言いつつ、ここぞというときはいつも体を張って誤ご魔ま化かそうとしてる気がする……。あんまり無茶しないで欲しいのだ」

「今回は体を張らないと、態度で示せないからな」

　心配してくれる詩絵のほっぺたを、むにむにと揉もみほぐしてやった。

　それに詩絵もかおるを友達と思って、帰ってきて欲しいと思ってくれている。

　負けられない理由があまりにも多すぎる。

「うにゅーっ」

　詩絵のほっぺたで遊んでいると、ポケットの中で携帯電話が振動した。

　魔界に来てから初めての着信だ。ワン子こさんの発明品はちゃんと作動しているらしい。

　こんなときにいったい誰だれだと携帯の液晶を覗のぞき見ると、かおるからの着信だった。

　かおるとは大昔にアドレスと番号を交換したけれど、日ひ頃ごろのやりとりはメールばかりで電話が来るのは初めてだ。

　かおるには自分がワン子こさんから発明品をもらったことは伝えていない。

　どうやら彼女は魔界に電波が届いていないことに気づかず電話をしてきたらしい。

「も、もしもし、白しら峰みねですが」

　家電話じゃないんだから、名乗らなくてもわかるんだが。

「かおる？」

「春はる明あき！　その、ヒナから話を聞いて……」

　おどおどとした声が聞こえてくる。なるほど、そういうことか。

「嬉うれしいけど、私……心配だ。ヒナは私が説得するから……」

「いや、大丈夫だ」

　春明はきっぱりと提案をさえぎった。かおるがヒナちゃんを説得すれば、それで決闘せずとも表面上は丸く収まるかもしれない。だけどそれだけじゃ、ダメだ。

　今の自分の言葉じゃ伝わらない気持ちを、決闘という形で伝えなきゃいけない。

　他人から必要とされる自信を失っているかおるに、安心を与えてやらなければならない。

「かおるは何もする必要はない。俺おれが必ず連れ戻しに行くから、安心して待っていてくれ」

　春明がきっぱりと宣言すると、横で詩し絵えがうらやましそうにした。

「ううう、うらやましいのだ……。ぼくも『ぼくのために争うのはやめて！』とか言ってみたいのだ……」

　決闘は乙女おとめのロマンであるらしい。

「心配いらないさ、相手は小さい女の子だし、俺も吸血鬼になりかけてきてから体力が上がってきてるしな」

「しかし春明……ヒナはナイフだけだったら、私と同じぐらい強いぞ」

　それは聞き捨てならない情報だった。にわかに不安感が増した。

　しかしかおるにそれが伝わらないように、春明は努めて明るい声を出した。

「だけどさ、銃を持ち出さずにナイフだけなんだから……」

「春明、ナイフは銃と役割が違うだけで、銃よりも劣るお手軽武器なんかじゃないぞ。訓練されたナイフファイティングは立派な近代兵器だ。軽量級プロボクサーのジャブと同等のスピードと刃物の殺傷力を併せ持っている。人類最強の接近戦闘術のひとつだ」

「……」

　春明は思わず押し黙った。

「クルースニクのナイフファイティングは軍式からさらに対魔物向けに洗練させたものだ。人と魔物の身体能力差を埋める工夫が凝らされている。ヒナが子供だからというのは、何の保険にもならない」

　かおるの理路整然とした口調に、春明は戦意が萎なえていくのを感じた。

「それでも戦ってくれるんだな、春はる明あき。嬉うれしい……」

　逃げ道をふさぐように言った。

　かおるさん……無意識に俺おれを脅すことを楽しみだしてないか？

　やっぱり深層心理で怒っているんだろうか……。

　だけどここで、不安な気持ちを見せるわけにはいかない……。

「任せておけ、かおるはドンと構えてくれていればいい。ここは一発、オトコを見せてよ春明くんだ」

　ヤケクソになって言った。

「ありがとう、春明……」

　そこで通話は途切れた。かおるの気持ちは、どうやら心配よりも嬉しさの方が大きいらしい。決闘を期待してくれているというのは、良いことだ。

　……しかしヒナちゃんが本当に強いらしいってのは、予想外だな……。

「春明、顔色悪いよ？」

　詩し絵えがこちらの顔を覗のぞきこんでくる。春明は乾いた笑いを返した。

　……そろそろ約束の三十分が過ぎる。地上に向かわないと。

　いろいろと不安になってしまったが、負けられない戦いがそこにある。



　学校の校庭で、かおると詩絵の立ち会いのもとで決闘は行われることになっていた。

　地上にのぼって校舎を出ると、ヒナちゃんは校庭のど真ん中ですでに仁王立ちしていた。

　明かりの灯ともっていない校内で、お互いの姿を照らすものは月明かりのみだ。

「よくぞ逃げずに来たな、半ケツ鬼！　まずはその勇気と覚悟を賞賛してやろう！」

　春明の姿を見るなりに、ヒナちゃんはいかにも決闘っぽいセリフを叫んだ。

「いいかげん半ケツ鬼ってやめてくれないか……尻しりがはみ出てそうだ、それ……」

　ヒナちゃんの手には銀刃が握られている。やはり魔物に有効だという神聖な銀のナイフを用意していた。あれで斬きられると傷が再生しづらい。

　不死身という金看板を背負っている吸血鬼でも決して安心できない。

「それではいざ尋常に勝負！」

　ヒナちゃんが決闘っぽい宣言をして、こちらに駆け寄ってきた。

　ヒナちゃんを見ていると何となく緊張感を失うけれど、負ければかおるを失ってしまう大一番。絶対に負けるわけにはいかない決闘だ。

　疾風のように駆けて来たヒナちゃんの右手から、銀色の光がほとばしった。

　速い――けれど、ちゃんと見える！

　動体視力が吸血鬼として向上している春明は、電光のような袈け裟さ懸がけの一撃を横に回避した。

　攻撃を空振りさせれば、彼女の動きは一瞬だけ止まるはずだ。

　そこを取り押さえるべく、タイミングを見計らう。

　しかし春はる明あきの予想を裏切って、止まると思ったヒナちゃんの腕は、恐ろしい勢いで跳ね上がった。

　下から上への返しの刃――あり得ない速さの連続攻撃。

　かおるが、ナイフのスピードをボクサーのジャブにたとえたことが頭をよぎった。

　刃の切れ味を頼って、ナイフを握る手にさほど力をこめていない――だから速い。

　にもかかわらず、致命的な殺傷力がある！

　慌てて上体をのけぞると、春明の胸を浅くナイフが切り裂いた。

　振り上げられたナイフはそれでも止まらない――さらに突きへと動きを変化させる。

　ぐにょぐにょとうねる蛇が、執しつ拗ように自分を追っかけてくるかのようだ。

　その蛇は、春明の利き腕に狙ねらって飛んできた。

　上体をのけぞった姿勢から、春明は無理やり後方に転がった。右腕に焼けるような痛みが生じる。それでも吸血鬼としての身体能力のおかげで、何とか逃げ切る。

　ゴロゴロと不格好に転がって、間合いをとり直すことができた。

　……なるほど、ナイフすげえ怖こええ。

　春明は自分の考えが甘かったことを思い知った。ヒナちゃんは、技量だけならすでに掛け値なしの戦士だ。自分は、吸血鬼になりかけの素人なのに。

「なかなかやるな、半ケツ鬼。だが次はないぞ」

　ヒナちゃんがナイフを半身に構え直しながら、マンガのキャラみたいなことを言った。

「そのセリフは悪役がいうセリフだぞ」

「な、なんだとっ!?　……くそう、ずいぶん余裕じゃないか」

　内心の焦りを隠すように、春明は軽口を叩たたく。ヒナちゃんに見えないところで、つま先に力をこめてストレスを押し殺した。

　これじゃダメだ。動体視力に頼って一つ一つの動きを目で追うだけじゃ、無理だ。

　もっと全体の流れを先読みしなければ、反撃に移れない。必要なのは観察力だ。

　吸血鬼として戦うのではなく、陰おん陽みよう師じとして戦わなければ活路は無い。

　もっと駆け引きとか化かし合いとかをしなければ……。

　そのためには相手の動きや思考を、もっと読まなければいけない。

　人間は緊張すると、前ぜん傾けい姿勢になって視野が狭くなる。春明は自分がそうなっていることに気づいて、自分の頭を意識的に後方へずらした。

　視野が広くなり、気持ちが少し落ち着いてくる。よし、陰陽師モードだ。

　それと同時に、ヒナちゃんが再び攻めてきた。

　ナイフを前に突き出すような構えから――浅いスイングの連続攻撃。もちろん一撃と一撃の間にはまったくの隙すきが無い。恐ろしいスムーズさ。

　今はまだ反撃は無理だ。ただしそれらを確実にかわして、ヒナちゃんの動きの流れをよく観察する――彼女の動きが、先ほどより固い気がした。

　ナイフを持っていない左手と左半身が、あまり動いていない。

　不意に、ヒナちゃんが大きくナイフを振るった。

　回避を続ける春はる明あきに焦ったのか、不用意ですらあるフルスイング。

　それをかわすと、ヒナちゃんのナイフを握った右手は止まった。願ってやまなかった、反撃のチャンス。

　同時にヒナちゃんの左手が動いていた。素手のパンチなんてダメージにはならない。

　こんなのは無視して、取り押さえるべきだ。せっかくのチャンス――いや!?

　かすかにヒナちゃんの左手から光が見えた気がした。ほんのわずかな光だったけど……。

　嫌な予感がした。

　春明が反撃を断念して、とっさに飛びのくと、斜めに銀色の光がかすめた。

　ただのパンチなんかじゃない。

　いつのまに手にしたのだろう、左手にも逆手にナイフを握りこんでいる！

　ヒナちゃんがチッと舌打ちをする。恐ろしい子だ……。

　しかし今の一撃に相当力んでしまったらしく、今度こそ彼女の体勢が乱れた。

　左手を振り上げた姿勢のまま身体が止まる。

　今度こそ反撃を狙ねらえそうだ！

　悪あがきをするように、ヒナちゃんが足を振り上げた。こんな小さい子の蹴けりなんて、食らったところでたかが知れている。今度こそ反撃――いや!?

　嫌すぎる予感がして、春明はゴロゴロと再び後転した。

　ヒナちゃんの蹴りを空振りさせると、銀色の光が横切った。

　ただの蹴りではない、ヒナちゃんの靴のつま先から銀色の刃が飛び出していた。

　仕込み靴だ。つま先からナイフが飛び出している。

　背筋が冷たくなるのを感じながら春明は立ち上がり、再び間合いをとった。

　二刀流……いや、両足にもあるから四刀流か。海賊マンガに出てくる剣士を超えてるな。人間凶器みたいな幼女だ……。

　……これが魔物との身体能力の差を埋める工夫ってやつか。陰おん陽みよう師じのナイスな観察力がなければ不意打ちで終わっていた。やっぱり陰陽師って最高だな。

「よ、よくかわしたな!?　おまえ、ただものじゃないな！」

　ヒナちゃんは驚いて目を丸くした。

「ふふふ……俺おれは陰陽師だからな」

「陰陽師？」ヒナちゃんは首をかしげた。「吸血鬼じゃないのか？」

「人間だろうが魔物だろうが関係ない……俺は陰陽師だ！」

　吸血鬼として戦おうとしても無駄なことがよくわかった。

　自分は人の心を救いたいと願う陰陽師だ。人を幸せにするために、ときには人の心を悪あく辣らつに操ることもある。

　そういう陰陽師として、ヒナちゃんを退けてかおるを救ってみせる！

「むぅ……よくわかんないけど、魔物なんだろー!?」

　自分はヒナちゃんを理解しようとして、ヒナちゃんはこちらを理解しようとしない。

　きっとそこが、勝機になる。

　三度、ヒナちゃんが迫った。猛烈な勢いで連続攻撃を繰り返すヒナちゃんは、まるで小さな台風だ。

　ヒナちゃんはもう不意打ちのためにわざと隙すきを作ったりはしない。二刀流に隠し武器をも加えて攻撃はさらに熾し烈れつさを増した。

　ＲＰＧロールプレイングゲームのバトルとは違って、待っていてもこちらの順番はいっこうに来ない。

　陰おん陽みよう師じなどと偉そうなことを思っても、つけいる隙はまったく見つからない。

　――次第にかわし切れなくなってくる。全身のいたるところに刃がかすめて血が飛んだ。

　意識が『回避』から『せめて致命傷は避ける』へと方針を変える。銀刃で太い血管や内臓にダメージを負うのは吸血鬼といえど不ま味ずい。

　うわ……この幼女つよい……。

　このままだと、逃げ続けてひたすら傷を負うばかりでなにもできない。

　何か――何か見みい出だすことはできないのか。

　むしろよくここまで持ちこたえているな、俺おれ。……待てよ？

　無数の連続攻撃を経て、春はる明あきの全身にはすでに無数の傷が刻まれている。痛い。

　しかし致命傷は一つもない。すべてかすり傷か、太い血管を避けた位置だ。

　ここまで圧倒されて深い傷は一つも無いなんて、おかしくないか？

　ふと、左手に隠したナイフや仕込み靴による不意打ちを思い返した――あれらはどちらも利き腕を狙ねらってきた。普通、不意打ちをするとき、利き腕なんて中途半端なところを狙うだろうか？　……普通なら一撃必倒を狙うはずだ。

　手加減をされている、というよりも……。

　……試してみるか。

　傷は再生しづらいけど、まったく再生しないわけじゃない。一発モロに食らってもギリギリ死なないことはかおるとのときに実証ずみだ。……思い出すだに痛いけど。

　ヒナちゃんの連続攻撃が、肩に向かって飛んできた。

　気づいてみれば不思議だ。肩なんかを浅く斬きられたところで、痛いだけなのだから。

「肩じゃなくて、ここを斬ってみろ！」

　春明は叫びながら――かわすよりもむしろ刃に飛びついた。

　攻撃に、肩ではなく胸をさしだす――ピタリと、ヒナちゃんの動きが、初めて止まった。

　あれだけ反撃の暇も与えず続けていた連続攻撃が、無防備な心臓を前にして停止した。

　やっぱりだ。

「ヒナちゃん、やっぱりきみに魔物ハンターなんて、無理だよ」

　止まらないはずがないんだ――かおるでさえ、あれだけ苦しんでいたのだから。

　ヒナちゃんみたいな子が『決闘カッコイイ！』みたいな気持ちで殺せるわけがない。

「ど、どうしてそんな真ま似ね……」

　信じられないという風ふうにヒナちゃんがおののいた。ナイフの刃先が無残に震えている。

　彼女はこちらに適当なダメージを与えて、もしくは利き腕を攻撃して、こちらの戦意を喪失させるつもりだったのだろう。殺す覚悟なんてあるわけがなかった。

　そこにつけこむのも申し訳ないが――これも駆け引きだ。

　むしろそういうのにつけこむのが、陰陽師おれは大好きだ！

「まずひとーっつ！」

　春はる明あきは晴れやかにして陰湿な、この決闘が始まって以来見せることの無かった会心の笑みを浮かべてヒナちゃんの握るナイフの柄を、下から思い切りぶっ叩たたいた。

　とっさに力の加減が出来ず、ナイフは景気よく宙を舞った。

「もうひとーっつ!!」

　さらに素早く、もう片手に握られたナイフの柄を蹴けり上げた。

　こちらも同様に頭上に飛んでいく。

　そして、陰おん陽みよう師じとしてシメるべく言った。陰陽師は言葉でとどめを刺すのだ。

「殺すのは、怖かっただろ。……かおるは『そういうの』をもうやめたいんだよ。憧あこがれなんて勝手な理由で、俺おれの特別な人に重荷を負わせるな」

　それは、トラウマになるぐらい重たいものだ。

　ヒナちゃんは腰砕けになったようにその場にぺたんと座りこんだ。

「お姉さまも……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた。その頭上に、宙を舞ったナイフが真まっ直すぐに落ちてきた。

　やばい。勢いよくはね飛ばしすぎた。

　悠長に決めゼリフを言ってる場合じゃない！

「危ないっ!!」

「きゃっ！」

　春明はとっさに飛びつくようにヒナちゃんを押し倒した。

　紙一重のところをナイフが通過し、地面にグサっと刺さった。

　――いや、紙一重というよりも服一重と言うべきかもしれない。

　真一文字に落ちてきたナイフに縦に裂かれて、はらりと、ヒナちゃんの服がはだけた。ハーフパンツも縦に綺き麗れいに切り裂かれて脱げ落ちた。

　春明はあんぐりとそれを目にしてから――重々しく言った。

「人とわかりあえるような魔物を殺すような苦しみや覚悟なんて……クマさんパンツが似合うような女の子にわかるはずがないんだよ。わかっちゃいけないんだ」

　尻しり餅もちをついた姿勢のヒナちゃんは、大おお股また開きでパンツ丸見えだった。そしてそのパンツはクマさんパンツだった。

　……その柄はちょっと子供っぽすぎやしないか。

「わたしを女の子あつかいする気かーっ!?」

「ちょっと変な風にカッコつけるのが好きなだけで、お菓子とかクマさんとかが好きな普通の女の子だろ」

「む、むぅ……」

　ヒナちゃんは押し黙ってしまった。きまりが悪そうにモゾモゾと身体を揺らす。

　しかしどうやら、パンツにもギリギリでナイフが届いていたらしい。

　ヒナちゃんが体を揺らした弾みで、パンツまで裂かれて脱げてしまった。

　目の前でクマさんが真まっ二ぷたつになり、視界に肌色が増した。

「……」

　しまった、無力化させすぎた。

　ヒナちゃんが顔をカーッと赤くさせた。

　春はる明あきは慌てて顔を背けてから、自分の着ていたシャツを脱いで差しだした。……ちょっと血がついてるのがあれかもしれないけれど。

「むぅ……おまえさては、ジェントルメンだな！」

　ヒナちゃんが素早く春明のシャツを羽織ると、サイズがぶかぶかなものだから良い感じに下半身も隠れてくれた。

「今日はこれぐらいにしてやる……覚えてろよ、ジェントルメン！」

　ヒナちゃんは一目散に逃げ出した。

　……フッ。相手を恥ずかしがらせて退却させるのも陰おん陽みよう師じの戦い方、駆け引きの一部だ！

　そういうことに、しておこう……。全身から力が抜けて、その場にひざまずいた。

　……だけど勝者の権利として、かおるは俺おれのものだぜ。

「春明っ！」

　……と思っていたら、かおるの方がこちらに駆け寄ってきた。

「春明、傷は大丈夫か!?」

「こんなのすぐ治るさ、陰陽師だからな」

「春明、ごめ……」

「かおる」

　謝って欲しくないと思った。

　謝らなくちゃいけないのはこちらの方だ。だからかおるの言葉をさえぎった。

「かおるは俺にとって、特別な存在だよ」

　特別な友達と言うのはやめようと思った。

　自分はたぶん、もっと彼女から好かれていることを自覚しないといけない。

　たぶん自惚うぬぼれなんかじゃない。自分は陰陽師だけど、人と深く付き合うことにまだ不安を抱えていて――だからかおるの本当の気持ちから目を逸そらしていた。

『特別な友達』と口にしているかおるが、実際にはどんな風ふうに思っていたか……。

　きっと、お互いの気持ちはすでに友達という範はん疇ちゆうを超えている。

　だけど自分は、この恋愛感情を口にすることはできない。

　……今はまだ、詩し絵えとかおるのどちらかを選ぶことはできないから。

「かおるが自分に自信をもてるまで、俺おれはそばにいるよ。だからもう不安にならないで、自分は周りから好かれても良いって、自信を持ってくれ」

　恋愛感情を口に出来ない自分が、ひどく不誠実な気がした。

「春はる明あき……ありがとう。戦ってくれて……」

　それでもかおるは、お礼を言ってくれた。そして上半身裸の上に切り傷だらけの自分を抱きしめてくれた――彼女はもう震えていなかった。

　一時的かもしれないけれど、トラウマはきっと遠ざかった。

　遠ざかったまま、いつか消えてしまう日が来るはずだ。

　かおるの心が本当に癒えるその日まで、自分はそばにいなければならない。

　それは人の心を理解しようとする、陰おん陽みよう師じとしての自分の務めだ。

　自分は吸血鬼の眷けん属ぞくとして詩絵のそばにいて、そして陰陽師としてかおるのそばにいて、そのどちらからも離れるわけにはいかない。

　この三角関係は、きっと不誠実じゃない……。

「かおる……」

　詩絵が恐る恐る、かおるに近づいてきた。その表情はまた拒絶をされないかと不安に満ちている。

　だけど再び詩絵がかおるに手を伸ばしても、かおるはもうそれを払い落としたりはしない。春明がかおるを抱いているのに詩絵も加わって、二人がかりでかおるを抱きしめた。

「かおる、死んだ方がマシかもしれないって思ったことある？」

　詩絵は不思議な質問をした。

「何度も、思った……」

　トラウマに傷ついたかおるが答えた。

「ぼくも、何度も思った。だけどぼくたちは生きることを選んで、今ここにいるんだよね。生きるって決めて、生きてる……」

　それは心に傷を負った人間に共通の心理なのだろう。

　普通の人生を送って来た春明には、理解はできても実感はできないことだ。

「ぼく、幸せになりたいよ。生きるって決めたからには、自分の人生を楽しいものにしたい。かおると遊園地行ったの楽しかった。だから……」

　かおるを抱きしめたまま、詩絵は懇こん願がんした。

「お願いします、ぼくの友達になってください」

　春明はそのとき、この二人が幸せになって欲しいと心から願った。

　そのために自分ができることは何でもしてやりたいと、心から思った。



　　　×　×



　希のぞみは呆ぼう然ぜんと戦いを覗のぞき見ていた。

　壁から黒髪の女の子や小さな女の子が出てきたと思ったら、今度は春はる明あきと銀髪の女の子が現れた。そして信じられない風景だったが、彼らは校庭に移動して春明と小さな女の子とが戦いを始めたのだ。

　戦いは春明の勝利に終わったらしい。春明はナイフで斬きりまくられ血だらけになっていたが、最終的に相手の衣服をはぎとり、裸にひん剥むいて、さらに押し倒したことで勝利をもぎ取ったようだ。鬼畜すぎる……。

　何がなんだかよくわからないが――重要な謎なぞがいくつかあった。

　戦う春明の動きは人間離れして素早かった。そして彼らの会話に耳を凝らすと、『魔物』がどうとかと言っていた。要するに春明は魔物であるらしい。はぁ？

　そして勝利を収めた春明たちは、互いを祝福し合うように抱き合ってから、校舎に戻り、再び階段裏の壁に消えた。

　希が声をかけることを躊躇ためらっているうちに、三人は壁に吸いこまれてしまった。

「待って、私も……ブベ！」

　慌てて追いかけた希は、しかし壁に拒絶されて、またもその壁に顔面を打ちつけた。

「あうう……」自慢の美び貌ぼうが、涙目にゆがんだ。

　幻覚ではなかった。春明たちは確かに、この壁を通り抜けていった。

　希は壁に拳こぶしを叩たたきつけた。何度も壁を殴りつけてから、今度は肩で体ごと体当たりした。

　しかし手も肩も、砕けそうなぐらい痛いだけだ。

　壁――春明と、その取り巻きの女の子たちだけ通り抜けられて、自分に立ちはだかる壁。

　この壁を、壊さなければ。

　……自分はあらゆる障害を乗り越えて生きてきた。春明に心の弱さを指摘されて自尊心をへし折られてから、必死の努力で自信を取り戻した。

　そんな自分にさらなる障害が立ちはだかるなら、それもぶち壊してやらなければこれまでの努力も無駄になる。

　私の人生のキーワードは……『克服』だ。

　決意と、そして冷静さを取り戻してから、希は壁に体当たりするのをやめて校舎を飛び出した。そして駅前へと向かった。



　――一時間後、希は二十四時間営業のホームセンターで買ったツルハシを携えて戻ってきた。この壁をぶち壊してやると、瞳ひとみにめらめらと執念の炎を宿している。

　思い切り壁にツルハシを振りおろす。強固な手応えに、両手が痺しびれた。しかしひるまずに、何度も何度もツルハシで壁を打った。

　時間が、春明との間にこんな壁を生み出してしまった。

　春明のせいでトラウマを負わされた。春明にボロクソに言われて、絵が下へ手たな自分が嫌いになった。真まっ白しろなキャンバスを見る度たびに、春明にバカにされた悲しみが自分の意思を無視して蘇よみがえって、涙があふれた。それでも泣きながら、絵を描きまくった。

　無数のデッサン。無数のキャンバス。積み上げられた空っぽのチューブ。

　春はる明あきにバカにされてから自分の絵が上う手まいと思えなくなった。自分の絵が嫌いになった。だから泣くほど辛つらかったけれど、自分に酔うことなく、妥協せず、上達できた。

　自分は絵が上手いと再び信じられるようになるためには、栄光が必要だった。だからコンクールやコンテストを荒らしまわった。

　自分に才能があるなんて信じたことないけれど、マスコミから天才と呼ばれるようになったころ――今なら春明に会えると思った。

　……だけど本当は、そんな努力は必要なかったのかもしれない。

　あのころの春明はヘタレで告白もしてくれなかったけど、自分のことが好きだった。

　だからたぶん春明は、絵がヘタクソな自分でも受け入れてくれた。

　なのに自分は、プライドが許さないという理由で遠回りをしてしまった。春明も大事だったけど、絵を描く自分も大事だったから。

　そして時間がこんな壁を生み出した。今ごろ駆けつけた自分は――

「ちくしょう！」

　両手が訴える痛みを無視してツルハシを打ちつけた。

　壁にヒビが入った瞬間、壁の粉があたりに舞って希のぞみはせきこんだ。

「……これアスベストじゃないでしょうね」

　しかし躊躇ためらうことなく、再びツルハシを振りあげる。

　自分は確かに遠回りをしてしまったのかもしれない。

　そうせざるを得なかった。だけど、手遅れだとは言わせない。

　だって春明は好きな人がいると言ったけど、実際には二ふた股またなのだ。

　二人の女の子の間で、気持ちを定められずにフラフラしている。

「春明のっ、バッカヤローっ!!」

　だったら嫌われて拒絶をされるのでない限り、諦あきらめてやる理由はない。

「絶対に私に、屈服させてやる！」

　だって私は、絵が上手くなったのだ。

　トラウマも時間も乗り越えて、あいつにギャフンと言わせてやる!!

　だって春明は私のことが好きだったけど、私だってあいつが好きだったんだ。もう意地でもこちらからは好きって言ってやらないけど……。

　壁の硬さに、両手のみならず全身が悲鳴をあげた。体力に自信がある方ではない。それでもやめない。春明がもうやめてくれと泣いて頼んだとしても、やめてやるもんか。

　疲労と興奮のあまり意識が朦もう朧ろうとしはじめたころ、ヒビの中心に刺さったツルハシがそれをこじ開ける手応えがした。

　それは運命を打ち砕く手ごたえだった。

　ヒビは亀き裂れつに変わり――ガラガラと崩れて穴をひらいた。

　その先には、不思議な階段が続いている。

「いよっしゃぁああああ！　希のぞみちゃんナイスツルハシ!!」

　会心の叫びをあげると――次の瞬間、希を惑わしていたあらゆる幻覚が消えた。

　のどのいがらっぽさも、両手の痺しびれさえも消えて、ツルハシを素す振ぶりしていたかのような疲労だけが残った。

『希の認識を誤ご魔ま化かして存在していた壁』は、力ずくで破壊されて消滅していた。

　やっぱり今の壁はただの壁じゃなかったんだと、希は思った。

　時間が生み出した、魔法の壁だったんだ。だけどぶっ壊したら、消えてしまった。

　よし、神さまからお墨付きをもらった気分だぜ。あらゆる障害を乗り越えて……。

「私、絶対に幸せになってやる！」

　暴れたせいで全身がボロボロになっていたが、希は気にもとめず、「よっしゃーっ！」と気合いを入れて、一気に階段を下っていった。途中で何回かコケた。



　　　×　×



「……それでこれがアンソニーくん。これがはるにゃんって言うのだ」

　決闘のあと、詩し絵えはかおるを部屋に呼びこんだ――もう自分たちは友達なのだと自信をもって。そして自分の部屋の友達ぬいぐるみを、新しい友達に紹介していた。

「そうか、はるにゃんって言うのか……」

　紹介されたその猫のぬいぐるみを、かおるは思わず抱きしめた。

　はるにゃん……。顔を赤らめて、ついぎゅっと抱きしめる力を強くしてしまう。

「こ、こらーっ！　エロい顔でぼくのはるにゃんを抱きしめるなーっ！」

　詩絵が慌ててはるにゃんを奪い返そうとした。

　かおるははるにゃんを抱きながら、春はる明あきのことを想ってしまっていた。

　……私は、異性として春明のことが好きなのかもしれない。

　抑えられない気持ちが抱きつく力になってあふれ出て、かおるはついに自覚した。

「うにゅーっ！」

　詩絵が吸血鬼の力を発揮してはるにゃんを引っ張ろうとする。ぬいぐるみが引きちぎられそうになり、我に返ったかおるはようやく手を離した。詩絵ははるにゃんを奪還し、「これはぼくんだぞ」と強く抱きしめてから、かおるに宣言した。

「かおるは良い奴やつだし大事な友達だけど、春明は渡さないのだ！」

「わ、渡さない？」

　戸惑うかおるに、詩絵は力強く言う。

「一番の友達だけど……恋のライバルでもあるのだ！」

　自分は彼女に対抗できるだろうかと、かおるは頭の中で逡しゆん巡じゆんした。

　詩絵も春明のことが好きなのだ……わかりきっていたことだけど。

　だけどどれだけ考えて、迷おうとも――避けられない戦いがそこにある。

「わかった負けない」

　かおるも決意をこめて言った。だけどそれからぺこりと頭を下げた。

　友達で、ライバル――周囲を拒絶していたころには想像もつかなかった人間関係。

「でも、これからよろしく、詩し絵え」

　かおるが自分から初めて詩絵と呼ぶと、詩絵は表情を輝かせた。

「うん、よろしくっ！」



　春はる明あきはシャワーで全身の血をすっきり洗い流した。傷口はすでにカサブタができている。

　銀の武器といっても治癒不可能というわけではない。再生が遅いだけなのだ。

　着替えてから詩絵の様子を共感覚で探ると、かおるといっしょにいるらしいとわかった。細かくはわからないが、詩絵の気持ちは浮き立っている。

　詩絵とかおるが仲良くしているのを春明も嬉うれしくなって、詩絵の部屋に向かった。

　ドア越しに会話が聞こえないかと思ったが、意外と聞き取れない。

　春明はノックをしてからドアを開いた。

「二人とも仲良くやってるか？」

　詩絵とかおるはぬいぐるみを巡って会話している様子だった。

「春明っ！」

　詩絵がはるにゃんを放ほうって、春明に駆け寄って抱きついてきた。

「お、おい詩絵……」

　戸惑う春明だったが、そこにさらに「春明！」かおるまで駆け寄ってきて、競うように抱きついてきた。二人同時に抱きつかれて、春明はこそばゆくなる。

　しかし詩絵がかおるの様子を見て「むー」とうなってから抱きつく力を強めた。その様子を理解したかおるが、無言で対抗して抱きつく力を強めた。

　む、むぅ……。二人とも力が強いから……苦しいんだけど……。

　嬉しい気持ちがすぐに消えて、二匹の小こ熊ぐまにベアハッグされてる気分になった。

「お、おまえら放せ！　苦しい!!」

「かおるから先に離れるのだ！」

「いやだ！　詩絵から離れてくれ！」

　かおるまで駄々っ子になっている!?

「相変わらずモテモテのようね、春明」

　――不意に、春明の背後から芝居がかったような声がした。

「お、おまえは!?」

　振り向いて驚く春明に――彼女は「ふっ」と笑って髪の毛をかきあげる。

　そこには、もはや縁が切れてしまったと思っていた――恋こい塚づか希のぞみがいた。

　彼女はまるで工事現場でツルハシ使って重労働してきた後のように疲れきって肩で息をしており、完かん璧ぺきなナチュラルメイクは汗で流れ落ちて髪の毛はボサボサのありさまだった。

　幾筋もの汗が額から流れ落ちている。

　しかしその表情は、何かを吹っ切れたように清々としている。そこには何の虚きよ飾しよくもなかった。春はる明あきは不思議な気持ちがした。

　……やっと本当の希のぞみに、再会できた気がする。

「おまえはアホ毛ナルシスト！　どうしてここに!?」

　春明より先に、詩し絵えが問題発言をした。

「だ、誰だれがナルシストよ！　アホ毛なのは否定しないけど……うう、気にしてるのに!!」

「詩絵さまー、大変ですよ。人間に魔界のことがバレちゃいましたー」

　アホ毛を指摘されてへこむ希の横に、にょっとメイドさんが現れた。

「バレたって……どういうこと？」

「この人、春明さまの決闘を覗のぞき見してたんですって。困りましたねー」

　ちっとも困ってなさそうにメイドさんが言った。

　希は得意げに笑った。

「別にしかるべきところに連絡してもいいんだけどね」

　……しかるべきところってどこだろうと春明は思った。『つまり魔界は地底にあったんだよ！』『なんだってー!?』って感じのところだろうか。

「……だけど春明は今、自分の意思でここに住んでるって話じゃない？　だから、私もここに住むことにするわ！」

　堂々と、のたまった。

「「ええーっ!?」」と、詩絵とかおるが息の合った悲鳴をあげた。

「詩絵さま、我々の城に新しい仲間が増えましたよ。やったね、友達が増えますね！」

　メイドさんが上機嫌にしているということは、つまり……家賃をもらう契約が成立しているに違いない。

「……もう逃げ場はないってことだな」

　思わず、苦笑いが漏れた。この場の最高権力者はメイドさん……というよりも家賃だ。

「そういうことよ、春明。諦あきらめなきゃいけない理屈なんて無いんだから」

　希がニヤリと笑う。そこには前向きな気迫が満ち溢あふれていて。

「春明……もしかして少し嬉うれしそうにしてないか？」

　かおるがジト目で問いかけた。意外と嫉しつ妬と深いかおるさんに、慌てて首を振る。

　本当は、少しだけ心が解放されたような気がしていた。自分が傷つけていたであろう女の子が、本当の意味で傷を克服できた姿を見ることができて……。

　いや、この嬉しさは男女の好き嫌いとか恋愛とかとは別の問題、だけれど……

「がぶっ！」

「いってーっ!!」

　かおるよりもっと嫉妬深いお姫さまに噛かみつかれて、春明は飛び上がった。



    

  
    
      
エピローグ　ばかっぷるバトルロイヤル



　――なんだかものすごくエロい夢をみた気がする。



「お兄ちゃん起きろ！　寝たら死ぬぞ!!」

　春はる明あきは猛烈なパンチの連打を食らって、絶叫しながら目覚めた。

「ぎゃああああああああああ！　頭が割れる!!　ボンバヘッ!?」

「起きたか、お兄ちゃん。妹がお兄ちゃんを起こしに来たぞ」

　意味不明なセリフが聞こえたものだから、春明は自分はまだ夢の中にいるのかと疑った。

　だが目を見開くと、ベッドで眠る自分の上に――ヒナちゃんが馬乗りになっていた。

「な、何をしてるんだ、ヒナちゃん？」

　というか、何でここにいる？

「妹は朝、お兄ちゃんに馬乗りになって甘えながら起こすものだ、お兄ちゃん」

「マウントポジションから拳こぶしの雨を降らせる妹なんていてたまるか！」

「愛情表現がちょっとおかしいだけで甘えん坊の妹だぞ。お兄ちゃん」

「致命的におかしいんだよ!!」

　いや、ちょっと待てよ。

　他ほかにもおかしいところがあった気がする。

「……妹って、どういうこと？」

「光宙ぴかちゆう、おまえはお姉さまの大事な男だ。決闘に負けた以上、わたしはそれを認める！　それでおまえはお姉さまの大事な男だから、わたしのお兄ちゃんだ！」

　そういうことか……すごくわかりやすい説明だ。根本的には意味不明だけど。

「わたしもクルースニクを辞めたから居場所が無くなったぞ。だからお兄ちゃん、責任をとってわたしを養ってくれ」

「居場所が無い？」

「うん。わたしは孤児だからな」

　……重っ！　でもかおるもワケありだし……クルースニクはそういう人間を集めて育ててるってことか。するとこれって、俺おれが責任をとらなきゃならないことなのか？

「責任をとれって言っても結婚しろって言ってるわけじゃないぞ、光宙お兄ちゃん。お兄ちゃんはお姉さまの嫁だからな」

「少なくとも嫁ではねえ！」

「嫁の男バージョンって何だっけ？　まいーや」

　ヒナちゃんはようやく馬乗り状態からどいてくれて、春明は起き上がった。

　やれやれ、今日は詩し絵えといっしょに寝ていなくて良かった。

　詩絵がいつもどおりに一緒に寝ようとして、かおるがそれに対抗して、そこまではいつもどおりなんだが希のぞみがそこにブーブー言って大ゲンカ、最終的に三人とも自分の部屋から追い出したのだ。

　不意に春はる明あきは視線を感じてビクリとした。部屋に無言で、希が立っている。

「ち、違うんだ希！　俺おれはロリコンな趣味は無いぞ!?」

　希は表情ひとつ変えず、返事もしない。……あれ？

「……ふふふ、今の声から察するに、早くも効果があったようね！」

　廊下から不敵な声がして、希がドアを開いて現れた。希が二人!?

「お兄ちゃん、これ絵だぞ？」

　――よく見ると、それは超リアルに描かれた実物大のイラスト看板だった。

　希が髪の毛をかきあげて「オーホッホッホ！」と高笑いした。

「忍法絵分身の術！　春明を監視させるために徹夜して作ったの。この絵が目を光らせていれば、気まずくて他ほかの女の子を部屋に連れこめないでしょ」

「実物大の自画像なんてよく描く気になるな……アホ毛ナルシストの面目躍如だな」

「そ、そのあだ名やめてよう……」

「この絵、よく見たらアホ毛が無いじゃないか。ちゃんとアホ毛も描けよ」

「う、うっさいバカ！　デリカシーの無いこと言わないでよタコナスビ!!」

　なんか変な悪口言われた。

　俺、希のアホ毛好きなんだけどな……。

　中学校時代にさんざんからかったから気にするようになってしまったのかもしれない。申し訳ないことをしたな……。

「……春明くん、これはいったいどういうことですか」

　希の後ろから、さらに声がして、ワン子こさんがピョコンと顔を出した。泣きそうなんだか怒っているんだかわからない、くしゃくしゃな表情だ。

　そのかたわらには「やっほ～」とフラちゃんもいる。

「……お城にまた希って女の人が増えたって聞いたから不安になって様子を見に来たら……どうしてまたさらに、小さな子が増えてるんですかっ!!　ハーレムにロリコン加入ですか、春明くんの貞操観念はどうなってるんですか!?」

「貞操!?　俺は貞操はすげえ大事にしてるぞ!?」

「わたしは光宙ぴかちゆうの妹だ。よろしくなメガネ！」

　ヒナちゃんの気安い挨あい拶さつに、「い、妹？」とワン子さんは目をパチクリさせた。

「なるほど……妹だからいっしょに住んでも問題ないと。悔しいけど論理的です……」

　論理的かなぁ、と春明は首をかしげた。根本的にすごく意味不明だよ。

「で、でも私も春明くんといっしょに住みたいです、ずるいです……がう……」

　ワン子さんは声のトーンを下げてつぶやいた――春明には聞こえない声で。

　なんだかぶつぶつ言い出したぞ。

「春はる明あきくんっ！」

　思いつめた顔をしたかと思ったら、ワン子こさんは急に大声を出した。

「は、はい」

「わ、私を春明くんのペットにしてください!!」

「はぁ!?」

「妹だからいっしょに住むって言うなら、ペットだっていっしょに住んでいいはずですっ！　論理的です!!」

「ヒナちゃんが妹でワン子さんがペットって部分の論理がまったくわからねえよ！」

「私はメス犬です!!」

「人狼ワーウルフがプライドを捨てた!?」

　春明は助け舟を求めてフラちゃんに目を向けた。

「女の子をペットなんて……春明くんってちょっとすごいね～、性的な意味で」

「冗談にしても恐ろしいことを言うな！」

　朝からのどが痛くなってきた……。

　ヒナちゃんとワン子さんが「お兄ちゃーん」「がう……」などと抱きついてきて、春明は仕方なく二人の頭を撫でた。仕方ないというか、なんというか……。

「ちょ、ちょっと、あなたたちなに春明に抱きついてるのよぉ。わ、私だって……私だって……。う、ううう……春明のバカーっ！　オタンチン!!」

「お、おい希のぞみ！　……ぐえっ」

　抱きつくに抱きつけない希は、とりあえず春明の首を絞めてきた。

　ヒナちゃんとワン子さんに抱きつかれているせいで首を絞める希をどうにもできずにいる春明を、フラちゃんが愉快そうに笑った。

「今わかったよ～。陰おん陽みよう師じって、めんどくさい女の子から好かれる才能のことだね～」

「げほっ。やめろ、状況だけ客観的にみたらすごく説得力があることを言うな！」

「でも、色んな人から好かれるって、傷つけたくないって思ったら責任重いよね」

　フラちゃんが、ちょっとマジメくさった口調でそんなことを言った。

　釘くぎを刺された、かな。

「……でも俺おれ、昔よりも幸せだよ」

　他人と深く付き合わないって決めていたころよりも、今の方が……。

　責任なんて言われても、これから先どうなるのか、どうするのかさっぱりわからない。言い訳かもしれないけれど、自分の気持ちだって血のせいでわからない。

　甘いこともたくさんあるだろうけど、誰だれかを傷つけずにいられる自信も無い。

　……それでも今のこの状況が間違っているわけではないと思う。

　誰もが、ただひたむきに幸せを求めているだけだから。

　せめて最後に自分が誰かを選んだとき、誰もが恋愛自体を後悔しなければいいとだけ、そんな恋愛にならないようにとだけ願う。

　釘くぎを刺したのかと思ったけれど、答えを聞いたフラちゃんは「てぃひひひ！」と笑った。



「ううう……なんかおかしいことになってるのだ……」

　春はる明あきの部屋の前までやってきて、しかし中の様子を覗のぞき見て詩し絵えは困惑してしまった。

　自分の眷けん属ぞくの周りに、初恋の人、妹、ペットと、妙な属性が大集合してしまった。

　ライバルはかおるだけではない。もはや三角関係などという生やさしいものではなく、これは春明をめぐるバトルロイヤルだ。戦争だ！

「ちゃんと勝てるかな、ぼく……」

　不安がこみ上げてきてしまう。もしかすると自分がこの中で一番気持ちが純粋じゃないのかもしれない――血の分があるから。

　不意に詩絵の頭が撫でられた。振り向くと、かおるがいた。

「なんだか不安そうにしてたから……」

　とつぜん頭を撫でたことについて、かおるがそう弁解した。

　詩絵はちょっと嬉うれしかったが、「むー」と唇を尖とがらせる。

「かおる、ひょっとしてぼくのこと妹みたいとか思ってない？」

「……実はちょっとだけ思ってる。私、昔妹いたから。それに詩絵、可愛かわいいから」

　おろおろと答えてからかおるは、むずむずと何かを我慢するようにして、しかし我慢できずに詩絵に抱きついた。「ううう、詩絵、可愛い……」

「むー。子供あつかいというか、愛玩動物あつかいというか……」

　それでも詩絵は抱きしめられると嬉しくなって「まぁいっか。えへへ」と笑いながらかおるに頬ほおずりを返した。

　不安が消えた――今の自分は寂しさから春明を求めているわけじゃないと思い直したから。今はもう孤独じゃない――それでも春明が大好きだという気持ちは揺るがない！

　春明が来てから、この城はどんどん騒がしくなってくる。それまではずっと苦手なメイドと二人きりの、凍りついたような城だった。

　だけど今では温かい城になった。かおるは友達だし、ワンコたちにももっと心を開きたいと思うようになったし……アホ毛とだって友達になれるかもしれない。

　人と魔物が入り交じっているこの状況は、父さんの理想そのものかもしれない。

　心を開くというのは不安も含めて刺激的で、……幸せだと詩絵は思った。

「ぼくたち、もっともっと幸せになれるよね、春明……」

　そっと瞳ひとみを閉じて、詩絵は願った。

「私だって、幸せになるぞ」

　詩絵に抱きつくかおるも、対抗するように言った。



    

  









    
      
あとガキ



　なんとかでりしゃすウンコではなく（一巻あとがき参照）すいーとブラッドの二巻が出せました！　最近いろんな人からいい歳してウンコとか言うのやめろと叱しかられております、三み原はらうんこです。間違えました。三原みつきです。

　この二巻では詩し絵えさんの一強時代が終わり、かおるさんをはじめとしたいろんなキャラが大ハッスルで、一巻よりもさらに甘ったるくにぎやかな内容になりました。

　バカップルからハーレムへとパラダイムシフトしたのです。

　執筆を終えてあとがきを書くぼくのノウミソもそのせいで甘々ハチミツ漬け状態です。あとがきがアホっぽいのはそのせいであります。だから意味も無くパラダイムなんちゃらとかカッコイイ言葉を使ってみた。あたまいーですー。

　こういうお話を書いていると、さてどんな挿絵がつくだろうとワクワクドキドキします。

　今巻もＲＥＩさんに素晴らしいイラストを描いていただけました。ＭＹです（まじ・やべーと読みます。意味も無くいま作った）。表紙のおっぱいがすごくすごい。おっぱいがぼくのあとがきをさらにアホにしてくれる（ＭＹには『ぼくのおっぱい』という意味もこめています。いまこじつけた）。ありがとうございます！

　担当児こ玉だまさんにもいつも大変お世話になっております。心から感謝を！　ですが何な故ぜでしょう？　最近児玉さんからのメールを開こうとすると指が、体が、勝手に震えて、罪悪感がどんどんわきあがってお、おおおおか、おかしいなぁ。こんな気持ちになる心あたりはなななにもないのになああぁああ、ああああああああああああああああああっ!?

　今巻の隠れたテーマはトラウマです（最低なタイミング）。

　こんなに辛つらい謝辞は初めてだ。本当に感謝してるのに……。次に行きましょう。

　そして読者のみなさま！　今巻もお手にとっていただきありがとうございます！

　一人暮らしが長く続いて、布団から跳ね起きるときに「バビョーン！」とか料理してフライパンを振り回すときに「ヒヒヒ……ガーリック！」とか叫んだりするぼくですが、読者さまがいてくださるおかげでこのお話は独り言にならずにすんで嬉うれしいです。

　アンケートなどなど、読者さまからいただくお声もとても大事に聴いております。

　読んでくださるみなさまがいるから、お話を書くのがとてもとても楽しいです。

　この巻を書いている最中にデビュー一周年を迎えました。先輩方の実績に比べればあまりにも小さな一歩ですが、自分ひとりでは到底歩むことができない道のりでもありました。

　しかしもっともっと前に進んで行きたいです。

　出せる本一冊一冊に全力投球していきますので、これからもよろしくお願いします。



三原みつき



    

  
    
      　著者

　三原みつき（みはら・みつき）

　　画像は自分でデザインカスタマイズしたスニーカーです。

　　新人賞をもらった記念に作り、調子に乗って「ＭＩＨＡＲＡ」、「ＭＦＪ」とＩＤを刻印しちゃっています。

　　一年経った今でもまだ新品同様です。靴も靴の持ち主もまだまだ未熟。

　　もっとボロボロになるまでガツガツ頑張ります。



　イラスト

　ＲＥＩ（れい）

　　台湾在住のフリーイラストレーター。

　　紅茶大好き、最近ハマったブランドは日東紅茶。

　　ＰＣゲーム『マジカライド』でキャラクターデザインと原画を担当。

　　ＨＰ：‥http://rei.tw/



    

  
    
      すいーとブラッド２

人と魔物の交流デート！
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